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　──どうしよう。大変なことになってしまった。

　まさか、最推しの女性声優である神かん崎ざき真ま桜おさんに、食事に誘われてしまうなんて……!!

　姉との通話を終えた俺は、夜の自室で１人、喜びを噛かみ締しめる。

　とはいえ、メインで誘われたのは朝あさ日ひさんであり、俺はあくまでオマケだ。

　俺の姉が神崎真桜さんのマネージャーでなければこんな奇跡は起きなかったとはいえ、９割以上は朝日さんの手柄である。

　というわけで、この感動を今すぐ朝日さんに伝えたい。

　できれば直接会って、この喜びを分かち合いたい。

　現在時刻は22時で、明日は学校である。今から会おうと提案することは、間違いなく非常識だ。

　しかし、それでも俺はメッセージを送らずにはいられなかった。

『まだ起きている？　どうしても直接会って伝えたいことがあるんだけど、30分後くらいに会えないかな？　マンションの前まで行くからさ』

　すると、すぐに返信が来た。

『わたしは大丈夫ですが、直接会って伝えたいことって、なんですか……？』

　不審がられているようだが、できればこの報告は口頭でしたい。俺は出かける支度をしながら、『会ってから説明するよ。電車に乗って到着時間が確定したら連絡する』というメッセージを送信した。

　しばらく電車に揺られた後のちに仙せん台だい駅に到着した俺は、徒歩10分ほどの場所にある朝あさ日ひさんが暮らすマンションへと急いだ。

　待ち合わせ場所であるマンションのエントランスに立っていた朝日さんは、なぜか緊張の面持ちだった。

「先輩、こんばんは。急に連絡が来たからビックリしましたよ」

「悪いな。なるべく早く用事を済ませようと思うんだが、ここで話していても大丈夫か？　他の住人の迷惑になったりしない？」

「短い時間なら大丈夫だと思いますが、わたしの部屋に移動してもいいですよ？　さすがにこんな時間なので、先輩にはわたしの両親に会っていただき、入室の許可を取る必要はありますが」

「ここで頼む」

「わかりました。……それで、伝えたいことって何ですか？　わたしたちが知り合ってけっこう経たちますが、先輩から会いたいって言ってくださったのは初めてですよね……？」

　朝日さんは期待と不安が入り混じったような面持ちで質問してきた。どうやら異常事態が起きていることを察知しているようだ。

　さっそく用件を話す。

「朝日さん、落ち着いて聞いてくれ。信じられないと思うんだが、俺たちの最推しに食事に誘われてしまったんだ」

「……なんですかそのパワーワード？　来期のアニメのタイトルですか？」

　ありのままの事実を伝えたのだが、内容が突飛すぎたのか、小首をかしげられてしまった。

　可能なかぎりわかりやすく伝えたつもりだったが、よく考えたらこの情報量では理解できなくて当然かもしれない。

　ちゃんと一から経緯を説明するとしよう。

「実はな、今日イベント会場で紹介した俺の姉は、東京で神かん崎ざき真ま桜おさんのマネージャーをやっているんだ」

「──へっ？」

　朝日さんは信じられないものを見るような目を向けてきた。

「マネージャーって、あのマネージャーですか？」

「あのマネージャーって、どのマネージャーだ？」

「ほら、あの、サッカー部でスポーツドリンクを作るような」

「いや、そういうタイプのマネージャーではない」

　仮に神かん崎ざき真ま桜おさんが所属している部活のマネージャーだとしたら、それはそれで十分すごいけれども。

「姉は神崎真桜さんが所属している芸能事務所で働いているんだ。仕事の交渉をしたり、スケジュールを管理したりしている」

「そっちのマネージャーですか!?」

「普通は先にこっちのマネージャーを想像しないか……？」

　落ち着いて考えたらわかると思うのだが、急にこんなことを言われたら、冷静になれなくても仕方ないか。

「それでだな、今日俺たちが参加した神崎真桜さんの生誕記念祭のチケットは、姉に手配してもらった関係者席のものだったんだよ」

「そうだったんですか!?」

「ああ。それでついさっき、神崎真桜さんが姉を通して、俺たちを食事に誘ってくださったんだ」

「はいっ!?」

「神崎真桜さんがエゴサーチをしていて、朝あさ日ひさんが指輪の撮影会をしたことを知ったらしい。それで興味を持ってくれたそうなんだ」

「…………」

　さすがに情報量が多すぎたのか、朝日さんは驚きの表情のままフリーズしてしまった。

　だが、５秒ほど経たったところで再起動する。

「……先輩。それって本当の話なんですか？」

「ああ。俺がドッキリを仕掛けるような人間じゃないことは知っているだろう？」

「……すみません先輩。ものすごく嬉うれしいはずなんですが、話が非現実的すぎて、受け入れるまでにもう少し時間がかかりそうです」

「そうか。気持ちはわかるから、大丈夫だぞ。ちなみに、食事会をする場所は仙せん台だい近辺を考えているらしい」

「今は真桜さんとお食事ができるという事実を咀そ嚼しやくしているところなんです!!　追加情報を与えないでください!!」

「す、すまない……」

　よくわからないクレームを言われてしまったが、とりあえず謝っておいた。

　その後、俺は朝日さんが落ち着くのを黙って待った。

「……すみません、お待たせしました。心が整いましたので、続きをお願いします」

　朝あさ日ひさんはそう言って目を輝かせた。

「えっと、姉が言うには、神かん崎ざき真ま桜おさんはいつか松まつ島しま観光をしたいと思っていて、この機会に年末の休みを使って宮みや城ぎに旅行に来るらしいんだ」

「真桜さんが宮城に……!?」

「それで、もし良かったら朝日さんと食事がしたいから、年末のスケジュールを確認してほしいってお願いされた」

「もちろんわたしはいつでもＯＫです！　たとえ前日に軽トラックに轢ひかれて全身を複雑骨折したとしても行きます！」

「うん。俺もそのくらいの心意気だ」

　というわけでさっそく姉に『食事会の件、俺も朝日さんもいつでもＯＫ』というメッセージを送った。

　一方、朝日さんは舞い上がっている。

「どうしましょう……真桜さんと一緒にお食事ができるだなんて……!!」

「まさか自分の人生にそんなイベントが起きるとは思ってもみなかったよな」

「わたし、お昼のイベントで真桜さんと直接お話しさせていただいた時に死ぬほど緊張したんですが、あの時間が１時間以上も続くわけですよね？　心臓が持ちこたえられるか不安なんですが」

「たしかに。俺なんか今から緊張しているからな。まだ日程すら決まっていないのに」

「わたしも、ずっと心臓がドキドキしています。今日から食事会の日まで、一睡もできない気がします」

「それは死ぬぞ」

「はぁ……まだ夢ゆめ見み心地ごこちというか、話があまりに現実離れしすぎていて、事実を受け止めきれていません。……ていうか、これって夢オチだったりしないですよね？」

「わからない。あるいは、俺たちはすでに死んでいて、天国にいるのかもしれないよな」

「死後の世界でこれだけ素晴らしい体験ができるということは、わたしたちは生前にさぞ善行を積んでいたんでしょうね……!!」

「そこまでの善行をした記憶はないが、これが現実なのか、割と本気で心配になってきたな……」

「これだけ喜んでおいて、次に気づいた時にベッドの中だったら、ショックで立ち直れないです」

　朝日さんは本気で不安そうにしながら、言葉を続ける。

「これが現実だという確証がほしいので、先輩、ちょっとわたしの頬ほおをつねってみてもらえませんか？」

「……えっ？　なんで俺が？」

「自分でつねっても、理性が働いてそこまで痛くできないじゃないですか？　ほっぺたがちぎれるレベルの痛みを与えて、それでも夢から覚めないかを検証したいんです」

「俺に頬ほおをちぎるつもりでつねれと!?」

「さすがに頬がなくなるのは困るので、少しずつ強くしていく感じでお願いします」

「お、おう……。よくわからないけど、そこまで言うなら……」

　俺は朝あさ日ひさんとの距離を詰め、彼女の頬におそるおそる両手を伸ばす。

　やがて、ひんやりしたやわらかい頬を、両手でつまんだ。

　そのまま少しだけ左右に引っ張る。

　……ヤバい。俺に頬を引っ張られている朝日さんが、ものすごく可愛かわいい。

「先輩、もっと強くお願いしまふ」

　朝日さんが上う手まく喋しやべられなくなっている。信じられないくらい可愛い。

　思わずニヤニヤしそうになるが、女の子の頬を引っ張りながら笑顔になるのは気色悪すぎるので、必死に耐える。

「あっ、ちゃんと痛いれふ。ありがとうございました」

「まさか頬をつねって感謝される日が来るとはな……」

　不思議な気持ちになりながら、両手を離した。

「これは間違いなく現実なんですね……本当にわたしなんかが行っていいんでしょうか……？」

「神かん崎ざき真ま桜おさんのご指名なんだから、いいに決まっているだろ」

「でも、粗相をして嫌われたら嫌ですし……」

「不安に感じる気持ちはわかるが、俺は朝日さんの付き添いという立場だから、絶対に断らないでほしい。俺の夢を壊さないためにも、どうか強い心を持ってくれ」

「わかりました、頑張ります。……ところで、食事会にはどんな服で行けばいいんでしょうか？」

「見当も付かないよ」

「お食事するお店ってまだ決まっていないんですよね？」

「そうだな。日程を決めた後で予約するんだと思う。……ただ、神崎真桜さんは人気声優なわけだし、ドレスコードがあるような高級店に行くことになるかもしれないから、覚悟しておいてくれ」

「了解です。それじゃあ今度、２人で食事会に着ていく服を買いに行きませんか？」

「おお、それはいい考えだな。ぜひそうしよう」

　などと盛り上がっている俺たちだが、間もなく23時になろうとしているので、この続きは明日の放課後に話すことになった。





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　というわけで翌日、12月13日の月曜日の放課後。

　俺たちはいつものように空き教室で合流した。

「それじゃあまず、一緒に洋服を買いに行く日を決めようと思うんだが──」

「先輩、その前にちょっといいでしょうか？」

　朝あさ日ひさんは挙手した後、俺の返答を待たずに話しはじめる。

「昨夜は予想外すぎる事態に遭遇したことでスルーしてしまいましたが、昨日の帰りの新幹線で、わたしのことは『優ゆ衣い奈な』って呼び捨てにしてくださいってお願いしましたよね？」

「……いや、たしかに言われたけど……」

「もう二度とわたしのことを苗みよう字じで呼ばないでください。拒否するなら、先輩が猫とたわむれている動画が流出することになりますよ？」

　朝日さんはそう言って、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

　呼び捨てにするのは照れるが、弱みを握られているので、拒否するわけにもいかない。

「わ、わかったよ。ゆ……優衣奈」

「呼び慣れてない感じがすごいですね」

「そんなことを言われても、女の子を名前で呼び捨てにするのは数年ぶりなんだよ」

「そうなんですか？　先輩って、クラスに親しくしている女性はいないんですか？」

「異性に限定すると、まともに世間話をできる対象すらいない」

「へ～、そうなんですか♪」

　朝日さんは心底楽しそうに笑った。

「俺に友達がいないことがそんなに嬉うれしいのか？」

「いえ、そういう意味で笑ったんじゃないです」

「じゃあなんで笑ったんだよ？」

「それは……秘密です」

　朝日さんは恥ずかしそうにつぶやいた。

「そういえば、朝日さんもクラスに親しい男子はいないんだよな？　もしかして、俺が仲間だと知って嬉しかったのか？」

「えっ？　……あっ、はい。そんな感じです」

　朝日さんは何かをごまかすように答えた。

「だったら朝日さんも、異性を下の名前で呼ぶことに抵抗はあるだろう？」

「いいえ？　別に抵抗なんてありませんけど？」

「だったら関係性を公平に保つため、俺のことも下の名前で呼んでみてくれよ」

「それは無理です」

「なんでだよ」

「だって、先輩は先輩ですし……」

「呼び捨てに抵抗があるなら、さん付けでいいぞ？」

「……さん付けでも恥ずかしいです」

　朝あさ日ひさんはそう言って、気まずそうに目を逸そらした。

「どういうことだよ。10秒ほど前に朝日さんは、異性を下の名前で呼ぶことに『別に抵抗なんてありません』って言っていたぞ？」

「……そんなことを言われても、先輩はただの異性じゃないので……」

　朝日さんはうつむき、ばつが悪そうにつぶやいた。

　相手が『ただの異性』だったら下の名前で呼べるが、『年上＋異性』だと無理になるということだろうか？

「でも、俺だけが下の名前を呼び捨てにするというのは不平等だと思うぞ」

「……わかりました。先輩がどうしてもと言うのなら、呼びます……」

　俺から向けられる視線に耐えられなくなったのか、朝日さんは潔く負けを認めた。

　その後もしばらくモジモジしていたのだが、やがて意を決した表情になり、口を開く。

「…………大ひろ翔とさん」

「お、おう」

　朝日さんに名前を呼ばれた瞬間、表現するのが難しい感情が芽生えた。

　落ち着かないというか、こそばゆいというか……。

「はい、次は先輩の番ですよ」

「わ、わかったよ。…………優ゆ衣い奈な」

「えへへ。名前で呼び合うのってなんだか照れますね……大翔さん」

「…………」

　ヤバい。このやり取り、とてつもなく楽しいぞ。

「優衣奈としては、俺に下の名前で呼ばれる方がいいのか？」

「そうですね。『朝日さん』っていう呼び方は、どこか他人行儀ですし」

「でも俺たちって他人だよな？　年齢も性別も違うわけだから、『友達』って表現するのは違和感があるし」

「今はそういう概念的な話はしていません。一緒に東京に行ったんですから、もっと心の距離を近づけてください」

「心の距離か……」

「先輩は不器用な人なので、わたしたちの関係性を気にするのはわかりました。なので形から入りましょう。今日からわたしのことを苗みよう字じで呼ぶのは禁止です」

「了解、善ぜん処しよするよ。……優ゆ衣い奈な」

「えへへ、よろしくお願いしますね♪」

　再度下の名前を呼んでやると、優衣奈は照れ笑いを浮かべた。

　うむ、やっぱりすごく楽しいな……。

「それでは、あらためて洋服を買いに行く日程を決めましょうか。といっても、わたしは基本的にいつでも大丈夫なんですけど」

「前々から思っていたんだが、放課後に文芸部の活動はないのか？」

「文芸部の活動内容は、各自が好きな時に部室に行って、好きな本を読むという緩いものなんです。入部当初は毎日顔を出していたんですが、しばらく経たったところで、１いつヶか月げつくらい行かなくても何の問題もないことに気づきました」

「正式な部活動であることが疑わしいくらい自由だな」

「先輩も入りますか？」

「遠慮しておく」

　優衣奈が所属する文芸部には、俺のことを盗撮した女子がいるらしいからな。

「ちなみに俺も、洋服を買いに行くのはいつでも大丈夫だ」

「それなら、買い物に行くのは食事するお店が決まってからにしましょうか」

「そうだな」

　──と、そこで俺は不意に、姉からもう１つ頼まれていたことを思い出した。

「そういえば姉が『真ま桜おが松まつ島しまの観光スポットを知りたがっているから、オススメがあったら教えて』って言っていたんだよ。優衣奈、松島に詳しかったりする？」

「何度か行ったことはありますが、真桜さんにオススメするとなると、適当なことは言えませんよね……」

「たしかにな」

「──そうだ！　いいことを思いつきました！　今週の土日どっちかで、わたしたちで事前に松島の観光スポットを巡りませんか？」

「それで良かったところを神かん崎ざき真桜さんにオススメするのか？」

「そういうことです！　いいアイディアだとは思いませんか？」

　ドヤ顔の優衣奈に問われたが、俺は目を逸そらす。

「いやぁ……。そうしたいのは山々だけど、今はお金がないんだよな……。洋服代は親にもらえるけど、観光スポット巡りのためのお金はもらえない気がする……」

「えー……。なんとかならないんですか？」

「昨日の東京遠征で、貯金も今月の小遣いも使い切ったんだよ。ていうか、優衣奈も帰りの新幹線で金欠だって言っていただろ？」

「はい、言いました。なので急いで金策に走ろうと思います」

「バイトをするってことか？　でもバイト代って大たい抵てい、働いた翌月に振り込まれるんじゃないか？　今から始めても、年末の食事会には間に合わないだろ」

「おっしゃる通りですね。日払いのバイトもあるとは思いますが、今回は別の方法で、手っ取り早くお金を作ろうと思います。先輩も一緒にやりますか？」

「何をするつもりなんだ？」

「最初は少し抵抗があるかもしれませんが、慣れればすごく簡単なことですよ。わたしのことは今後、錬金術師と呼んでください」

　優ゆ衣い奈なは得意げに大きな胸を張った。

「嫌な予感しかしないが、その錬金術の手順を聞こう」

「世の中には、年上の人と一緒に食事をするだけでお金をもらえる、パパ活やママ活というシステムがあるらしいんですよ」

「ダメな錬金術だった！」

「冗談ですよ。本当はフリマアプリを使って、ゲームや服など、家にある不要品を売るんです」

「よかった、まともな方法だった。……でも俺、そういうアプリは使ったことがなくて、よくわからないんだよな」

「大丈夫です。アプリの使い方は、わたしが手取り足取り教えますから」

　優衣奈はそう言って、自信満々に笑った。

「手取り足取りと言われても、そもそも家に売れそうな物がないんだが」

「最初はみんなそう思うんですけど、探してみると色々あるんですよ。フリマアプリで売れる物の探し方はわたしが伝授します。たとえば意外なところだと、高級ブランドの紙袋が高く売れたりするんですよ」

「えっ？　そうなの？」

「はい。知り合いに物を渡す時に使うので、買う人がけっこういるようです」

「へー、そんな需要があるのか。紙袋だったら母親がけっこう取ってあると思うけど、……どのブランドの紙袋が売れるのか、俺に判断できる気がしないな」

「もし良ければ、わたしが選別して差し上げましょうか？」

「いいのか？」

「はい。というわけで、今から先輩の家に行っていいですか？」

「──えっ？　今から？」

「はい。ついでに先輩の部屋を捜索して、売れそうな物を見繕って差し上げます」

「それは絶対にダメだ」

　脊せき髄ずい反射的に拒否すると、優衣奈は唇をとがらせた。

「なんでですか。家に行かないと、紙袋を選別できませんよ？」

「いや、家に来ること自体は別にいいんだ。ただ、用件は玄関先で済ませたい」

「配達員さんみたいな扱いをしないでください。せっかく家まで行くんですから、部屋に入れてくださいよ」

「それは死んでも無理だ」

　俺の部屋は今、他人が足を踏み入れる準備ができていない。

　今け朝さ家を出る段階では、優ゆ衣い奈なを部屋に入れることになるなんて、まったく想定していなかったからな。

「玄関先で用事を済ませられないなら、他の方法を考えよう。たとえば、紙袋を１枚１枚写真に撮って送るとか」

「そんなの面倒じゃないですか。それに紙袋の状態も確認したいので、実際に行った方が早いですよ」

「だとしても家に来られるのは……」

　いったん家への侵入を許してしまったら、優衣奈が強引に俺の部屋に入ろうとすることは目に見えている。ここで押し切られるわけにはいかない。

　しかしそこで、優衣奈の瞳が怪しく光った。

「ところで先輩。先輩のお姉ねえさんが真ま桜おさんのマネージャーであること、わたしに内緒にしていましたよね？」

「うっ……」

「昨夜はスルーしましたけど、実はかなり傷ついたんですよ？　わたし、信頼されていないんだなーって」

「それに関しては本当に申し訳なかった。軽々しく話していい内容じゃないと思っていたからさ……」

「それってつまり、わたしのことを信用していなかったってことですよね？」

「……ぐうの音ねも出ない」

「とはいえ、わたしも鬼ではありません。今から先輩の家にお邪魔することを認めていただけるのなら、すべてを水に流しましょう。これは罪滅ぼしをするいい機会だと思いませんか？」

「いや、でも、俺の部屋は今あんまりキレイじゃないし……」

「問題ありません。わたしは特殊な訓練を受けているので、どんな汚お部べ屋やでも受け入れます」

「何者なんだよ」

「というわけで警戒せずに、ありのままの先輩を見せてほしいです」

　優衣奈はまっすぐな目でこちらを見ている。簡単には引き下がりそうにない。

　思わずため息をつく。

「……わかったよ。俺も神かん崎ざき真ま桜おさんを歓迎する軍資金はほしいからな」

「やったー♪」

「それじゃあ、俺の家の住所をスマホに送るから、いったん解散して現地集合しよう」

「えっ……!?」

　優ゆ衣い奈なは驚いたように俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「先輩、まだわたしと一緒に歩きたくないんですか……!?」

「当たり前だろ」

「２人で東京遠征したのにですか？」

「一緒にイベントに行くのはいいけど、学校近辺を２人で歩くのは抵抗がある。知り合いの目があるわけだし」

「そういう発想になるんですか……。先輩って本当、一筋縄ではいかないですね……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらになった優衣奈を尻目に、俺はスマホを操作しながら１人で教室から出たのだった。
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　それから約１時間後。俺の家の前で優衣奈と合流した。

「先輩のお家うちは一軒家なんですね。何人で暮らしていらっしゃるんですか？」

「両親と俺の３人だ。もっとも、この時間は親は仕事に行っていて、誰もいないけど」

「そうなんですね……」

　優衣奈は胸に手を当て、深呼吸をした。

「勢いでここまで来ましたが、いざ先輩のお家にお邪魔するとなると、緊張しますね」

「家に誰もいないのに？」

「ご両親が不在なおかげで少しは気が楽ですけれど、わたし、男性の部屋に入るのは初めてなので……」

　優衣奈は緊張の面持ちでつぶやいた。

　ひょっとして、俺に何かされるかもしれないと思っているのか？

　たしかに家に入ったら、助けを呼びづらい状況になるわけだが……。

「嫌なら引き返してもいいんだぞ？」

「いえ、頑張ります！」

「無理やり付いてきておいて、頑張るっていうのもおかしい気がするが……」

　優衣奈にギリギリ聞こえないくらいの声量で抗議しつつ、玄関の鍵を開けた。

　俺の部屋は玄関を入ってすぐ右手にある。白を基調とした６畳ほどの洋室だ。

　自室のドアの前に立ったところで、優ゆ衣い奈なの方を振り返る。

「なぁ、やっぱり俺の部屋はやめておかないか？」

「先輩、これは罪滅ぼしなんですよ？　わたしが頑張っているんですから、先輩も頑張ってください」

「理屈がおかしい……」

　しかし、ここまで来たからには諦めるしかない。

　俺はドアを開けて室内に入った後、エアコンと石油ストーブのスイッチを入れる。

「お邪魔しま～す……」

　緊張ぎみの優衣奈が、俺に続いて部屋に入ってきた。

「へー……これが先輩のお部屋なんですね……」

　優衣奈は興味深そうに周囲を見回している。

　かと思うと弾はじかれたようにこちらを向き、口を尖とがらせた。

「先輩、さっき学校で『俺の部屋は今あんまりキレイじゃない』って言いましたよね？」

「言ったな」

「それを聞いてどんな部屋かと身構えていたのに、ぜんぜんキレイじゃないですか。ベッドはちゃんと整えられていますし、洋服は脱ぎ捨てられることなくハンガーにかけてありますし、これのどこがキレイじゃないって言うんですか。もっと荒れ放題の躍動感があるお部屋が見られると思っていたのに、ガッカリですよ」

　優衣奈はベッドや本棚を指差しながら、想定外のクレームを付けてきた。

　躍動感がある部屋って何だよ。

「落ち着け優衣奈。一見キレイに見えるが、この部屋はぜんぜん完璧ではないんだ。最後に掃除したのは３日前だから、よく見るとカーテンレールとかに埃ほこりが溜たまっている可能性がある」

「自分の部屋に対して『シンデレラ』に出てくる意地悪な継母ままははみたいなことを言わないでください」

「あと、今は芳香剤が切れているから、室内の匂いにも自信がないんだ。もしも呼吸するのが難しい場合、遠慮なく言ってくれ」

「この部屋には有毒ガスが漂っているんですか？」

「硫化水素に比べたらマシだとは思うが、他人の家に行って、苦手な匂いだったことってないか？」

「少なくとも呼吸するのが難しいと感じた経験はありませんし、このお部屋の匂いも普通だと思います」

　優衣奈は呆あきれたように言った後、あらためて室内を見回している。

　どうやら嫌悪感は抱いていないようなので、ホッと胸をなで下ろした。

「……先輩みたいにキッチリしている人だと、このレベルでキレイじゃないと認識するんですね。先輩のだらしない部分が見られると思って期待していたんですが……」

「悪かったな」

「本当ですよ。すべての物がキチンと収納されていて、完璧な状態じゃないですか。まるでわたしが来ることを予見していたかのようです」

「単純に、物が収納スペース外に出ているとロボット掃除機を使う時に移動させる手間があるから、使い終わったら元の位置に戻すクセが付いているだけだ」

「あっ、それはすごくわかります。わたし、時々両親の部屋を掃除するんですけど、お父とうさんの書斎がとにかく物が多くて、いちいち移動させるのが大変なんです」

「へー。優ゆ衣い奈なって、ご両親の部屋を掃除してあげているのか」

「はい。掃除は好きなので」

「変わった趣味だな」

「溜たまっているホコリを一掃したり、お風呂場のゴムパッキンに付着したカビを除去したりするのって、すごく気持ちがいいんですよ。なのでわたしの家では、お風呂場やトイレも含めて全部わたしが掃除を担当しています」

「なるほど。特殊な訓練を受けているっていうのは、まんざら適当な発言でもなかったのか」

「わたしは常に本当のことしか言いませんよ。……ちなみに、いつも父親の部屋を掃除している関係で、男性がちょっとエッチなものを所有していることに対しても理解があります」

「うわー……。自分の父親のそういう一面って、できれば見たくないよな」

「もう慣れました。男性向けのアニメを観みていると、頻繁にちょっとエッチなシーンが出てきますしね」

「たしかに」

「だから先輩の部屋でそういうのを見かけても、ちゃんとスルーします」

「安心しろ、俺は性にだらしなくないから」

「本当ですか……？」

　優衣奈は疑わしそうに言って、ベッドの下にある衣装ケースに視線を向けた。

「一昔前のアニメだと、女の子が男の子の部屋に入って、ベッドの下に隠されているエッチな本を探すシーンがありましたよね」

「あー、たしかに。でも今の時代、エッチな本を買う高校生なんていないだろ」

　そういう画像はネットにいくらでも転がっているのだから。

「それに、ああいう本って18歳未満は買えないらしいし」

「ですよね。わたしは先輩のことを信用しているので、ベッドの下は捜索しないでおきます」

「ああ。ベッドの下にある衣装ケースには、普通に洋服が入っているだけだよ」

　と、そこで俺はあることに気づいた。

「そういえば、お客さんが来たのに何も出してなかったな。台所に行ってお茶をいれてくるよ」

「いえ、お気遣いいただかなくて大丈夫ですよ。そもそも、先輩はお茶を飲めないですよね？」

「だから優ゆ衣い奈なは緑茶を、俺は水道水を飲むことになるな」

「その状況、すごく気まずいんですけど……」

「気にするな。じゃあちょっと待っていてくれ」

　俺は廊下に出て、ドアを閉じた。

　だが、台所に向かって歩き出したところで、今この家にはルイボスティーもあることに気がついた。

　優衣奈に希望を聞くため、回れ右をして部屋に戻る。

「優衣奈、ルイボスティーもあるんだけど、緑茶とどっちがいい？」

　そう質問しながらドアを開けると、室内にいる優衣奈は、なぜか俺の枕を胸に抱いていた。
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　しかも顔を近づけて、匂いを嗅いでいるようだった。




「…………」

「…………」

　俺たちは無言で見つめ合ったまま、数秒間フリーズした。

「……えっと、何をしているんだ？」

「…………」

　しかし優ゆ衣い奈なは俺の質問に答えず、無言で立ち上がり、抱えていた枕をベッドの上に戻した。

　そして元の位置に戻り、正座し直してから口を開く。

「せっかくなので、ルイボスティーでお願いします」

「いや、さすがに今の行動はスルーできないから」

「見なかったことにしてください」

「どう考えても無理だろ」

「わかりました。土下座で謝ればいいですか？」

「ナチュラルに変な提案をしないでくれないかな……」

　本当に土下座されたら困るので、簡潔に質問する。

「もしかして今、俺の枕の匂いを嗅いでいたのか？」

「いえ、違うんです。これには深い理由がありまして……」

「まるで犯罪者が自分の犯行をごまかそうとするような言い方だが、とりあえず理由を聞こうじゃないか」

「この部屋に入ってきた時から思っていたんですけど、先輩のお部屋って、先輩の匂いがするじゃないですか？」

「そりゃあ、俺の部屋だからな」

「前々から思っていたんですけど、先輩の匂いって、すごくいい感じじゃないですか？」

「そうなのか？　自分では良よし悪あしはわからないんだが……」

「少なくともわたしはいい匂いだと感じました。それで先輩の匂いが一番強そうな物品を探してみたところ、枕にたどり着いたわけです」

「なるほど。……えっと、この場合、俺はどういうリアクションをするのが正解なんだ？」

「スルー推奨です」

「さっきも言ったが、それは無理だ。

　……まぁ、臭いと思われていなくて、よかったよ。もし俺の枕から加齢臭がしたら、優衣奈に新たな弱みを握られて、脅されるところだったからな」

「ちょっと待ってください。先輩はわたしのことを、他人の体臭を脅しの材料にする人間だと思っているんですか？」

　優ゆ衣い奈なは心外そうに聞き返してきた。

「さすがに優衣奈はそこまで酷ひどいヤツじゃないと思いたいが、これまで俺を脅してきた実績があるからなぁ……」

「そう言われると否定しづらいですが、わたしはそういう他人のコンプレックスを悪用したりしません。先輩が猫に話しかけている動画みたいな、可愛かわいい弱みを専門に扱うようにしています」

「それもやめろよ。そもそも、俺が猫に話しかけている姿は可愛くないだろ」

「何を言っているんですか、先輩はものすごく可愛いですよ。可愛いポイントを解説するので、猫に話しかけている動画を一緒に観みますか？」

「絶対にやめてくれ。客観的な視点で自分が猫に話しかけている姿を見るのは嫌だ」

　──と、いつの間にか形勢が逆転しているので、ルイボスティーを準備してこよう。

　廊下に出ながら優衣奈の方を振り返る。

「言っておくが、もう枕の匂いを嗅いだりするなよ」

「枕の匂い……？　一体なんのことですか……？」

「さっきの記憶を失っているだと……!?」

　腑ふに落ちない気持ちになりながらも、俺はふたたび部屋を出たのだった。
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　台所に移動した俺は、お客様用のティーカップ２つと缶入りのクッキー、それから水を入れた電気ケトルとルイボスティーのティーバッグを持って自室に戻った。




　ドアを開けると、優衣奈が俺の枕を胸に抱き、またしても匂いを嗅いでいた。




「俺は５分前にタイムスリップしたのか？」

「すみません。待っている間ヒマだったので、つい」

　優衣奈は確実に反省していない口調で言って、枕を元の位置に戻した。

「いや、ヒマ潰しに枕の匂いを嗅ぐって、どういうこと？」

「先輩の枕には中毒性があるんですよ」

「人の枕を麻薬みたいに言うな」

「持って帰ってもいいですか？」

「ダメに決まっているだろ」

　そんなツッコミを入れつつ、勉強机の上に電気ケトルなどを置いた。

　どうやら、２回目の枕は俺を驚かせることが目的だったようで、優ゆ衣い奈なはこっちを見てニヤニヤしている。

　俺はそれを無視し、ルイボスティーの準備を始める。

「先輩って緑茶は無理でもルイボスティーは飲めるんですね？」

「ルイボスティーは苦くないからな。ノンカフェインだからいいのかもしれない」

「そうなんですか？　それじゃあノンカフェインのコーヒーはどうなんですか？」

「飲んだことがないからわからん。というか、ノンカフェインのコーヒーなんてあるのか？」

「ありますよ。お姉ねえちゃんが妊娠していた頃に飲んでいました。妊婦さんや授乳期のお母かあさんって、カフェインを控えた方がいいって言われているので」

「そうなのか。ノンカフェインなら俺も飲めるかもしれないな」

「実験してみましょう。今から買いに行きますか？」

「落ち着け優衣奈。俺たちは今、金欠だからフリマアプリを使って金を稼ごうとしているんだぞ。必要性のない実験で浪費してどうする」

「──あっ、たしかに」

　優衣奈はそう言って照れ笑いを浮かべた。

　その後、２人分のルイボスティーの準備ができたので、床に正座して飲みながら作戦会議をする。

「フリマアプリではブランドの紙袋以外はどんなものが売れるんだ？」

「基本的に、なんでも売れると思いますよ。要らないものがあれば、軽い気持ちで出品してみましょう」

「急に要らないものって言われてもなぁ……」

「たとえばですけど、故障したゲーム機やカメラなどの電化製品も出品可能ですよ」

「──えっ？　そうなのか？」

「はい。タイトルに『ジャンク品』と入れて出品すれば、修理ができる人や、部品が欲しい人が買ってくれます」

「なるほど……。家のどこかに古いカメラがあるはずだから、父親が帰ってきたら聞いてみるよ」

「あと意外なところだと、使いかけの化粧品や香水も出品できますよ」

「マジで？　そんなの需要あるのか？」

「はい。自分に合うかを試すために、少量を安く買いたいという人がけっこういるみたいです」

「なるほど、色々あるんだな」

　母親が帰ってきたら、不要な化粧品がないか聞いてみよう。

「ていうか優ゆ衣い奈なって、本当にフリマアプリに詳しいな」

「何年も前から使っていますからね。推し活でお小遣いが足りなくなった時に、親戚から不要品をもらってお金を作っているので」

「たくましいな」

　優衣奈の家はお金持ちだと思っていたので、意外である。

「俺も今度祖父の家に行った時に、不要品がないか聞いてみようかな」

「いいと思います。ちなみに、この部屋に何年も使っていないものはないんですか？」

「そうだなぁ……。パッと思いつくのは、昔買った漫画だけど」

「いいと思いますよ。出品しましょう」

「でも、かなり古いぞ？」

　そう言いながら、本棚に入っている漫画を取り出して見せた。

「ほら、日焼けでけっこう黄ばんでいるし」

「写真を載せて漫画の状態がわかるようにするので、問題ありませんよ。ちなみに、全巻揃そろっているなら売れる確率が上がります」

「そうなのか。それじゃあ、試しに出品してみるかな」

　そう言いながら、最近読んでいない漫画が他にないか探してみる。

　すると、横にいる優衣奈が興味深そうに本棚を眺めだした。

「先輩の本棚って、漫画とアニメのブルーレイばっかり並んでいますね。学年１位になるような人って、もっと難しい本をいっぱい読んでいるんだと思っていました」

「前に文芸部に勧誘された時にも言ったけど、俺はあんまり活字を読まないんだよ」

「でも、教室では哲学書を読んでいるんですよね？」

　優衣奈は曇りのない眼まな差ざしをこちらに向けてきた。

「……哲学書は分厚い物が多いだろ？　置き場に困るし、値段も高いから、全部図書館で借りることにしているんだよ」

　哲学書は優等生キャラを演じるのに使う小道具であり、ちゃんと読む気はないので、レンタルで済ませているのである。

　しかし、そのことを優衣奈に知られるわけにはいかない。早く話題を変えなければ。

　などと焦っていると、優衣奈が本棚の右端を指差した。

「そこに並んでいるのって、全部アルバムですか？　『ＨＩＲＯＴＯ』って書いてありますけど」

「──ああ、それか。俺の両親はデジカメで撮った写真をプリントアウトしてアルバムに収納するという非効率的な行動が好きなんだよ。デジタルのものをわざわざ物質化する意味がわからないよな」

「それだけ先輩のことを大切に想おもっているってことですよ。いいご両親じゃないですか」

「俺からしたら本棚を圧迫される迷惑行為だ」

「幼少期のアルバムを見返したりしないんですか？」

「親に渡されてから一度も見ていない。俺は過去を振り返らない主義なんだ」

「無駄に格かつ好こいいセリフですね」

「正確に言うと、過去の試験の成績だけは何度も見返してニヤニヤしているがな」

「格好悪い事実を付け加えましたね……。でもせっかくなので、アルバムを見せてもらってもいいですか？」

「恥ずかしいから嫌だ」

「そうですか。でも幼少期の先輩に興味があるので、見せてもらいますね」

「俺に選択権がないなら、なぜ許可を取ろうとした？」

「一応は聞くのがマナーかと思いまして」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、本当にアルバムに手を伸ばした。

　これまでの経験上、優衣奈を止めようとしても徒労に終わるだけなので、強くは抵抗しないでおく。哲学書の話に戻られても困るしな。

　──だが、左端のアルバムを手に取った優衣奈は、１ページ目を開いた直後に口を半開きにして「あっ……」とつぶやいた。
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　なぜか顔を真っ赤にした優ゆ衣い奈なは、すぐにアルバムを閉じて床に置いた。

「ん？　どうかしたのか？」

「……すみません。幼少期の先輩の大事なものを見てしまいました……」

「大事なもの……？」

「『お』から始まる５文字のものというか……」

「お……？」

　なんのことだろう？　ぜんぜんピンと来ない。

　正解を知るため、優衣奈が床に置いたアルバムの１ページ目を開いてみる。

　するとそこには、両親に湯ゆ浴あみさせてもらっている赤ん坊の俺の写真が貼り付けてあった。

　入浴中の俺は当然のように素っ裸で、すべてをさらけ出していた。

　反射的にアルバムを閉じる。

「…………」

「…………」

　それからしばらく、気まずい沈黙が続いた。

　お互いに目を合わせることすらできない。

　これまでの人生で体験したことがないレベルの恥辱を覚え、顔が熱い。顔から火が出るほど恥ずかしいという状態はこのことか。

　くそっ……!!　なんで俺の親はこんな写真をプリントアウトしたんだよ……!!　プライバシーの侵害だぞ……!!

　などと心の中で悪態をついていると、優衣奈が遠慮がちに口を開いた。

「……まぁ、男の子って６才までは女湯に入れるわけですし、セーフですよね……？」

「……そ、そうだな。そういうことにしておこうか……」

　とりあえず、優衣奈が帰った後ですべての写真をチェックして、俺の下腹部が写っているものは一枚残らず燃やすとしよう。

「……ところで先輩。まだほとんど写真を見られていないので、再チャレンジしてもいいですか？」

「絶対にダメだ」

「でも、今みたいな写真って、幼少期特有のものじゃないですか？　小学校とか、中学校の写真なら見ても大丈夫ですよね？」

「それはそうなんだが……」

　どう返答するべきか、判断に困った。

　このままアルバムを見るという行為を終わらせてしまったら、さっきのが唯一見た写真になって、優衣奈の記憶に残ることになってしまう。だったら他の写真も見せて、記憶を上書きした方がいいのではないだろうか。

「……わかった。じゃあ逆側から見ていってくれ」

「了解です」

　優ゆ衣い奈なは呪われたアルバムを左端に戻した後、右側のアルバムを手に取った。

「──あっ。これは中学時代のアルバムみたいですね」

　ホッと胸をなで下ろした優衣奈が報告してきた。

　横からアルバムを覗のぞき込こむと、そこには家の前で突っ立っている俺が写っていた。中学時代の制服に身を包んでいる。

「これは中学の入学式の朝に撮ったものだな」

「先輩、ものすごく仏ぶつ頂ちよう面づらですね」

「写真を撮られるのは好きじゃないからな」

「いつも自撮りに付き合わせちゃってすみません。これからもよろしくお願いしますね」

「自粛する気はないのか」

「もちろんないです」

　断言しつつ、優衣奈はアルバムのページをめくる。

　そこにはリレーや綱引きをする俺の写真が収められていた。

「次のページは運動会ですね」

「普通の親は、中学生になった息子の運動会の写真を撮ったりしないと思うんだがな」

「そんなことないですよ。それに、ジャージ姿の先輩って新鮮です」

「そういえば、これまで優衣奈とは制服か私服でしか会ったことがないもんな」

「はい。ジャージ姿の先輩は来年の体育祭まで見る機会がないと思うので、ご両親に感謝です」

「感謝するほどのものじゃないと思うが……」

　リアクションに困っている俺の横で、優衣奈は楽しそうにアルバムのページをめくる。

　次のページには、体育館のステージで演劇をする俺たちを、離れた場所から撮影した写真が収められていた。

「これは文化祭の写真ですか？」

「ああ。３年の時にクラスで『現代版桃太郎』っていう劇をやった時のだ」

「なるほど。でも、先輩はどこに……」

「俺は鬼の役をやっている。絶対に顔を出したくなかったから、鬼の面をつけてな」

「うわー、ハマり役ですね」

「そうか……？」

　むしろ優衣奈の方が悪役が似合いそうな気がするのだが、揉もめたくないので口には出さないでおく。

　その後も野外活動や合唱コンクールなどの写真を見て、優ゆ衣い奈なは楽しそうにしている。

「面白かったです。次は小学生編ですかね？」

　そう言って優衣奈は、２冊目のアルバムに手を伸ばした。

　最初のページには、テント内で寝転んでいる俺や、川で父親と釣りをしている俺、母親と一緒にバーベキューをしている俺の姿があった。

「これはキャンプに行った時の写真ですか？」

「そうだな。小学校５年生の時に、家族で行ったんだ」

「ということは、横にいるのはご両親ですよね？」

「ああ」

「ふーん……」

　優衣奈は興味深そうに、写真の中の両親をまじまじと眺めている。

「先輩ってお母かあさん似なんですね」

「たしかに、顔の骨格は母親に似ているかもしれない」

「でも、目元はお父とうさんに似ている気がしますね。知的な感じで」

「あんまり両親に注目しないでくれないかな……」

　昨日東京で姉を紹介した時も思ったが、知り合いに肉親を見られるのは、なんだか照れる……。

「家族でキャンプって、すごく楽しそうですね」

「そうだな。このキャンプ場では釣りとバーベキューと花火と天体観測をやったから、コスパはすごく良かったと思う」

「最高じゃないですか。次に行く時は誘ってくださいね」

「いや、自分の家族と行けよ」

　などと話している最中、この時のキャンプの記憶が少しずつ蘇よみがえってきて、不意に嫌な予感に襲われた。

　──そういえば、バーベキューの後って──。

「最高ですね。わたしも来年の夏休みに行こうかな～」

　優衣奈はそう言いながら、アルバムのページをめくろうとする。

「──ダメだ優衣奈！」

　しかし、手を伸ばすのが１秒だけ遅かった。

　優衣奈がページをめくった次の瞬間、ドラム缶風呂に入っている俺の写真が複数枚、姿を現したのだ。

　しかも、ドラム缶の中で立ち上がっているところも収められており、またしても丸見えだった。

　先ほどよりもだいぶ成長した俺の、すべてが……。

　優ゆ衣い奈なはすぐさまアルバムを手放し、両手で目を覆った。

　一方の俺は、アルバムを両手で掴つかみ、部屋の隅に投げ捨てた。

「……子どもの頃の先輩、服を脱ぎすぎです。なんでこんなに裸の写真があるんですか……」

　半笑いの優衣奈にそんな苦情を言われてしまった。

　どうやら、２回目ということで少しは耐性ができていて、気まずさを面白さが上回ったようだ。

「お、俺は悪くないだろ。風呂に入っているところを撮影した親の責任だ」

「先輩が裸ら族ぞくなせいで、また見ちゃったじゃないですか」

「裸族って言うな」

　とりあえず、優衣奈が帰ったら即刻、すべてのアルバムを焼却処分しよう。
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　アルバム鑑賞が強制終了された後、俺はすっかり冷めてしまったルイボスティーを無言で胃に流し込んだ。

「先輩、元気を出してくださいよ。子どもの頃なんですから、セーフですって」

　明らかに精神的ダメージが回復していない俺を見た優衣奈が、気をつかって励ましてくれた。

「小学校５年生は子どもじゃないだろ。少なくとも女湯には入れないわけだし」

「でも、わたしからしたら５才も年下ですし、親戚の男の子と一緒にお風呂に入るようなものですよ」

「……優衣奈って、５年生の男の子と一緒にお風呂に入ったことがあるのか？」

「もちろんないですし、絶対に入りたくないです」

「だよなぁ……」

「そもそもわたし、異性とお風呂に入った記憶がないんですよね。なのでさっきの写真を見て、男の子の体ってこうなってるんだ……って思いました」

「悪いけど、具体的な感想は控えてもらえないかな……」

「あっ、すみません」

「いや、こちらこそ……。俺、しばらく旅に出ようかな……」

「それがいいかもしれないですね。旅先でドラム缶風呂に入ってきてください」

「傷心の俺をいじめて楽しいか？」

「すみません、なんだか面白くなってきちゃって」

　優衣奈は申し訳なさそうに言ったが、目は笑っている。ヒドい話だ。

　とはいえ、本気で引かれるよりはいっそ笑い飛ばしてもらった方が気が楽なので、優ゆ衣い奈なの明るい性格に少し救われた気がする。

「それじゃあ、そろそろ作業を開始しましょうか」

「そうだな……」

　なんとか気を取り直し、この家にある売れそうな物を探すことになった。

　まずは保存してある紙袋をすべて持ってきて、フリマアプリで売れそうな物を優衣奈にピックアップしてもらう。

　優衣奈は紙袋を手に取り、１つ１つブランド名を確認していく。時折スマホで検索し、相場を調べてくれているようだ。

　一方の俺は室内を見回し、不要品がないか探していく。

「…………」

「…………」

　作業を始めてすぐ、同じ空間に２人でいるのに無言というのは、けっこう気まずいことに気がついた。

　会話していないと余計なことを考えてしまい、密室に２人きりという状況に緊張してしまうのである。

　優衣奈はこの状況をどう思っているのか気になって盗み見てみると、ちょうど向こうも顔を上げたところだったので目が合い、小さく手を振られた。

　可愛かわいい……。

「先輩、何かご用ですか？」

「いや、大したことじゃないんだが、……ずっと無言だと気まずくないかと思ってさ」

「そうですか？　わたしは気になりませんけど」

「そうか……」

「でも先輩が話したいなら、来期のアニメについてでも語りますか？」

「んー……。作業に集中する必要があるし、雑談するのも少し違うんだよな……」

　何か気を紛まぎらわせるいい方法はないだろうか。

「……そういえば優衣奈、昨日の夜に配信された神かん崎ざき真ま桜おさんのウェブラジオって、もう聴いたか？」

「当然です。昨夜は興奮のあまり眠れなかったので、すでに２回聴きました」

「だよな、俺もだ。でも無音だと寂しいし、今から流していいか？」

「もちろんいいですよ。真桜さんのラジオは何回聴いても最高ですし、最後に聴いてから17時間以上が経過していますからね」

　話がまとまったので、俺はスマホで神崎真桜さんのウェブラジオ『真桜ラジ』を流しはじめた。

『皆さん、こんばんは～。神かん崎ざき真ま桜おです。12月12日、日曜日の23時、真桜ラジのお時間ですよ～。

　皆さんはこのラジオをいつお聴きくださっているかわからないんですが、本日12月12日は私、神崎真桜の誕生日です！　わーい、祝って祝って～。

　今、私の目の前にはお誕生日ケーキが置かれています！　嬉うれしい！　でもこのラジオは事前収録なので、誕生日はまだ先だったりします。

　そういえば、ちょっと聞いてくださいよ。先日、声優の斎さい藤とう祐ゆう希きちゃんからメッセージが送られてきたんですけど、そこには「真桜さん、12月11日か12日の夜って空いてますか？　サプライズで誕生日パーティーをやりたいんですけど」って書いてあったんです。思わず二度見しちゃったんですけど、これって私の誕生日をサプライズで祝ってくれるってことですよね？　そのサプライズ、私のスケジュールを押さえる前に失敗してませんか？

　違う意味で驚かされましたよ。祐希ちゃんは本当に可愛かわいくていい子なんですけど、サプライズパーティーの幹事をやらせたらダメだなって思いました』

　ラジオを再生したらすぐ仕分け作業に戻る予定だったのだが、最推しの声で耳が幸せになり、思わず聴き入ってしまう。

　紙袋の選別をしている優ゆ衣い奈なも同じようで、完全に手が止まって、ラジオに集中している。

　結局、それからラジオが終わるまでの約30分間、俺たちの作業は完全に停止した。

『──ということで、この時間のお相手は、声優の神崎真桜でした。それでは、また来週お会いしましょう。バイバ～イ♪』

　お別れの挨拶までキッチリ聴いたところでラジオの再生を止め、優衣奈と顔を見合わせる。

「……推しのラジオは作業用ＢＧＭにはならないことがわかりましたね」

「作業時間が30分死んだな。尊い犠牲だった」

「真桜さんのラジオは何回聴いてもいいですよね。もう１回聴きますか？」

「作業が永遠に終わらないだろうが」

　一種の永久機関である。

「あと、もうすぐ親が帰ってくる時間なんだよ。だから今日はここまでだな」

　現在時刻は19時。外はもうすっかり暗くなっている。

「とりあえず、紙袋の選別だけ頼む。それが終わったら、駅まで送るから」

「せっかくなので、ご両親にご挨拶してもいいですか？」

「ダメに決まっているだろ」

　もちろん冗談だろうと思ったのだが、予想に反して優衣奈は真剣な表情だ。

「大丈夫です。さっきアルバムでご両親を拝見して、予行演習はバッチリですから」

「写真を見ただけで俺の両親を知った気分にならないでほしい」

「失礼しました。ではやはり、ご本人にお目にかかるしかないですね」

「よし、言い直そう。俺の両親を知ろうとしないでほしい」

「そう言われても、好奇心は止められませんよ」

「何が目的なんだよ。俺の親に会っても何のメリットもないだろ」

「わたし、東京で先輩のお姉ねえさんにご挨拶したじゃないですか？　この調子で先輩のご家族をコンプリートしようと思いまして」

「俺の家族をプレステのトロフィーみたいに扱わないでくれないかな」

「先輩って、ゲームのトロフィーはコンプリートしないと気が済まないタイプじゃないですか？」

「たしかにそうだが、そういう問題じゃない」

　後輩の女の子を親に紹介するというのは、気まずすぎる。優ゆ衣い奈なも俺の親も、どちらも余計なことを口走る危険があるし……。

　こうして俺は、優衣奈を強引に家から追い出すことになったのだった。
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　その日の夜。

　帰宅した両親に事情を話したところ、古いカメラや使っていない化粧品に加え、未使用の切手や、父親が学生時代に集めていたトレーディングカードなどの不要品をもらうことができた。

　それらすべてを自室の勉強机の上に集めた状態で、次に何をすればいいのか、優衣奈に教えを請うメッセージを送る。

　すると、すぐに優衣奈から電話がかかってきた。

『出品するのに使うので、不要品の写真を何枚かずつ撮って送ってください』

「どんな写真でもいいのか？」

『なるべくいろいろな角度から撮るようにしてください。あと、傷や汚れがある場合は、そこをアップにした写真もお願いします』

「落札した人とトラブルにならないようにするためか？」

『そんな感じです。写真をチェックしたいので、一気に送るんじゃなく、何枚か撮るたびに送ってくださいね』

「了解」

　スピーカー通話にしたスマホのカメラを使って、家中からかき集めた不要品を次々写真に収めていく。

　撮った写真はすぐさま優ゆ衣い奈なのスマホに送り、『背景は白一色がいいですね』とか、『不要品に光が当たる方向を逆にしてみてください』などと、丁寧に指導してもらった。

『ふふっ。まさかわたしが先輩にものを教える日が来るとは思いませんでした。なんだか楽しいですね』

　写真撮影を続けている最中、優衣奈は電話の向こうで楽しそうに笑った。

『先輩を遠隔操作している気分になって、不思議な感覚です』

「遠隔操作って表現するのは大げさだと思うが」

『先輩、今から語尾に「ワン」をつけて話してください』

「本当に遠隔操作しようとするんじゃない」

『わたしが３つ数えたら、先輩は犬になりますよ～♪』

「もしや催眠術をかけようとしている……？」

『ワン、ツー、スリー！』

「…………」

『…………』

　俺たちの間に、しばらく沈黙が流れた。

　さて、どう反応しようか。

　普段の俺だったら、「そんな適当な催眠術にかかるわけないだろ」と一笑に付すところだ。

　しかし今はフリマアプリの指導を受けているわけだし、ちょっとくらい乗っておくべきかな……。

「……ワンワン」

『ちょっ!?　大丈夫ですか先輩!?　今すぐ人間に戻ってください!!』

「なんで催眠術をかけた側がそんなに取り乱しているんだよ」

『あっ、先輩、よかったー。先輩が異常に催眠術にかかりやすい人で、本当に犬になったのかと思って驚きましたよー』

「そんなこと、あるわけないだろ」

『でも先輩って普段、こういう遊びに乗ってくれないじゃないですか？』

「たしかにそうだが、今はフリマアプリのことで世話になっているからな」

『だとしても、これまでの先輩だったら、犬の鳴き真ま似ねなんて死んでもやらないでしょう？』

「……言われてみれば、たしかにそうだな」

　少なくとも、催眠術をかけてきたのが優衣奈でなければ、どんなに大恩人だったとしても無視しただろう。

　……あれっ？

　なんで俺、優ゆ衣い奈なが相手だったら別にいいかって思っているんだ……？

「それはたぶんアレだ、いったん拒否してもどうせ猫の動画をネタに脅されてやることになるから、最初から素直に言うことを聞いた方が時間の短縮になると考えたんだ」

　……たぶん。

『なるほど、納得しました。でも、ちょっとだけ残念です。もしわたしが電話越しでも催眠術をかけられる天才だったら、この特技を使って有名人になれたのに』

「本当に優衣奈がそんな能力を持っていたら、世界征服ができるな」

　そんな結論に達したところで、すべての不要品の写真撮影が終わった。

　すぐに画像データを優衣奈に送る。

「今ので不要品は全部だ。次は、今までに撮った写真を使って出品するんだよな？」

『そうですね。これからわたしが、いい感じの商品タイトルと詳しい説明を作成しますので、少々お待ちください』

「世話になって悪いな。優衣奈が文章を作ってくれている間に、俺はフリマアプリのアカウントを作っておこうかな。親に許可をもらえば、高校生でもアカウントを作れるんだよな？」

『そうですけど、今回はわたしが代理で出品しますよ』

「えっ？　いいのか？」

『規約上は問題ありませんし、わたしが出品した方が手っ取り早いと思うので』

「何から何までやってくれて、本当にありがとう……」

　こうして俺の家にある不要品は、すべて優衣奈に代理出品してもらったのだった。





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　４日後、12月17日の金曜日の放課後。

　いつものように空き教室で会った優衣奈に、出品した物の売れ行きを聞いた。

「現時点で半分くらいが売れていますね」

　優衣奈はそう言いながらスマホを操作し、合計金額を見せてくれた。

「おお、けっこうな金額になっているな」

「でしょう？　手数料としてアプリの運営会社に売れた代金の10パーセントを支払う必要がありますし、梱こん包ぽうや発送する手間もかかりますが、楽しいですよね」

「そうだな。ほとんどが捨てる予定だった不要品だから、必要だと思う人に使ってもらえればエコだし」

「ちなみに、土日になれば残りのものも売れる可能性がありますよ」

「夢が広がるな」

　そんなやり取りをしている最中に、俺のスマホが鳴った。

　見てみると、姉からメッセージが届いていた。

『食事会の日程だけど、12月27日（月曜日）に決まったから、よろしく。場所は真ま桜おが宿泊する旅館のレストランでいいかな？　ここを予定しているんだけど──』

　メッセージに載っているリンクをクリックすると、松まつ島しまの海岸近くにある高級旅館のホームページが表示された。

　ホームページを読み進めていくと、宿泊料金は一番安い部屋でも１泊３万円以上で、レストランの予算は１人１万円だった。

　あまりの金額に戦慄していると、姉からもう１通、メッセージが届いた。

『食事代は真桜が出すらしいから、気軽に手ぶらで来ていいわよ』

「──ええっ!?」

「先輩、どうかしたんですか？」

「優ゆ衣い奈な、これを見てくれ……」

　姉から来たメッセージを見せると、優衣奈は目を丸くした。

「真桜さんとお食事ができる上に食事代を出していただける……!?　どういうことですか……!?」

「俺にも意味がわからない。最推しと食事ができるという、本来なら俺たちが１億円くらい払うべき状況なのに、むしろ食事代を出してもらえるって、時空にゆがみが発生しているとしか考えられない状況だ……!!」

「あまりに恐れ多いです。丁重にお断りしましょう」

「そうだな」

　俺はすぐさま『朝あさ日ひさんとも話し合ったんだけど、食事代は各自負担でいいよ』というメッセージを送った。

　すると、すぐに返信が来た。

『高校生にこんな高い食事代を出させられるわけないでしょ。真桜はあんたが考えている数倍は稼いでいるから、安心して奢おごられなさい。言っておくけど拒否権はないから』

「拒否権はないらしい……」

　俺はそう言いながら、スマホの画面を優衣奈に見せた。

「本当にいいんですかね……？　真桜さんがわざわざ宮みや城ぎに来てくださる上に、わたしたちの食事代を出してくださるなんて……」

「向こうがいいって言っているんだから、素直に受け入れるしかないんじゃないかな……。おそらく神かん崎ざき真桜さんは、それだけの時間とお金をかけてでも、優衣奈に会う価値があると思っているんだよ」

「そんな期待をされても困ります!!　わたし、ごく普通の女子高生ですよ!?」

「俺に言われても困る」

「どうしましょう……こんな大変なことになるなんて……。真ま桜おさんに予算１万円のお食事をご馳ち走そうしていただくということは、最低でも１万円分は真桜さんを楽しませなければならないわけですよね……」

「そう考えると、ものすごく荷が重いな。少なくとも俺の手には負えない」

「こうなったら、世界的なマジシャンをレストランに呼んで、代わりに真桜さんを楽しませてもらいますか!?」

「そうしたいのは山々だが、俺たちには世界的なマジシャンを雇う金がない……」

「たしかにそうですね……」

「神かん崎ざき真桜さんの御ご恩おんにどうやって報いるかは、これから熟考するとしよう」

「いい案が思いつけばいいのですが……。

　そういえば、真桜さんとのお食事会に着ていく服を買いに行くのって、どうしますか？　高級旅館のレストランって、ドレスコードがあったりするんですかね？」

「レストランのホームページを読むかぎり、そういうのはなさそうだな。旅館の宿泊客は浴衣ゆかた姿で利用したりするみたいだし」

「なるほど……。とはいえ、みっともない格かつ好こうで真桜さんと接するわけにはいきませんよね」

「そうだな。とりあえず明日、一緒に服を買いに行くか？」

「お願いします。わたし、今日帰ったら『真桜ラジ』の過去の放送回を倍速で聴き直して、真桜さんが好きな服装について語っていないか、調べてみます。たしか数年前に、そんな話をしていた記憶があるんですよね……」

「そういえば、洋服に関する話題が出たことがあった気がするな。よし、手分けして該当する回を探そう。優ゆ衣い奈なは去年の12月までの分を遡って聴いてくれ。俺はそれ以前の回を聴き直してみる」

「了解しました！　他にも真桜さんをおもてなしするヒントがあったら、メモしておきます！」

　こうして俺たちは、神崎真桜さんを全力で歓迎するという目標のために、動き出したのだった。
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　翌日、12月18日の土曜日。

　朝10時に仙せん台だい駅で合流した俺たちは、『真ま桜おラジ』の過去の放送回を聴き直して得た情報を交換する。

「まず俺から話そう。約１年半前にリスナーさんからのメールに返答する形で、『好きな服装』について話していた。先に『好きな女性の服装』について語っていたんだが、要約すると『可愛かわいい系もキレイ系も全部好き』だそうだ」

「情報ありがとうございます。とはいえ、わたしが目指すべき方向はわからないままですね……」

「優ゆ衣い奈なは普段通りでいいんじゃないか？」

「それはわたしが可愛い系あるいはキレイ系に該当するという意味ですか？」

　目を輝かせた優衣奈が質問してきた。

「ああ、そうだよ」

「先輩的には、わたしって可愛い系とキレイ系、どっちだと思いますか？」

「どっちかだとは思うが、どっちなのかは考えたことがなかった」

「今すぐ考えてください」

「神かん崎ざき真桜さんは『可愛い系もキレイ系も全部好き』なんだから、どっちでもいいんじゃないか？」

「ぜんぜん良くないです。もっとわたしに興味を持ってください」

「可愛い系とキレイ系のどっちか判断できることと、興味を持っているかどうかは別問題だと思うが……」

　俺はつぶやきながら、私服姿の優衣奈をまじまじ見る。

　基本的に、優衣奈は可愛い系だと思う。

　しかし、女性特有のふくらみの発育が良すぎて、『可愛い』と表現することを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　顔や言動は子どもっぽいのだが、スタイルが良すぎるせいで、全体を見た時に大人おとなっぽく感じるのである。

　となると、『服装』という観点においては、優衣奈はキレイ系なのだろうか……？

「……先輩。まじまじ見すぎです」

　いつの間にか照れ顔になっていた優衣奈が、自分の胸を両手で覆い隠しながら抗議してきた。

「わ、悪い。考えることに集中しすぎてしまった」

「もう……。それで、結論は出たんですか？」

「いや、まだだ」

「わたし、見られ損じゃないですか」

「そこまでの損害を与えたとは思えないのだが……」

「ちなみに、先輩の好みとしては、可愛かわいい系とキレイ系、どっちの方がいいと思いますか？」

「なんで俺？」

「参考までに聞いてみようと思っただけです」

「なるほど。……そうだなぁ。どちらかといえばキレイ系かな」

「じゃあわたしのことは今日からキレイ系として認識してください」

「この２択って自分で指定できるものなの？」

「先輩が悩んでいるようなので、わたしが決めてあげたんです。感謝してください」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、いたずらっ子のように笑った。

「わかったよ。優衣奈のことは今日からキレイ系に分類する」

「よろしくお願いします」

「それじゃあ、ラジオの内容に話を戻すぞ。神かん崎ざき真ま桜おさんは『好きな男性の服装』についても話していたんだが、それによると『天才っぽいというか、カリスマ感が出ている服を着ている人が好き』だそうだ。ただ、具体的にどんな服を着ればいいのかは話していなかった」

「つまり先輩は、カリスマ感が出ている服を探せばいいわけですね」

「そうだな。天才が発するオーラを感じていただけるように、全力でカリスマ感を演出していきたい」

「カリスマ感……これまでの人生で一度も考えたことがない概念ですね……」

「いざカリスマっぽい服を探すとなると、困るよな」

「そもそも、カリスマって誰なんですかね？」

「俺がパッと思いついたのはスティーブ・ジョブズだけど、あの人の服装を真ま似ねても俺にカリスマ感が出るとは思えないんだよな……」

「それじゃあ、まずはいろいろな洋服屋さんを巡って、カリスマ感が出ている店員さんを探してみませんか？」

「なるほど。いい感じの店員さんを見つけたらそのお店に入って、コーディネートを全部パクればいいわけだな」

「そういうことです」

　こうして最初の目標が決まったので、俺たちは駅前にある商業ビルを目指して歩きはじめた。

「ちなみに、優ゆ衣い奈なは過去の放送回を聴き直して、おもてなしに関するヒントを見つけられたか？」

　横を歩く優衣奈に質問すると、なぜか照れたように顔を背けられた。

「……ヒントと言っていいのかはわからないのですが、真ま桜おさんって、学生の恋愛トークを聴くのが好きみたいなんです」

「そういえば、十代のリスナーから恋の悩みに関するメールが届くと、わかりやすくテンションが上がっているな」

「そうなんです。特に片思い中の悩みや、付き合いはじめて間もないカップルの話が大好物のようで」

「なるほどなー。……でも、それが神かん崎ざき真桜さんをおもてなしすることと、どう関係してくるんだ？」

　そう問いかけると、優衣奈はその場に立ち止まった。

　俺も歩みを止め、優衣奈の方を振り返る。

　すると優衣奈は、目を泳がせながら口を開いた。

「そこで考えたんです。わたしと先輩で、真桜さんに恋愛トークをお聞かせするというのはどうでしょうか？」

「真桜さんに恋愛トークを……？」

「ほ、ほら、わたしが真桜さんにこの指輪をもらった時に、先輩との恋の成就を願われたじゃないですか？」

　そう言いながら優衣奈は、左手の小指にはめた指輪をさすった。

「ああ。指輪ほしさに、優衣奈が俺に恋をしているって嘘うそをついたんだよな」

「そう、それです。でも、真桜さんはわたしの恋心を本物だと思っているじゃないですか？　それで思いついたんです。この指輪のおかげで、わたしと先輩の恋が進展したという設定にすれば、真桜さんに喜んでいただけるのではないかと」

「つまり、神崎真桜さんを喜ばせるために、嘘を重ねるわけか……」

「ダメ……ですかね……？」

　自信なさそうに質問されたので、俺は笑顔で返答する。

「いや、素晴らしいアイディアだと思うぞ。自分が渡した指輪がキッカケでカップルが誕生しそうになっているのは素直に嬉うれしいだろうし、もしかしたらラジオとかで話してもらえるかもしれない」

　ラジオで話すネタを提供できれば、ご馳ち走そうしていただく１万円の恩を、少しは返せるだろう。

「そうと決まれば、当日までに嘘うその設定を固めておかないといけないよな。まず、俺たちの関係はどの程度まで進んでいる設定にするんだ？」

「そうですね……。もうすぐカップルになりそうな男女がやることと言えば、放課後に２人きりで遊ぶとか、休日に一緒に服を買いに行くとかですかね……？」

「それ、嘘をつくまでもなく、現在進行形で俺たちがやっていることじゃないか……？」

「たしかに……。クラスの女の子の話を聞くかぎり、普通こういうことって、恋人になる一歩手前の男女がやるらしいんですが……」

「俺たちの場合、一緒に推し活をすることによって、行動だけはもうすぐカップルになりそうな男女になっているわけか……」

　これは盲点だった。

「でも、おかげで演技がしやすいわけだよな。一緒に行動したエピソードには事欠かないから、あんまり嘘をつかなくて済むわけだし」

「ですが先輩、これまでのわたしたちの行動を話すことによって、真ま桜おさんをキュンキュンさせられるでしょうか？」

「そう言われると……どうなんだろうな……」

　一緒にリアル攻略ゲームをやったり、コラボカフェに行ったり、アニメを布教されたり、ＶＲで遊んだり、イベントのために東京遠征したり……。

「ダメだな。やっていることを見るとただのオタク仲間であって、客観的に見た時に、男女の仲が進展している感が一切ない」

「同感です」

「やはり普段の俺たちの行動をそのまま流用するというのは無理があったか……」

「一応わたしたちも、高校生の男女のはずなんですけどね……」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、不満げに唇をとがらせた。

　かと思うと、恥ずかしそうにこんな提案をしてくる。

「いっそ、わたしたちが正式なカップルになったという設定にしちゃいますか？　そうすれば真桜さん、すごく喜んでくれると思うんです」

「うーん……。いいアイディアだとは思うんだが、食事会には姉も参加するからなぁ……。姉にまで嘘をついてしまうと、その後も偽り続ける必要があるだろう？　神かん崎ざき真桜さんが後日、俺と優衣奈の交際状況を姉に質問するかもしれないし」

「たしかにそうなんですが、その理屈でいくと、わたしたちがいい感じっていう設定にした時点で、お姉ねえさんには嘘をつくことになるのではないですか？」

「いい感じにはなったけど、結局カップルにならずに終わった……って設定にすればいいんじゃないかと思っていたんだが、もし神崎真桜さんに俺たちの進展状況を聞かれた場合、上う手まくいかなかったことにガッカリされてしまうな」

「つまり、わたしたちの仲がいい感じだと嘘うそをつく場合、いずれはカップルになったという設定にしないといけないわけですね」

「かといって、俺たちが恋人同士になったと嘘をつく場合も、どこかのタイミングで別れたという情報を入れないといけないよな？」

「もはやこれ、真ま桜おさんを悲しませないためには、わたしたちが結婚するしかないんじゃないですか？」

「推しを喜ばせるために婚約するわけか……。わざわざ宮みや城ぎにまで来てくださるわけだから、俺たちもそれくらいのことをするべきなのかな」

「真桜さんが渡した指輪がキッカケで高校生カップルが誕生して結婚したとなれば、『真桜ラジ』でネタにしてもらえそうですよね」

「勝算はありそうだな。いつも聴いているラジオで自分の話をしてもらうのって、どんな気分なんだろう？」

「天にも昇る心地ここちだと思いますよ。その放送を死ぬまでに１兆回はリピートするでしょうね」

「最高だな。推しのラジオで話題にしてもらえるなら、戸籍を生いけ贄にえに捧ささげるくらい安いものだ」

「同感です。先輩と結婚する心の準備ができました」

「でもさ、冷静に考えてみると、結婚だけじゃインパクトが弱い気がしてきた。ラジオで確実に話してもらえるように、もっと工夫を凝らした方がいいんじゃないかな？　たとえば、食事会の席でプロポーズして、目の前で婚姻届を書くとか」

「たしかに、そっちの方がラジオで話していただける可能性が高そうですね。それに、もしかしたら勢いで、真桜さんに証人の欄にサインしていただけるかもしれませんし」

「えっ？　証人って家族じゃなくてもいいのか？」

「はい。極端な話、その辺を歩いている見知らぬ人でもいいらしいです」

「マジかよ。神かん崎ざき真桜さんに証人になってもらえたら最高じゃないか」

「なんかこれ、結婚しない理由が見つからないですね」

「ヤバいな。まさかこの数分で俺たちの未来が決まることになるとは」

「結婚って一生の問題なわけですが、こんな簡単に決めちゃっていいんですかね？」

　優ゆ衣い奈なは急に冷静になった後、自信なさげに質問してくる。




「先輩は、結婚相手がわたしでもいいですか……？」




「……一応確認しておきたいんだが、神崎真桜さんに話題を提供するために婚姻届を提出した場合、俺たちは本当に結婚するのか？」

「？　婚姻届を提出したら、自動的に結婚したことになるんじゃないですか？」

「あー、いや、そういう意味じゃなくて……。戸籍上だけの関係で終わらせるのではなく、同居して生計を共にするのかという意味だ」

「当たり前じゃないですか。婚姻届を提出するからには、先輩のご両親にきちんとご挨拶して、同居させていただく所存です」

「マジかよ」

「でも大学生になったら、バイトしてお金を貯ためて、２人暮らしを始めたいですね。イベントにたくさん行けるよう、東京近辺に住みたいです♪」

「人生設計がリアル……」

「あっ、でも、きっと先輩は偏差値が高い大学に入りますよね？　わたしの学力だと、同じ大学に通うのは難しいかもしれません……」

「……別に結婚したからといって、同じ大学に通う必要はないんじゃないか？　どの学部に入るかでその後の進路が変わってくるわけだし」

「でも、近くでちゃんと目を光らせていないと、テニスサークルに入った先輩が不倫するかもしれないじゃないですか」

「なんで俺がテニスサークルに入ることを確信しているんだよ」

「だって大たい抵ていの男性って、サークルの女の子と頻繁に飲み会をするために大学に入るんですよね？」

「すごい偏見だな。そんな話、誰から聞いたんだよ」

「お父とうさんが言っていました。大学生は危険な生き物だから、目が合ったらすぐに逃げなさいと教えられています」

「娘を守るためにそんな嘘うそを……」

　男子大学生を猛獣に仕立て上げてまで守ろうとした大事な娘が、最推しを喜ばせるために結婚を考えていると知ったら、お父さんはどう思うんだろうな……。

　そんなことを考えながら、優ゆ衣い奈なとの新婚生活を少しだけ想像してみる。

　もしも高校生のうちに優衣奈と結婚したら、毎日一緒にご飯を食べて、一緒に登下校するわけだよな……。

　さらに、夫婦になるということは、同じ部屋で寝たりもするわけで……。

　──いや、それはさすがに考えすぎだろう。優衣奈のことだから、俺とルームシェアをすれば推し活が捗はかどる、くらいにしか考えていないはずだ。

「……やっぱり、話題提供のために結婚するのは良くないと思う」

「で、ですよね……」

「…………」

「…………」

　俺たちはそのまま、しばらく無言で見つめ合った。

　もう少しで夫婦になっていたのだと考えると、死ぬほど気まずい。

「……とりあえず、食事会に着ていく服を探そうか」

「そ、そうですね」





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　冷静さを取り戻した俺たちは、仙せん台だい駅前にある商業ビルに入り、カリスマっぽい服装をした店員さんを探して、メンズを扱っているアパレルショップを巡った。

　その結果、いくつかの事実が判明した。

「俺がカリスマっぽいと思った店員さんは全員、全身黒だったな」

「最後に見た黒いロングカーディガンを着ている店員さん、ものすごくカリスマっぽかったですよね。カリスマ感がありすぎて、話しかけづらかったですけど」

「話しかけるなオーラを出しているのは店員さんとしてどうかと思うが、丈が膝くらいまであるロングカーディガンは参考にさせてもらおう」

「あと、カリスマ感を出している店員さんって、大体いい感じの寝癖があって、不快感を与えない程度にヒゲが生えていましたね」

「カリスマ感を出すには、服以外の演出も必要ってことか。でも俺、寝癖ってあんまり付かないんだよな。いつも起きてそのまま学校に行っているし」

「それじゃあ、ワックスを使って寝癖を作りましょう」

「寝癖って作るものだっけ？」

「普通の人はワックスを使って寝癖を直すわけですが、カリスマ感を出すには、普通から遠ざからないといけないわけです」

「なるほど……」

「というわけで、まずは先輩を全身黒でコーディネートしてみましょうか」

「うーん……。実物を見て思ったんだけど、上から下まで全部黒っていうのは、さすがにちょっとやり過ぎのような気がするんだよな」

「ファッションはやり過ぎなくらいがちょうどいいんですよ」

「本当に……？」

「わたしに任せてください！」

　自信満々に胸を張られたので、俺は半信半疑ながらも、優ゆ衣い奈なが考える『カリスマ感を出すコーディネート』を見てみることにした。

　メンズコーナーに足を踏み入れた優衣奈は、迷うことなく洋服を選んでいく。

　ロングカーディガンからロングパンツまで、見事に黒ばっかりだ。

「──こんな感じでどうでしょうか？」

　優ゆ衣い奈なはカリスマっぽくなれる洋服一式を差し出しながら、試着室を指差した。

「どんな感じになるか一度チェックしたいので、試着してきてください」

「…………」

「あれっ？　先輩、どうしたんですか？」

「いや、その……。……試着しないとダメか？」

「当たり前じゃないですか。この服を着て食事会に行くんですよね？」

「それはそうなんだけど……」

「わたしの選んだ服に不満があるということですか？」

「いや、そうじゃない。優衣奈が選んでくれた組み合わせは、すごくいいと思っているんだ」

「じゃあ何を躊ちゆう躇ちよしているんですか？」

　優衣奈が不審そうに質問を重ねてきたので、俺は正直に白状する。

「……実は俺、試着って苦手なんだよ。特にボトムスは」

　その瞬間、優衣奈は信じられないものを見るような目を向けてきた。

「わたしがこれまで出会ったことがないタイプの人類ですね……。とりあえず、試着が苦手な理由を教えてください」

「シンプルに、家の外で下着姿になることに抵抗がある」

「試着室はカーテンを閉じれば個室になるじゃないですか」

「あんな薄っぺらなものは信用できない。それに、別のお客さんに間違って開けられるかもしれないし」

「わたしが試着室の前で見張っているから大丈夫ですよ」

「カーテンの向こうに知り合いがいる状態で服を脱げと？」

「なんで女の子みたいなメンタルなんですか」

「覗のぞかない？」

「覗くわけないじゃないですか！　先輩の下着姿なんか、見たくないですよ！」

「そこまで言われると、ちょっとヘコむな」

「どうしろって言うんですか……。ていうか先輩、前に一緒に服を買いに行った時、わたしがロングパンツを抵抗なく試着するのを見て、どう思っていたんですか？」

「優衣奈は破は廉れん恥ちだと思っていた」

「バカなんですか？」

「だって、もし服を脱いでいる最中に、強風が吹いてカーテンがめくれたらどうするんだよ」

「店内で強風が吹くわけないじゃないですか」

「急にエアコンが強まるかもしれないだろ」

「そんなにエアコンの風が強かったら、陳列されている商品が飛んでいって大変じゃないですか」

「言われてみれば……」

「先輩ってアホなんですか？」

「あらゆる可能性を排除せずに警戒しているだけだ」

「警戒しすぎですよ。試着室のカーテンがめくれるなんて、普通はありませんって」

「それはわかっているんだが、やっぱり家の外で服を脱ぐのはちょっと……」

「みんながやっていることなんですから、できるようになってくださいよ」

「『○○くんもやっているんだから』っていう考え方は生物の多様性を否定することに繋つながると思う」

「今そんな壮大な話はしていません。そもそも、試着しなかったらサイズ感がわからないですよね？」

「だから俺の服、サイズが合わないものも結構あるんだ」

「ダメじゃないですか」

「でも最近、売り場で手に取っただけで、自分にピッタリ合うサイズを見分けられるようになったんだよ」

「逆境を乗り越える特殊能力を獲得しないでください」

「というわけで、試着は不要だ」

「ダメです。仮にサイズがピッタリだったとしても、実際に着てみた時の雰囲気がわからないじゃないですか」

「そうなんだよな……。マネキンを見た時はいいと思ったのに、自分が着てみるとイマイチなことがけっこう多くて……」

「わたし、こんなに洋服を買うのが下へ手たな人を初めて見ました」

「正直、生きづらさを感じてはいる」

「だったら今日で試着を克服しましょう！　わたしも手伝いますから！」

「試着って克服するものなのか？」

「それはこっちのセリフですよ！」

　優ゆ衣い奈なはツッコミを入れながら俺の腕を掴つかみ、試着室に向かって歩き出した。

「先輩、習うより慣れろです。何度も試着していたら気にならなくなりますよ」

「ちょっと待ってくれ。試着が苦手な理由は他にもあるんだ」

「あんまり聞きたくないですけど、説明したいならどうぞ」

「試着室を使っていると、店員さんに『あいつ、洋服を吟味してるな』って思われるだろう？」

「自意識過剰すぎます。店員さんはそんなことを考えませんし、そもそも洋服を買うんですから、吟味するのは当然じゃないですか」

「いや、でも──」

「いいから、口を閉じて試着してきてください。まだ文句を言うなら、ここで無理やり服を脱がせますよ？」

　目が据わっている優ゆ衣い奈なに最後通告をされた。

　どうやら本気っぽいので、観念するしかなさそうだ。

　試着室に入った俺は、１分ほど精神統一をし、覚悟を決めた。

　深呼吸した後、羞恥心と戦いながら服を脱ぎ、優衣奈が選んでくれた服にすばやく着替える。

　そして、カーテンを開けた。

「あっ！　いい感じじゃないですか！」

　試着室の横で待機していた優衣奈が歓声を上げた。

「どうです？　カリスマ感が出ていると思いませんか？」

「どうだろうな……」

　試着室前に姿見があるので、自分の全身を確認してみる。

「…………ダメだ。また試着室に入って元の服に着替えなきゃいけないという事実が憂鬱すぎて、なにも考えられない」

「なんでそんなに試着を嫌うんですか。試着に村を焼かれたんですか？」

「そうなのかもしれない」

「先輩の思考が停止しているようなので、わたしが代わりに決めます。その服装で食事会に行きましょう」

「わ、わかった」

「あと、その服装に合う髪型を探りたいので、そのまま会計をしてきてください」

「──えっ!?　もう試着室を使わなくていいのか!?」

「そうですけど……そんなに嬉うれしいんですか？」

「ああ！　もうこの店で服を脱がなくていいとわかって、喜びが止まらないよ！」

「本当に嬉しいんですね……。ていうか今の先輩、わたしがこれまで見た中で一番の笑顔なんですが……」

　優衣奈はそう言って、不満そうに頬ほおを膨らませたのだった。





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　その後、洋服の会計を済ませた俺は、優衣奈に先導されてドラッグストアに向かった。

　洋服の次は、髪型である。

　美容コーナーにあるワックスのテスターを使って、優ゆ衣い奈なが俺の髪をいじっていく。

　髪を調整してもらっている間、至近距離に優衣奈の美しい顔があって、照れる。

「ちょっと先輩、顔を動かさないでください」

　思わず顔を逸そらしたのだが、怒られてしまった。

　仕方がないので、髪をセッティングしてもらっている間、ニヤニヤしないよう必死に耐える。

「……ヤバいです。先輩の毛先を遊ばせるの、楽しすぎます」

「あんまりやり過ぎるなよ」

「やり過ぎないとカリスマになりませんよ」

「それはそうかもしれないけど……」

「決めました。先輩の髪型を変えるのが楽しすぎるので、次はウィッグを見に行きます」

「マジかよ……」

　その後、俺は別の店に移動し、優衣奈に薦められて長髪のウィッグを装着した。

　こうして俺は、優衣奈に着せ替え人形にされたわけだが……。

「先輩、どうですか？」

「──うん。驚くほどカリスマ感が出せたと思う」

　鏡の中の自分は、ものすごく陽キャラっぽい。

　中身は何も変わっていないから、不思議な感覚である。

「俺１人では絶対に選ばないような服を着て、ウィッグまで着けたことで、新しい自分を発見できた気がするよ。優衣奈のおかげだ。ありがとう」

「えへへ。自分でも最高の仕上がりになったと思うので、もっと褒ほめてください」

　優衣奈はニヤニヤ笑いを浮かべながら、あらためて俺の姿を眺めた。

　だが次の瞬間、満足げだった優衣奈の表情が急に曇った。

「わたしは今日、先輩のことを格かつ好こ良くしすぎてしまったかもしれません。真ま桜おさんが惚ほれてしまったらどうしましょう……」

「そんなことは天地がひっくり返っても起きないだろ」

「わからないですよ？　盗撮先輩みたいに、先輩のことを密ひそかに想おもっている人はいるわけですし」

　盗撮先輩とは、優衣奈が所属している文芸部にいる、俺のことを盗撮した女子のあだ名である。

「盗撮先輩は部室でしょっちゅう先輩の噂うわさ話ばなしをしているんですよ。先輩と知り合うずっと前からノロケ話を聞いていたせいで、こっちまで……」

「──ん？　こっちまで何だ？」

「い、いえ、なんでもないです」

　優ゆ衣い奈なは何かをごまかすように頭を横に振った。

「とにかく、真ま桜おさんが先輩に惚ほれる可能性は十分にあると思います」

「俺はそう思わないが、もし仮にそうだったとして、神かん崎ざき真桜さんに惚れられたら大成功じゃないか」

「そんなの困ります」

「なんでだよ。俺と神崎真桜さんが付き合うことになったら、優衣奈を交ぜて３人で遊べるんだぞ？」

「うっ……魅力的な提案ですね……」

「だろう？」

「でも、先輩と真桜さんの２人だけで遊ぶこともあるんですよね？」

「当然そうだろうな」

「５回に４回は呼んでくれますか？」

「なんでだよ。呼ぶとしても５回に１回くらいだろ」

「じゃあ嫌です。真桜さんとは付き合わないでください」

　優衣奈は不満そうに頬ほおをふくらませた。そんなに俺１人だけが神崎真桜さんに好かれるのが気に食わないのだろうか。

　それにしても、よくこんな実現する可能性が極めて低い妄想話をしただけで不機嫌になれるな……。

「ともあれ、今日はありがとう。これで自信を持って食事会に行けるよ」

「そう言っていただけて、わたしも嬉うれしいです」

「それじゃあ、今日の用事は済んだし、そろそろ家に帰るか。明日も一緒に松まつ島しまに行くわけだし」

「そうですね」

「ちなみに、優衣奈は食事会に着ていく服は決まっているのか？」

「いえ、まだです。本当はこれから先輩に一緒に選んでもらおうと思っていたんですが……」

　と、優衣奈はそこで言葉を句切った。

　なにやら言いづらそうにしている。

「ん？　どうかしたのか？」

「……先輩の価値観を聞いていたら、知人が近くにいる状態で試着するのが恥ずかしくなってきたので、１人でなんとかします」

「まさか俺の苦手意識が伝染するとは……。でも、気持ちをわかってもらえて嬉しいよ」

「わたしとしては、試着することに抵抗を覚えないまま生涯を終えたかったです」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、恨めしそうな視線を向けてくるのだった。





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　その日の夕方。

　帰宅すると、夕食の準備中だった母親が俺の姿を見て大笑した。

　母親いわく、まったく似合っていないらしい。センスがないな。

　しかし、自室に戻ったところでふと不安を覚えた。

　今のところ、この格かつ好こうに対する肯定派が２人いて、否定派が１人いるわけだ。

　神かん崎ざき真ま桜おさんに笑われるような事態は絶対に避けたいわけだが、本当に大丈夫だろうか……。

　サンプル数を増やすため、全身を写真に収めて姉に送り、『この格好で食事会に行こうと思うんだけど、どう思う？』とメッセージを送った。

　すると、すぐに返信が来た。




『絶対にやめて』




　メッセージを読んだ俺は冷静になり、あらためて姿見の前に立って、たしかにこれは違うなと気がついた。

　どうやら服を買う前にカリスマっぽい店員さんをたくさん見たせいで、感覚がマヒしていたようだ。
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　翌日。12月19日の日曜日。

　松まつ島しまにやってきた俺たちは、まずは駅から徒歩５分ほどのところにある、遊覧船の乗り場に向かうことになった。

　遊覧船に乗って、松島湾内を巡るのである。

　駅からしばらく歩くと、松島湾が見えてきた。

　久しぶりに見る海に、ちょっとテンションが上がる。

「先輩！　海ですよ！」

「見ればわかるよ」

「いいですよね、海。泳ぎたくなってきました」

「この時期の海に入ったら心臓マヒで死にそうだけどな」

「じゃあ夏になったら、また２人で来ましょうか」

　優ゆ衣い奈なは無邪気な笑みを浮かべ、まるで確定事項のように言った。

「でもわたし、スクール水着しか持っていないんですよ。海で泳ぐなら、年相応の水着を買わなきゃいけないですよね？」

　そう問われ、反射的にビキニ姿の優衣奈を想像してしまう。

　……正直、ものすごく見てみたい。

　けれど、他の男には見せたくない。

「新しい水着を買うなら、ウェットスーツがいいんじゃないか？　スキューバダイビングにも使えるだろうし」

「わたし、スキューバダイビングをする予定はないんですが」

「日焼けも防げるぞ」

「そうかもしれませんけど、ウェットスーツを着て泳いでいたら悪目立ちしませんか？」

「大丈夫だ、俺も一緒にウェットスーツになる」

「それは余計にダメじゃないですか……？」

　優衣奈が怪け訝げんそうな顔つきになった。

　かと思うと、不満そうにこんな質問をしてくる。

「ちなみになんですが、先輩はわたしの水着姿を見てみたいと思ったりはしないんですか……？」

「俺の希望以前に、露出度の高い格かつ好こうをして公衆の面前で肌を晒さらす行為はやめた方がいいと思う」

「先輩って水着を着ている人のことを、そんな風に認識しているんですか……」

「水着の布面積は下着レベルであることが珍しくないからな。特に男の場合、上半身を完全に露出することになるわけだが、正気の沙汰とは思えない。俺は水泳の授業が嫌で嫌で仕方ないんだ」

「マズいです先輩。このままこの会話を続けたら、試着室の時みたいに、わたしまで水着を着るのが恥ずかしくなる予感がします」

　優ゆ衣い奈なは両手で耳を塞ぎ、これ以上の議論を拒否した。

　仕方ない、夏になったらあらためて説得することにしよう。他の男に優衣奈の水着姿を見せないために……。

　そんな父親みたいなことを考えている間に、遊覧船の乗り場に到着した。

「そういえば先輩って、船が苦手なんですよね？　大丈夫なんですか？」

「酔い止めの薬を飲んできたから、たぶん大丈夫だよ。それで、どの船に乗るんだ？」

　乗り場にある料金表には複数のコースが載っており、25分のものもあれば、90分のものもある。

「まずは大勢で乗る大型船か、貸し切りの小型船のどちらかを選ぶって感じですよね」

「俺が前に乗ったのは大型船だったな。小型船だと貸し切りで料金が割高になるから、大型船でいいんじゃないか？」

「ダメですよ先輩、これは真ま桜おさんのための下見なんですから。真桜さんのような有名声優さんが大型船に乗ったらどうなると思いますか？」

「誰かに気づかれるかもしれないな」

「ファンが騒ぎ出して、船内がパニックになるかもしれません。その結果、船が沈没してしまう危険も……」

「さすがに沈没はしないと思うが、たしかに神かん崎ざき真桜さんが乗るのは小型船の方がいい気がするな」

　というわけで、小型船の料金表に目を移した。

　大型船に比べてかなり割高なので、話し合うまでもなく、一番安い25分コースを選択する。

　俺たちは乗船券販売所で３０００円ずつ払い、運転士と思おぼしきおじいちゃんに連れられて、船着き場に移動した。

　そこには何艘そうもの小型船が並んでいて、そのうちの１つにおじいちゃんが乗り込み、エンジンをかけた。すぐに出発するらしい。

　大型船は出港の時間が決まっていて、１時間に１回のチャンスを逃すと、しばらく待たなければならない。しかし小型船は、こちらの都合がいいタイミングで出港してもらえるようだ。

　神かん崎ざき真ま桜おさんのように時間に余裕がない人からすると、これも小型船を選ぶメリットかもしれない。

　俺と優ゆ衣い奈なは、船着き場から小型船に乗り移った。

　船は後ろ半分に屋根がなく、客用と思われるベンチはむき出しなので、もしバランスを崩したらそのまま海に落ちそうだ。

　俺たちが乗り込んですぐ、小型船が港を出発した。どうやら、救命胴衣の類いは身につけないようだ。

　身の危険を感じた俺は、ベンチの横から出ている謎のヒモを力強く握る。

　出港時には不安を感じていたわけだが、走り出した小型船は、とにかく臨場感と開放感がすごかった。

　目の前に広がる果てしない海面に太陽が反射して、キラキラと輝いている。

「ちょっと寒いですけど、海風を感じられて楽しいですね。わたしも前に大型船に乗ったことがあるんですけど、あっちだとこんなに海面に近づけないですよね」

　反対側のベンチに座る優衣奈が、両腕を大きく広げながら楽しそうに言った。

「そうだな、スリルがあって面白いと思う。時々海水が体にかかるのが難点だけど」

「それも小型船の醍だい醐ご味みなんじゃないですか？」

「あと、救命胴衣を身につけていないから、海に落ちたら終わりだな」

「もし落ちたらすぐ助けにいくので、頑張って浮いていてください」

　そんな会話をしつつ、優衣奈はスマホのカメラを使い、小型船から見える景色を撮影しはじめた。

　松まつ島しま湾には２６０ほどの小島があると言われている。やけに植物が生い茂っている島があったり、妙に細長い島があったりと、それぞれが独創的な形をしていて面白い。

「ところで先輩。この写真って参考資料として真桜さんにお送りするんですよね？」

「ああ、その予定だ」

「ふと思ったんですけど、これから行こうとしている観光スポットの写真がたくさん送られてくるのって、ネタバレを食らった気分になりませんかね？」

「問題ないんじゃないか？　美術の教科書でモナリザのネタバレを食らっているけど、みんな喜んでルーブル美術館に行くわけだし」

「たしかに！」

　優衣奈は安心したらしく、写真撮影を再開した。
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　25分間のクルージングを終えて陸地に戻ったところでお昼時になったので、次は駅周辺にある食事処のクオリティを調べることになった。

「仙せん台だい名物について調べてみたのですが、牛タン、牡か蠣き、笹ささかまぼこ、ずんだ餅といったところでしたね」

「神かん崎ざき真ま桜おさんには食事をご馳ち走そうになるわけだし、ずんだ餅と笹かまぼこを用意しておいて、当日お渡ししようか」

「そうですね。それから、真桜さんが過去にラジオで牡蠣が好きだとおっしゃっていたので、牡蠣料理のお店を調査しましょう」

「あー……。でも俺、牡蠣って苦手なんだよな……」

「先輩は野菜も海産物も全部苦手ですもんね。むしろどんなお店に入りたいですか？」

「牛タンなら食べられるぞ」

「なるほど。それじゃあわたしが牡蠣をチェックして、先輩が牛タンをチェックすることにしましょう」

「了解」

　話がまとまり、飲食店をはしごすることになったのだが、先に入った牛タン屋さんは最高だった。

　続いて入った牡蠣専門店も、優ゆ衣い奈ないわく完璧だったらしい。これなら胸を張ってオススメできるので、お店の写真を忘れずに撮っておいた。

　最後にお土産みやげ屋さんに入り、ずんだソフトクリームを買った。ずんだソフトクリームは基本的に、どのお店で食べても美お味いしい。

　その後はすぐ近くにある国宝の瑞ずい巌がん寺じを見学し、悠久の歴史を五感で感じた。

　これで予定していた観光スポットはすべて観みることができた。家に帰ったら感想をまとめて、姉経由で神崎真桜さんに伝えてもらおう。

「それじゃあ次は、真桜さんと会食を行う予定の旅館を下見に行きましょうか」

「そうだな。当日もし道に迷って遅刻したら、一生後悔するだろうし」

　こうして俺たちは、駅から徒歩10分ほどのところにある高級旅館に向かって歩きはじめた。

「ちょっと口コミを調べてみたんですけど、今から行く旅館、ネット上での評価がすごく高かったです。料理は美味しいし、スタッフの対応も一流だって書いてありました」

「値段が高いだけのことはあるんだな。レストランだけの利用とはいえ、ますます楽しみになってきた」

「あと、旅館は海沿いに建っているので、屋上にある露天風呂からは、入浴しながら松まつ島しま湾が一望できるらしいです」

「海を眺めながら風呂に入るって、人生の成功者って感じだよな。俺には一生体験できる気がしない」

「でもあの旅館、日帰り入浴ができるみたいですよ？　宿泊客じゃなくても露天風呂に入って、成功者の気分が味わえるみたいです」

「えっ？　そうなの？」

「はい。入浴料は意外とリーズナブルでした。せっかくですし、旅館に着いたら温泉に入りますか？」

　横を歩く優ゆ衣い奈なが、目を輝かせながら質問してきた。

「いや……俺は遠慮しておくよ」

「なんでですか？　天然温泉ですよ？」

「温泉って苦手なんだよ。見ず知らずの人の体に付着した雑菌が湯船に浮いているかもしれないと考えると……」

「嫌なことを言わないでください」

「出入り口にある足ふきマットとか、洗い場のバスチェアとかを、見ず知らずの全裸のオッサンと共有していると考えると……」

「先輩と知り合いになったことを、今ものすごく後悔しています。先輩と知り合わなければ、一生そんなことを考えなかったのに……」

　優衣奈は細い眉根を寄せながら、つぶやくように言った。

「試着室の二の舞になってしまいました……」

「いや、優衣奈は女湯だから大丈夫だろう。見ず知らずのオッサンの細菌に感染する危険があるのは、男だけだ」

「たしかに！　わたし今、女性に生まれて本当に良かったと思いました！」

「できることなら俺も女性に生まれたかったよ。……もっとも、もし俺が女性に生まれていたとしても、温泉が苦手なことに変わりはなかっただろうけどな」

「えっ？　なんでですか？」

「他人の体に付着した雑菌が気になるっていうのもあるが、他人に裸を見られることにも抵抗があるからな」

「でも、温泉内には男性しかいませんよね？」

「相手が同性だったとしても嫌なんだよ」

「なるほど……先輩って繊細なんですね……。子どもの頃からそうなんですか？」

「温泉を避けるようになったのは中学生くらいからかな。ちなみに、みんなで一緒に風呂に入るのが嫌すぎて、中学と高校、両方の修学旅行を欠席した」

「修学旅行を!?　そんなに嫌だったんですか!?」

「そこまでおかしな選択じゃないだろう。学習のために現地に足を運ぶくらいなら、書物を読んだ方が効率がいいわけだし」

「修学旅行を現地学習だと思っている人と初めて出会いました……。修学旅行って、もっと他にいろいろと学ぶことがあると思うんですが……」

「でも、中学の修学旅行に行った優ゆ衣い奈なより、行っていない俺の方が新幹線移動に詳しかっただろう？　修学旅行中の行動は他人任せになるから、大して身になっていないという証明だ」

「そう言われると反論できないですが、他人と一緒にお風呂に入れないのって、不便じゃないですか？」

「不便に決まっているだろ」

「だったら克服しましょうよ」

「無理だ。見知らぬオッサンと同じお湯に浸つかることを考えただけで吐き気がしてくる」

「そんなに嫌なんですか……」

「というわけで、旅館に着いたら俺はどこかで適当に時間を潰しているから、優衣奈１人で温泉に入ってこいよ」

「──えっ？　いいんですか？」

「ああ。どうせ一緒に行ったところで、男湯と女湯で分かれるわけだし」

「それもそうですね。それじゃあ、お言葉に甘えることにします」

　などというやり取りをしながら歩いていると、目的地である高級旅館が遠くの方に見えてきた。

　海沿いを歩くだけの単純なルートなので、特に道に迷うことはなかった。

「お風呂から上がったら連絡しますね。たぶん30分くらいで戻ってくると思います」

　旅館に着くなり優衣奈はそう言って、１人で受付へと向かっていった。

　残された俺は、ラウンジにある館内案内図を眺め、庭園を散歩することに決めた。見学するだけなら、特にお金はかからないようだ。

　旅館内にある庭園は、かなりの広さだった。海に面しており、眺めも最高である。

　ただし、ものすごく寒い。

　俺の他にはお客さんは誰もおらず、貸し切り状態の庭園を10分ほどかけてゆっくり１周し、ベンチに腰を下ろした。

　すごく雰囲気のいい旅館だ。もし将来俺が成功者になった暁には、ぜひ利用させてもらうとしよう。

　……さてと。

　もうヒマになってしまったのだが、優衣奈が入浴を終えるまで、どうやって時間を潰そうか。

　……今頃、裸になった優衣奈がお風呂に入っているんだよな……。

　なんの気なしに、最上階にある露天風呂の方に視線を向ける。

　ちょうどその時、露天風呂の縁ふちに上半身裸の人が現れた。入浴客だろうか。

　その人が裸なことはわかるが、距離がありすぎて男か女かすらわからない。

　双眼鏡があれば……いや、それではただの犯罪者になるな。

　そもそも、露天風呂から身を乗り出した時点で男性に決まっているだろう。

　そのまましばらくベンチに座っていると寒くなってきたので、俺は旅館内に戻ることにした。
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　別行動を始めてから30分後。お土産みやげ屋さんを覗のぞいたりして適当に時間を潰していると優ゆ衣い奈なから連絡が来て、ラウンジで合流した。

　風呂上がりの優衣奈は、なぜか恥ずかしそうにしている。

「……先輩。さっき、見えましたか……？」

「さっき？」

「露天風呂に入っている時に海を見ようと思って身を乗り出していたら、庭園のベンチに先輩が座っていることに気がついたんです……」

「──っ!?」

　俺がベンチに座っている時に、身を乗り出しただと……!?




　まさか、さっき庭園から見えた露天風呂の人影は、優衣奈だったってことか……!?




　そう言われてみれば、髪が長い女性だったような……？

　頼む、俺の記憶、蘇よみがえってくれ……!!

「い、いや、全然なにも見えなかったよ」

　あまりのことに動揺しながらも、優衣奈を安心させるために事実を伝える。

「人影を見た記憶はあるが、庭園と屋上では距離がありすぎて、男か女かすらわからなかったくらいだからな」

「本当ですか……？」

「本当だって。この旅館には50年の歴史があるらしいけど、庭園が今の構造になっているのは、これまで誰も苦情を言わなかったからだろう？　もしも何か問題が起きていたら、露天風呂か庭園のどっちかが改築されていると思うんだ」

「そ、そうですよね。わたしもベンチに座っているのが先輩だってわかったのは、服の色でですし……」

　頬ほおを赤らめた優衣奈は、心底安心した様子でつぶやいた。

　そんな優ゆ衣い奈なを見て、露天風呂の人影をあんまり凝視しなくて良かったという気持ちと、もったいないことをしたという後悔が入り混じり、複雑な心境になった。

「確認できて良かったです。もし見られていたら、恥ずかしすぎて死んでいるところでした」

「今後、露天風呂に入る時は死なないように気をつけるんだぞ」

「了解しました。……ところで先輩。わたし、お風呂に入りながら思いついたことがあるんですが」

「ん？　なんだ？」

「再来週の食事会の日、真ま桜おさんはそのままこの旅館に宿泊するんですよね？」

「みたいだな」

「ということは、真桜さんもあの露天風呂に入るんですよね？」

「そうだと思うけど」

　俺が同意すると、優衣奈は照れ笑いを浮かべた。




「もしその時にわたしも入れば、真桜さんのすべてを見ることができるんですよね」




「──っ!?　た、たしかに……!!」

「どうしましょう……!!　食事だけでなく入浴までご一緒できるなんて、恐れ多いです……!!」

「そう思うなら、一緒に入らなければいいのでは？」

「でも、せっかくの機会なんですよ!?」

「優衣奈は神かん崎ざき真桜さんの裸を見たいの？　見たくないの？」

「見たいか見たくないかで言えば、見たいです」

「正直だな」

　とはいえ、その気持ちはわからないでもない。

「というわけで、もし食後に真桜さんが温泉に入ることになった場合、わたしもご一緒させていただけないか聞いてみるつもりです」

「クソッ……!!　羨ましすぎる……!!」

「先に謝っておきます。このお願いが成功した場合、わたしだけが真桜さんの裸を拝ませていただきます。すみません」

「性別の壁だな……」

「そして入浴時、おそらく真桜さんも海を見るために身を乗り出すと思いますが、絶対に覗のぞこうとしないでください」

「わかっているよ」

「絶対ですよ？　望遠レンズ付きのカメラを準備したらダメですからね？」

「それは普通に犯罪だろ」

「ですが、真ま桜おさんの裸を拝む機会など、これを逃したら一生訪れないんですよ？」

「それはそうだな。そもそも、話す機会すら二度とないだろうから」

「であれば、たとえ少年院に入ってでも、裸を拝ませていただいた方がいいのではないですか？」

「なんで勧誘しようとしているんだよ」

　お願いだから、俺の心を乱さないでくれ。

「ちなみに先輩、旅館のレストランで出る食事の内容を確認しましたか？」

　自分の中の悪魔に負けそうになっている俺に向かって、優ゆ衣い奈なが唐突にそんな質問をしてきた。

「いや、平均予算しか見ていなかった」

「ホームページによると、このレストランで出てくるのは基本的にコース料理みたいですよ」

「えっ？　マジで？　好きなものを注文できないの？」

「単品でも注文できるみたいですが、普通はコース料理を注文するみたいです。コースの内容ですけど、ざっと見た感じ、お魚とお野菜がふんだんに使われていました」

「マジかよ……」

「目の前に海があるわけですから、海産物を使うのは自然ですよね」

「俺、ちゃんと食べられるかな……。神かん崎ざき真桜さんにご馳ち走そうしていただくのだから、たとえ彩りのパセリだろうと残すわけにはいかないが……」

「苦手なことが顔に出ないよう、頑張ってください」

　優衣奈はそう言いながら、レストランの入口に視線を送った。

「ちなみに、予行演習をするため、今日はここで食べていくという選択肢もありますよ？　どんな料理が出るかがわかれば、当日までにテーブルマナーを予習できますし」

「でも、コースって１人１万円だろう？」

「わたしは大丈夫です。真桜さんと食事する機会なんて、もう二度とないことなんですから」

「……それもそうだな。財布に大ダメージだが、本番当日に失敗しないよう、臓器を売ってでも金を作ろう」

「腎臓は２個あって１個余分ですしね」

　こうして俺たちは覚悟を決め、高級レストランへと足を踏み入れた。

　レストランは全面ガラス張りで、ものすごく見晴らしが良かった。

　磨き上げられたガラスの向こうから太陽の光が降り注ぐ中、美しい海を一望できる。

　給仕さんに先導されて４人がけのテーブル席に着席した俺たちは、清きよ水みずの舞台から飛び降りるつもりで、１万円のコースを注文した。

　値段が高いからか、レストランの利用客は高齢の人が多いようだ。少なくとも俺たちのような高校生は他にいない。

「……先輩。こういうレストランでは、どんな会話をすればいいんでしょうか？」

　優ゆ衣い奈なが緊張気味に質問してきた。高級レストランということで萎縮しているようだ。

「俺にもわからないよ。普通の内容でいいとは思うが、どうせなら偏差値が高そうな話をしたいよな」

「今後の世界情勢の見通しについてとかですか……？」

「そこまで無理しなくてもいいと思う」

　レストラン内の雰囲気に慣れずに２人揃そろってドギマギしていると、男性の給仕さんが前菜を運んできた。

「お待たせいたしました。牡か蠣きのエスカベッシュでございます」

　苦手な牡蠣が、聞いたことがない調理をされてやって来た。

　給仕さんが立ち去った後、優衣奈が茶ちや化かしてくる。

「さっそく先輩の苦手な牡蠣が現われましたね」

「エスカベッシュって何なんだ？」

「わたしも聞いたことがないので、調べてみます」

　優衣奈はスマホを取り出し、調理法を検索した。

「──なるほど。エスカベッシュというのは、マリネの一種みたいですね」

「マリネとは？」

「わかりやすく言うと、南蛮漬けのようなものですね。この牡蠣は油で揚げた後、酢に漬けたようです」

「南蛮漬けか……。俺、酢も苦手なんだよな……」

「救いようがないですね」

「とりあえず、試しに食べてみるか……」

　意を決して牡蠣を１つフォークで刺し、恐る恐る口に運んだ。

「……あー、やっぱりダメっぽい……」

「仕方ないですね。食事会の当日はわたしが牡蠣が大好きだという設定にして、先輩の分を代わりに食べることにしましょう」

「本当にすまない……」

「謝る必要はないですよ。わたしとしては、たくさん食べられて幸せなので」

　優衣奈は牡蠣を頬ほお張ばり、幸せそうな笑みを浮かべながら言った。

　次に運ばれてきたのは、生野菜サラダだった。

　俺の分の牡か蠣きを食べている優ゆ衣い奈なの横で、嫌々ながらもレタスを口に入れる。

「先輩、どうですか？」

「牡蠣に比べたら、ずいぶんマシだ」

「難儀ですね……」

　次に運ばれてきたのは、アワビのポワレだった。

　給仕さんの説明によると、ソテーしたアワビにアンチョビの白ワインソースがかかっており、その横にニンジンのムースを添えたらしい。

「なんでニンジンをムースにしてしまったんだ。ムースにするのは普通、イチゴみたいな甘いものだろ」

「いかにも高級レストランって感じで、楽しいじゃないですか。とりあえず、食べてみてくださいよ」

「う、うん……」

　まずアワビをナイフで切って口に運んだが、特に美お味いしいとは感じなかった。

　続いてニンジンのムースにチャレンジしたのだが、独特の臭みが口全体に広がり、もう無理だと思った。

「先輩の好き嫌いって本当にヤバいですね。アワビもニンジンのムースも、驚くほど美味しいのに……」

　優衣奈はアワビを頬ほお張ばりながら笑顔で言った。

「もし食べられないなら、わたしが代わりに食べますよ？」

「食べかけだけど、いいのか？」

「もちろんじゃないですか。アワビさんも、どうせなら美味しく感じる人に食べてもらいたいでしょうし」

「それじゃあ、よろしく頼む」

　アワビの皿を押しやると、優衣奈は嬉うれしそうにナイフとフォークを構えた。

　その後もマグロの香草焼き、車エビの天ぷら、フカヒレの茶ちや碗わん蒸むしなどの料理が次々に運ばれてきたのだが、一口だけ試食した後、すべて優衣奈に代わりに食べてもらった。

　優衣奈は俺の食べかけであることをまったく意に介さず、嬉しそうに高級料理を頬張っていく。

　そんな優衣奈の笑顔を見ていると、こっちまで幸せな気持ちになってくる。

「まったくもう。先輩の好き嫌いの多さには困ったものですね～♪」

　優衣奈はフカヒレの茶碗蒸しを味わいながら、楽しげに苦情を言ってきた。

「レストランの人にわたしが食いしん坊だと思われたら、どうするんですか♪」

「苦手なんだから仕方ないじゃないか。それに、料理は美味しいんだろう？」

「最高です。給仕さんの目は気になるものの、２人分を食べられて幸せすぎます♪」
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「そうか。俺は今、優ゆ衣い奈なに食べかけを押しつけてしまっている申し訳なさに押し潰されそうだよ」

「それに関しては一切気にしなくていいですけど、こんなに好き嫌いが多くて本番は大丈夫なんですか？」

「たぶん大丈夫だ。当日は推しが目の前にいることによって味がわからなくなる予定だから」

「たしかに。わたしも本番ではそれどころじゃなくなりそうなので、今のうちに料理を堪能しておきますね」

　などという会話をしていると、給仕さんがメインディッシュを運んできた。

「黒毛和牛サーロインステーキ、黒トリュフソースでございます」

　ようやく肉が出てきてくれた。

　黒トリュフソースというのは初めてだと思いながら、ステーキを切って口に運ぶ。

「──うわっ。これ、ものすごく美お味いしいな。これならいくらでも食べられそうだ」

「わたしは１品目からそう思っていましたよ。ようやく先輩と心が一つになれて嬉うれしいです。もし良かったら、わたしの分のステーキも食べますか？」

「えっ？　いいのか？」

「もちろんです。先輩の分を代わりに食べまくってしまったから、さすがにそろそろお返しをしないと申し訳ないと思っていたところだったので」

「それじゃあ遠慮なく……」

　優ゆ衣い奈なからお皿を受け取り、さっそくステーキをカットしていく。

　すると、ステーキに夢中になっている俺を見た優衣奈が、楽しげに笑った。

「先輩と食事をしていると、２人で来ているって感じがして面白いですね」

「２人で来ているって感じ？」

「わたし、誰かと食事をシェアすることってほとんどないんですよ。家族でレストランに行っても、各おの々おのが注文した料理だけを食べるって感じで」

「マナーとしてはそれが正しい気がするけどな」

「でも今日は好き嫌いが多い先輩に頼られまくって、新鮮で楽しかったです。食事というより、ゲームをしている感じというか」

「よくわからないが、楽しんでもらえたなら良かったよ」

「ただし、本番ではあんまり残さないようにしてくださいね。真ま桜おさんに食いしん坊だと思われたくないので」

　優衣奈はそう言って、笑顔で釘くぎを刺してきたのだった。
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　時は流れ、12月24日の金曜日。

　今日は終業式で、同時にクリスマスイブでもあるので、教室に入った瞬間、クラスメイト全員が浮かれているように見えた。

　とはいえ、この教室内で一番浮かれているのは間違いなく俺だ。何せ、３日後に神かん崎ざき真桜さんとの食事会を控えているのだからな。

　体育館に移動して終業式を済ませた後、教室に戻って担任教師から冬休みを過ごす上での諸注意を聞いていると、スマホに優衣奈からメッセージが届いた。

『今日ってお時間ありますか？　ちょっとご提案があるのですが』

　俺はすぐさま『大丈夫だよ。いつもの場所でいいか？』と返答し、放課後に空き教室で会うことになった。

　提案というのは、食事会に関することだろうか？

　11時ちょうどに帰りのホームルームが終わったので、優衣奈が待つ空き教室に小走りで向かった。

　教室のドアを開けると、教卓付近に優ゆ衣い奈なが立っていた。

　優衣奈はこちらに向き直り、なぜか緊張気味に質問してくる。

「あの……先輩……。今日はこの後、何か予定が入っていたりしますか……？」

「いや、特にないけど？」

「そ、そうですか……」

　優衣奈は安あん堵どしたような表情になった後、こう切り出してきた。

「その……もし良かったら、今から２人でどこかに遊びに行きませんか……？」

　そう問われた瞬間、思考が停止した。

　今日は12月24日、クリスマスイブである。

　もしやこれは、デートのお誘いだったりするのか……？

「──あっ、いや、そういうことじゃなくてですね……」

　動揺が顔に出ていたのか、優衣奈が慌てた様子で補足説明をしてくる。

「ほ、ほら、前に仙せん台だいに買い物に行った時に、真ま桜おさんをおもてなしするために恋愛トークをお聞かせするという計画があったじゃないですか？」

「ああ。結局は却下されたけどな」

「とはいえ今のところ、他に真桜さんをおもてなしする案は思いつけていませんよね？」

「たしかにそうだな」

「それでわたし、思ったんです。今こそ恋愛トーク案を復活させる時ではないかと」

「いや、でも、その案を採用する場合、俺たちは最終的に結婚しないといけなくなるわけだろう？」

「将来発生する問題にどう対処するかは、未来のわたしたちに任せましょう」

「思い切りのいい丸投げだな」

「というわけで、真桜さんの前では、わたしたちはカップルであるという設定でいきましょう。そしてカップルだと知った真桜さんは、きっと今年のクリスマスはどう過ごしたかを聞いてくると思います。なのでその時の話題作りのために、今日は先輩と一緒に過ごしておきたいと思いまして……」

「なるほどな……」

「どうでしょうか？　先輩はわたしと彼氏彼女の演技をするのは嫌ですか……？」

「嫌……ではないし、神かん崎ざき真桜さんに話題を提供することを考えると、いいアイディアだとは思う」

「ですよね！」

「ただ、その場に姉がいることが引っかかるんだよなぁ……。下へ手たしたら優衣奈と付き合っているという嘘うそが姉から親にも伝わって、面倒なことになるかもしれないし」

「……先輩はわたしとの交際がご両親に知られるのを、面倒だって思うんですか？」

　優ゆ衣い奈なは傷ついたと言いたげに唇をとがらせた。

「いや、面倒というのは語弊があるかもしれないけど、優衣奈も逆の立場だったら躊ちゆう躇ちよするんじゃないか？　カップル設定を知った両親に『交際相手に会わせろ』って言われるかもしれないんだぞ？」

「もしそうなったら先輩を紹介するだけなので、なにも問題はありません」

「平然と嘘うそを重ねようとするな」

「でも先輩って、今お付き合いしている方はいないんですよね？」

「そりゃあ、いないけど」

「クリスマスイブに予定がないということは、恋人ができる予兆もないんですよね？」

「想像にお任せする」

「任されました。そしてわたし、決めました。今から先輩とカップルっぽいことをして、それを食事会で真ま桜おさんに報告することにします」

「勝手に決めるな」

「反対するのなら、他に真桜さんを楽しませる方法を考えてくださいよ」

「ぐっ……」

　そう言われると、反論できない。

　おそらく、神かん崎ざき真桜さんと食事するのは１時間ほどだろう。一般人である俺たちが無策で食事会に行って、そんなに長い時間、人気声優さんを楽しませられるとは到底思えない。

　どうせだったら楽しい話題を提供したい。そして、あわよくばラジオで俺たちの話をしてもらいたい。

「ちなみに、恋愛トーク以外に真桜さんを楽しませる方法として、先輩が猫とたわむれている動画をお目にかけるということも考えたんですが」

「それは絶対にやめろ」

「でも、真桜さんは自分と同じように猫語を使っている先輩を見て、親近感を覚えてくださるかもしれませんよ？」

「そんなわけないだろ。猫語を使っていいのは女性あるいは小さい子どもだけなんだよ」

「それは偏見ですよ。猫語はみんなのものですって」

「そんなことはないと思うが……」

「いいですか？　先輩の前には今、２つの選択肢があります。わたしとカップルの振りをするか、猫とたわむれる動画を提供するかです」

「いつの間にか２択を迫られているわけだが、俺の気持ちとしては、前者は気が進まない。そして後者は絶対に避けたい」

「先輩が猫の動画を真桜さんに見られたくないと思うなら、わたしたちがカップルになったという設定を採用するしかないですね」

「マジかよ……」

「安心してください。あくまでカップルの振りをするだけで、変なことはしませんから」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

　どちらかというと、変なことをするのは男側な気がするのだが……。

「……わかったよ。３日後までに代案が思い浮かばなかったら、俺と優衣奈が付き合っているという設定を採用しよう。そして恋人の振りをする下準備として、今日は一緒に過ごす……ってことでいいのか？」

「いいと思います！」

　優衣奈は元気に言って、一点の曇りもない笑みを浮かべた。

「嘘うそだと見抜かれないよう、今日は恋人同士っぽいことをたくさんしましょう！」

「それはいいんだけど、クリスマスに恋人っぽいことって、具体的に何をするんだ？」

「やっぱりクリスマスパーティーじゃないですか？　七面鳥を焼いて、ケーキに立てたロウソクの灯あかりに照らされながら、愛を語り合うんです」

「ロマンチックすぎて、恋人以外と行うのは抵抗があるんだが」

「いいじゃないですか。あとわたし、クラッカーを鳴らしてみたいです」

「そっちは手軽にできそうだが、クラッカーって恋人の演技と関係なくないか？」

「細かいことは気にしなくていいんですよ。クリスマスを男女２人で過ごせば、それだけでカップルっぽいわけですし」

「そうなの……？」

「というわけで、今からわたしの家でクリスマスパーティーをしましょう！　両親の帰りは今日も遅いので！　わたし、ローストターキーを作りますよ！」

「あー……。悪いけど俺、ローストターキーって苦手なんだよな。カラアゲなら大丈夫なんだけど」

「じゃあカラアゲを作ります！」

「一気にクリスマス感がなくなるけど、いいのか？」

「もちろんです。わたしの一番の目的は、先輩に喜んでもらうことなんですから♪」

　優衣奈はそう言って、可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

「ありがとう。それじゃあ食材を買いに、今からデパートに行くか」

「デパートだと割高なイメージですし、スーパーの方がいいんじゃないですか？」

「スーパーだと下校中の同級生と遭遇する可能性が高いから、デパートがいい」

「……先輩。わたしたちは今日からカップルなんですよ？　一緒に買い物しているところを見られるくらい、平気にならないとダメじゃないですか？」

「偽物のカップルだからいいんだよ」





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　その後、いつものようにいったん解散した俺たちは、クリスマスムード一色のデパートに行き、食材コーナーで合流した。

　幸い、生鮮食料品を扱っているフロア内に同じ高校の生徒は見当たらない。

「今から食材を買って家に帰って作るとなると、お昼ご飯を食べられるのが13時を過ぎてしまいそうですが、大丈夫ですか？」

「俺は別にいいけど、お腹なかがすかないように、なにか軽く食べられるものを買っていくか？」

「いいですね。それじゃあお菓子コーナーに行きましょう」

「いや、軽く食べられるものって言ったら普通、肉まんとかサンドイッチとかじゃないか？」

　しかし優ゆ衣い奈なは俺の話を聞かず、買い物カゴを手に取って、１人でお菓子コーナーに向かってしまった。

　仕方がないので後を追う。

「こんなところでいいですかね？」
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　俺が追いつくと、優ゆ衣い奈なは買い物カゴを見せながら質問してきたのだが、その中にはポテトチップスやチョコチップクッキーやミニドーナッツなど、大量のお菓子が入れられていた。

　目を離したのはほんの一瞬なのに、一体なぜ……。

「こんなに買ってどうするんだよ。ご飯が食べられなくなるだろ」

「わたしは大丈夫です」

「ダメだ。どれか１つにしなさい」

「えー……。先輩、お父とうさんみたいなことを言わないでくださいよ」

「優衣奈が子どもみたいだから悪いんだろ」

「でも、先輩の分もあるんですよ？　チョコミント、好きですよね？」

　優衣奈は買い物カゴからチョコミントを取り出し、恭うやうやしく献上してきた。まるで賄わい賂ろみたいだ。

「よく俺の好みを覚えていたな」

「当たり前じゃないですか。忘れるわけないですよ」

「だとしても、こんなにたくさん買うのはダメだ。どうしても食べたいものを１つだけ選んで、あとは戻しなさい」

「むぅ……。じゃあチョコチップクッキーにします」

　優衣奈は頬ほおをふくらませながら、ポテトチップスやミニドーナッツを名な残ごり惜おしそうに棚に戻した。

「それじゃあ、気を取り直して鶏とり肉にくコーナーに行きますか」

「ああ。買い物カゴは俺が持つよ」

　右手を伸ばすと、優衣奈は一瞬驚いたような表情になった後、笑顔で買い物カゴを渡してきた。

「えへへ。なんだかこういうのって、本物のカップルみたいですね♪」

「知り合いに見られたら面倒だから、さっさと済ませるぞ」

「なんでそんなにわたしと一緒にいるところを見られたくないんですか？　他の女の子に見られたらモテなくなるからですか？」

　なにか誤解している優衣奈が、こちらにジト目を向けてきた。

「そうじゃないよ。優衣奈はお嫁さんにしたいコンテスト１位で、みんなから注目されているだろうから、一緒にいるところを見られたら面倒だと思ってさ。俺が嫉妬の対象になるかもしれないっていうのもあるけど、俺なんかと付き合っていると勘違いされたら、優衣奈の株が下がるわけだし」

「少なくともわたしは、わたしたちが一緒にいるのを見て勝手なことを言うような外野になにを言われようと、どうでもいいと思います。

　それに、先輩ってずっとテストで学年１位じゃないですか？　嫉妬されるのが嫌だと言っていますが、学年１位ということで他人から嫉妬されているかもしれませんよ？」

「それはそうなんだけどさ……」

「他にも、先輩が背が高いことを嫉妬されるかもしれませんし、イケメンなことも嫉妬されているかもしれませんよ？」

「……たしかに、そう考え出すと切りがないな」

「でしょう？　なので先輩は、クリスマスイブにわたしと一緒に行動していることを誰かに見られたとしても、気にする必要はないんですよ」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、満面の笑みを浮かべた。

　説得力がある話だと思った。存在しているだけで他者から嫉妬される危険性があるなら、いちいち気にするだけ時間の無駄である。

「……ところでさ優衣奈。今の話の中でちょっと気になることがあったんだが……俺ってイケメンなのか？」

「──へっ？」

　俺の質問を受け、優衣奈は目を丸くした。

「俺はクラスで背が高い方だという自覚がある。でも顔の良さって数値化できないから、自分がイケメンだとは思っていなかったんだよ。だからさっきの発言を聞いて、優衣奈は俺のことをイケメンだと思ってくれているのかが気になってさ」

　そう問いかけると、優衣奈は目を泳がせた。

「そ、それはですね……」

「どうなんだ？　俺ってイケメンなのか？」

「……あっ！　そうだ！　忘れないうちにケーキを買いましょう！」

「ケーキを買い忘れるわけがないだろう」

「そんなのわかりませんよ！　わたしには、ケーキを買い忘れて悲しくなる未来が見えます！」

「その未来を抹消するために、スマホで『ケーキを買う』というリマインダーを５分後にセットしておきました」

「うぐっ……文明の利器め……」

　優衣奈は俺のスマホを恨めしそうに睨にらんだ後、恥ずかしそうに小声でつぶやく。

「……さっきのは口が滑ったんです。忘れてください……」





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　その後、買い物を済ませた俺たちは、優衣奈のマンションへとやって来た。

　優ゆ衣い奈なの家に来るのは２回目なので、前回に比べれば緊張はしていない。今日も他の家族は不在のようだしな。

　リビングに入ると、中央に大きなツリーが置かれていた。まだ飾り付け前のようで、近くのテーブルの上にはサンタやプレゼントを模したクリスマスオーナメントと、ヒモ状のＬＥＤライトが置かれている。

「部屋が散らかっていてすみません。クリスマスツリーを出したところで学校に行く時間になっちゃったんです」

　食材が入ったエコバッグをテーブルの空いているスペースに置いていると、優衣奈が謝ってきた。

「わたしがご飯の準備をしている間に、先輩はクリスマスツリーの飾り付けをお願いできますか？」

「──えっ？　俺がやっていいの？」

「はい。わたしは料理をしないといけませんし」

「飾り付けのルールがあったりしないのか？」

「特にないですよ。でも一応、オーナメントは全体のバランスを考えながら装着してくださいね。ＬＥＤライトも長さを考えながら巻きつけてください」

「俺、こういう飾り付けって苦手なんだけど……」

「プロじゃないんですから、ちょっとくらい変でも大丈夫ですよ。上う手まくできなかったら、後で２人で修正しましょう？」

「……わかった」

　クリスマスオーナメントを手に取りながら、つぶやくように答えた。

「ちなみに先輩、『銀ぎん色いろの別わかれ』っていうアニメ映画を観みたことはありますか？」

　唐突に優衣奈が、エプロンを着けながらそんな質問をしてきた。

「２年くらい前に劇場公開された、長編オリジナル作品なんですけど」

「いや、ないな。タイトルを聞いたことがあるくらいだ」

「じゃあ、そこのテレビで再生しておくので、飾り付けをしながら観ていてください」

　優衣奈はブルーレイレコーダーを起動させながら、話を続ける。

「『銀色の別れ』は本気でオススメなので、観終わったら２０００文字以上の感想文を提出してくださいね」

「俺、この家でやることが多すぎない？」

「先輩なら大丈夫ですよ♪」

　優衣奈は無む茶ちやなことを言った後、台所に移動し、せっせと料理を作りはじめた。

　優衣奈が包丁で食材を刻む音を聞きながら、俺はアニメを横目に飾り付けをスタートさせる。

　アニメ映画『銀ぎん色いろの別わかれ』は、高校３年の男女５人が主役の青春群像劇だった。クリスマスパーティーのシーンから始まるのだが、それぞれの胸に秘められた恋心、大学受験に対する不安、やがて訪れる別れに対する寂しさなどの感情が切なく描かれている。

　優ゆ衣い奈ながオススメするだけあって、たしかに面白い映画だった。画面に目を奪われすぎて、なかなか飾り付けが進められないくらいである。

　後で感想文を書くため、面白いと思ったポイントはスマホにメモっているのだが、これなら２０００文字の感想文は楽勝で書けそうである。

「せんぱ～い。ご飯ができましたよ～」

　この家に来てから１時間ほどが経たち、ちょうどツリーの飾り付けが一段落したところで優衣奈に呼ばれた。

　映画を一時停止させて食卓に近づいていくと、そこには大量の料理が置かれていた。

　カラアゲ、シーザーサラダ、フライドポテト、ミネストローネ、そしてイチゴのショートケーキ。

「おお、ものすごくクリスマスっぽいな」

「でしょう？　ところで先輩、このラインナップを見て、何か気づくことはありませんか？」

「気づくこと……？」

　あらためて食卓の上を見回すが、ごく普通のメニューである。

「いや、ぜんぜんわからない。答えを教えてくれ」

「実はですね、先輩が今まで観みていた『銀色の別れ』の冒頭で主人公たちがクリスマスパーティーをやっていたじゃないですか？　今日の献立は、あのシーンで出てきた食事と完全に一致させてみたんですよ」

　優衣奈は得意げに説明しながらリモコンを操作し、該当するパーティーのシーンで一時停止させた。

　テレビにはトナカイに扮ふんした男子生徒とサンタに扮した女子生徒が映っているのだが、その手前にあるテーブルには、優衣奈が用意してくれた食事とまったく同じものが並んでいる。

「本当だ……無駄に凝ったことをしたな……」

「でも、こういうのって楽しくないですか？　主人公たちと一緒に食事している気分になれるっていうか」

「たしかに。この料理がアニメから飛び出してきたかのように錯覚するな」

「ですよね！　というわけで、さらに現実をアニメに近づけましょう！」

「これ以上なにをやるんだ？」

「えへへ～。実はですね、この家にはサンタさんの衣装とトナカイさんの被かぶり物ものがあるんですよ♪」

　そう言いながら優ゆ衣い奈なは戸棚に近づいていき、トナカイの被かぶり物ものを取り出した。それにはデフォルメされた両目と赤い鼻が縫いつけてあり、てっぺんにはフェルトのやわらかい角が２本、ちょこんと生えている。

「先輩は今からトナカイさんに変身してください」

「断固拒否する」

「わたしたちがコスプレをすれば、さらにアニメに近づきますし、クリスマス感もアップして一石二鳥です！」

「俺は絶対に嫌だ」

「コスプレすることに抵抗があるんですか？」

「いや、コスプレ自体は別にいいんだが、トナカイにはなりたくない」

「なんでですか。トナカイさんは可愛かわいいでしょう？　お肉も美お味いしいですし」

「トナカイが美味しいことを主張されても、コスプレしたいという気持ちは１ミリも生じないのだが」

「じゃあ先輩は、トナカイさんの何がそんなに不満なんですか？」

「そのマヌケ面づらも我慢ならないけど、特に２本の角が嫌だ」

「えー。トナカイさんはこの角が可愛いんじゃないですかー」

「そう思うなら、優衣奈がトナカイになればいいだろ」

「わかりました、それなら先輩がサンタさんになってくださいね？」

「いいだろう」

「ただし、サンタさんの衣装はミニスカートですけど」

「今すぐ帰る」

「ここで帰ったら、食事会で真ま桜おさんに、先輩が猫とたわむれる姿をご覧いただくことになりますよ？」

「ぐっ……」

　どうやら、今回も俺に拒否権はないようだ。

　俺が抵抗を諦めたのを確認した優衣奈は、笑顔でトナカイの被り物を手渡してきた。

「わたしは自分の部屋でサンタさんになってくるので、戻ってくるまでにトナカイさんに変身しておいてくださいね♪」

　優衣奈は戸棚からサンタの衣装を取り出したかと思うと、俺とトナカイの被り物を残し、リビングから出ていった。

　……まぁ、優衣奈のサンタ姿が見られるわけだし、このくらいは我慢するか……。

　覚悟を決めた俺は、トナカイの被り物を頭に装着した。

　スマホのインカメラを使って自分の姿を確認すると、予想通り滑稽だった。陽キャラっぽくてすごく嫌だ……。

　とはいえ、優ゆ衣い奈なと関わるようになって以降、自分のマヌケな姿を見ることに耐性ができつつある気がする……。

「──あっ！　先輩、可愛かわいい！」

　少しでも凜り々りしくなれないかと角の角度をいじったりして悪戦苦闘していると、リビングに戻ってきた優衣奈が黄色い歓声を上げた。




　優衣奈の方に向き直ると、そこには天使が立っていた。




　赤と白の衣装に身を包んだ優衣奈は、ものすごく可愛かった。

　サンタとは本来、子どもたちにプレゼントを届ける存在である。

　だが今の優衣奈は、ただそこに存在しているだけで、俺にとって最高のプレゼントだった。

　こんなにも可愛らしいサンタがいていいのだろうか……。

　思わず凝視してしまったが、ふと我に返り、優衣奈から視線を外す。

　一方の優衣奈は、自分が注目されていたことなど気にしていない様子で、スマホを取り出してカメラを俺に向けた。

「──って、ちょっと待て。何を撮ろうとしているんだ」

　反射的に優衣奈の両手首を掴つかんだ。

　すると優衣奈はいたずらっ子のような笑みを浮かべる。

「そんなの決まっているじゃないですか、トナカイさんになった先輩を記念に撮っておくんですよ」

「絶対にダメだ」

「いいじゃないですか、１枚くらい」

「写真に撮るつもりなら、これは脱ぐ」

　俺は優衣奈の両手を離し、トナカイの被かぶり物ものを外そうとする。

　だが今度は優衣奈に両手を掴まれ、それを阻止された。さっきとは逆の体勢になったわけである。

「１枚だけ！　１枚だけでいいですから！」

「その１枚で、俺は今後ずっと脅迫されることになるわけだろうが」

「約束します！　トナカイ先輩の写真は脅迫に使いませんから！」

　優衣奈は俺の両手を被り物から引きはがそうと、力を込めてくる。

　優衣奈が身をよじるたび、至近距離にある２つの真っ白いふくらみが揺れる。

　普段だったら決して拝むことができない胸の谷間が魅惑的すぎて、目の毒だ。

　これはマズいと思って目を逸そらした次の瞬間、優ゆ衣い奈なの体がこちらに傾き、２つのふくらみが俺の胸部に押しつけられた。

　洋服ごしに極上のやわらかさと、程よい弾力が伝わってくる。

　あまりに気持ちよすぎて、全身から力が抜けてしまう。

「わ、わかった。写真を許可するから、手を離してくれ」

　頭がどうにかなってしまいそうなので、大人おとなしく降参することにした。

「ただし、脅迫に使わないことに加えて、絶対に誰にも見せるんじゃないぞ」

「えー。この格かつ好こうでカップルっぽいことをやって、真ま桜おさんにお見せしようと思っていたんですが」

「約束できないなら写真は撮らせない」

「わかりました。今から撮る写真は誰にも見せません。わたしが時々見返してニヤニヤするだけにします」

「それはそれで嫌だが、仕方ないから許可しよう」

「ありがとうございます！　それじゃあ先輩、トナカイさんらしく四よつん這ばいになってください！」

「トナカイの角で突き刺されたいのか？」

「えへへ、冗談ですよ。カメラをタイマーにして、一緒に食事しているところを撮影しましょう」

　言うが早いか、優衣奈は近くの戸棚の上に手際よくスマホをセットした。

　カメラレンズがちゃんと食卓に向かっていることを確認した後、俺たちは向かい合って着席する。

「それで、どんなポーズを取ればいいんだ？」

「そうですねー……。恋人同士っぽく、料理を食べさせ合ってみますか？」

「──はっ!?」

「だってわたしたち、今度の食事会でカップルを演じるわけですし」

「それはそうだが、そこまでする必要があるのか？　今から撮る写真は、神かん崎ざき真桜さんにはお見せしないわけだし」

　俺は早口で疑問を呈しながらも、内心では期待に胸をふくらませまくっている。

　優衣奈みたいに可愛かわいい女の子と料理を食べさせ合うというのは、男の夢だ。しかもそれを写真に収めることができれば、一生の思い出になるだろう。

　しかし、下心を見抜かれるのは恥ずかしいので、一度はこうして反論しておかなければならない。

「──わかりました。それじゃあ食べさせ合うんじゃなくて、わたしが一方的に先輩にご飯を食べさせることにしましょう。サンタさんがトナカイさんにエサをあげているという設定です」

「わ、わかった」

　計画が変更されてしまったことを残念に思いながらも、平静を装って了承した。

「ちなみに、スマホは何秒後に撮影する設定になっているんだ？」

「いえ、秒数では指定していません。被写体全員が笑顔になると自動でシャッターを切るようにしておきました」

「へー。そんな設定ができるのか」

「便利な世の中ですよね～」

　優ゆ衣い奈なはそう言いながら銀色のスプーンを持ち、自分の前にあるミネストローネをすくった。

「それじゃあ先輩、あーん」

「ちょっ、ちょっと待て」

「ん？　どうかしたんですか？」

　優衣奈はとぼけるような笑みを浮かべた。

「前にも言ったが、俺は野菜全般が苦手なんだよ」

「もちろん知っています。そしてミネストローネにはトマトがたっぷり溶け込んでいますよね。その他の具材はニンジン、タマネギ、キャベツ、ジャガイモなどです」

「説明されるまでもなく、野菜がたくさん入っていることは、見ればわかる」

「せっかくのクリスマスパーティーなので、先輩が苦手だと言っていた野菜料理を作ってみました♪」

　どういう理屈だよ。

「クリスマスパーティーを心から楽しめるように、俺が嫌いな野菜料理は自粛してほしかった」

「わたしなりに栄養バランスを考えた結果です。もっと喜んでください」

「どこに喜ぶ要素があるんだ」

「だって今日は、先輩が野菜嫌いを克服して健康になる記念日なんですよ？」

「余計なお世話すぎる」

「わたし、野菜嫌いな先輩を抹殺し、この世から葬り去りたいんです。それはもう、確実に息の根を止めたいんです」

「言い方が物騒」

「先輩、今日ここで野菜好きに生まれ変わってください。というわけで、いってみましょう」

「いや、俺マジでトマトもニンジンもタマネギも苦手なんだけど」

「はい、あーん♪」

「拒否する」

「食べてくれないなら、あの動画をネットに流出させますよ？」

「お前は鬼か」

「先輩が野菜嫌いなのが悪いんじゃないですか。正義は我にあります」

「正義を暴走させるな。好き嫌いする自由は、日本国憲法で保障されているはずだぞ」

「えー……。本当に食べてくれないんですか……？」

　ずっとニコニコ笑っていた優ゆ衣い奈なの表情が一瞬にして曇り、俺は焦った。

「い、いや……」

「わかりました。先輩がそんなに嫌がるなら、今回は諦めます」

　寂しそうにスプーンを下ろした優衣奈を見て、猛烈な罪悪感に襲われた。

「あの……優衣奈？」

「このミネストローネはすべて、わたしが責任を持って処理します。気にしないでください」

「……えっと……」

「野菜が苦手だったとしても、せめて一口くらい食べてみてほしかったというのが本音ですが、潔く諦めます」

「そ、それは……」

「本日はわたしの自分勝手で、先輩に不快な思いをさせてしまい、本当にすみませんでした。どうかわたしのことを嫌いにならず、これからも仲良くしてくださいね」

「…………」

「それじゃあ、写真撮影を再開させましょうか。ミネストローネはやめて、カラアゲを食べさせますね」

　優衣奈は険しい表情で箸を持ち、勢いよくカラアゲに突き刺した後、俺の方に向けてきた。

「ほら、先輩、笑ってください。笑わないとシャッターが切られないんですから」

「いや、こんな状態で笑えるわけないだろ」

　そもそも優衣奈が笑っていない。

「……悪かったよ。せっかく優衣奈が作ってくれたんだから、最低でも一口は食べてみるべきだった」

「──えっ!?　いいんですか!?」

　優衣奈の表情が一気に晴れ渡った。さっきまでの曇どん天てんが嘘うそのようだ。

　優衣奈はカラアゲが突き刺さったままの箸を置き、再びスプーンでミネストローネをすくった後、こちらに差し出してきた。

「はい、先輩、あーん♪」

「…………あーん」

　覚悟を決めた俺は、差し出されたスプーンを口に入れた。

　ゆっくり咀そ嚼しやくした後、嚥えん下げする。

　笑顔だった優ゆ衣い奈なが緊張の面持ちに変わり、俺の表情を注視している。

「ど、どうでしょうか？」

「……あれっ？　意外と美お味いしい」

「本当ですか!?」

「うん。ニンジンとタマネギに甘みがあるし、トマトにはコクがあって美う味まい。野菜って独特の臭みみたいなのがあるから苦手だったんだけど、これなら食べられる」

「えへへ～。ありがとうございます♪」

　優衣奈はしまりのない笑顔でお礼を言った後、スプーンで再度ミネストローネをすくった。

「わたしの料理を気に入っていただけて、すっごく嬉うれしいです。ぜひ、もっとたくさん食べてください♪」

「そうだな。もしかしたら、本当に野菜嫌いを克服できるかもしれないんだし」

「その意気です！　昨日までの先輩とはさよならして、今日から健康的な食生活を心がけましょう♪」
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「ああ、善ぜん処しよするよ」

　そう言って差し出されたスプーンに近づこうとしたところで、スマホがシャッター音を発した。

　どうやら、俺たち２人の笑顔を検知したようだ。

「ちなみに、先輩って野菜だけじゃなく、魚介類も苦手じゃないですか？　今度、魚介の旨うまみたっぷりのアクアパッツァを作ってあげますね♪」

「──っ!?　それはやめてくれ、魚と貝は本当に無理なんだよ」

「でも、野菜嫌いな先輩は倒せたじゃないですか」

「野菜嫌いな俺と違って、魚嫌いな俺は不死身なんだよ」

「たとえ相手が不死鳥やゾンビだろうと、わたしのアクアパッツァで滅めつ殺さつしてみせます！」

　さっきまで天使のようだった優ゆ衣い奈なの笑顔が、いつの間にか小悪魔の微笑ほほえみに変わっていた。
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　その後、俺はトナカイの被かぶり物ものを外し、サンタ姿の優衣奈と一緒に食事を楽しんだ。

　優衣奈の料理は全部すごく美お味いしくて、お嫁さんにしたいコンテストで１位だっただけあるなと思った。

「ところで先輩。カップルの振りをする上で、わたしたちの設定を固めておこうと思うんですけど」

　食後にイチゴのショートケーキを食べはじめた優衣奈が、そんな提案をしてきた。

「わたしたち、どこまで進んでいることにしますか？」

「どこまでっていうのは、男女の仲がってことか？」

「そうです」

「それって事前に決めておく必要はあるのか？」

「当たり前じゃないですか。食事会で聞かれるかもしれないですし」

「そんな赤せき裸ら々らなことを聞かれるかな……？」

「わかりませんが、備えておいて損はないと思います。もし２人が矛盾したことを言ってしまって、嘘うそを見破られたら気まずいですし」

「たしかに……」

「というわけで、まず最初に、何日から付き合っていることにするかを決めましょう」

「そりゃあ、指輪をもらった直後ってことでいいんじゃないか？　その方が神かん崎ざき真ま桜おさんのおかげって感じが出るし」

「了解です。それでは12月12日から付き合っているということにして……食事会の時点で15日目になっている計算ですね」

「そうだな」

「世の中のカップルって、付き合って15日目だと、どのくらいのことをしているんでしょうか？」

「どうなんだろう……キスはしているのかな？」

「当然しているでしょうね」

「当然なのか……」

「付き合う前にする場合もあると聞きます」

「性が乱れているな」

　そんな感想を述べながら、優ゆ衣い奈なの唇をチラリと盗み見る。

　そうか、優衣奈は付き合って２週間でキスを許すのか……。

「それで、キスの先はどうしましょうか？」

「先……」

　思わず、優衣奈の胸元に視線を下ろしてしまう。

　キスの次というと、そういうことだよな……。

「どうします？　わたしたちはどの程度、性が乱れている設定にしますか？」

「食事会には俺の姉もいるわけだし、俺たちの関係はキスまでっていうことにしておこう。経験者を演じられる自信がないし」

「了解です。……ちなみに、先輩は過去に誰かとそういう関係になったことはないんですか？」

「もちろんない。悪いか」

「いえ、悪くないです。……そうですか、先輩も未経験なんですね」

　優衣奈は安心したように笑った。

　今の優衣奈の「先輩も」という発言を聞いて、なぜか安あん堵どした俺だった。
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　優ゆ衣い奈なと２人きりで過ごしたクリスマスイブの３日後、12月27日の月曜日。

　ついに今日は、最推しとの食事会である。

　約束の時間は18時なのだが、絶対に遅れることがないよう、俺たちは１時間前に旅館に到着した。

　最推しと会うのにふさわしい衣装に身を包んだ俺たちは、ラウンジにあるフカフカのソファで神かん崎ざき真ま桜おさんと姉の到着を待つ。

「……昨夜は緊張で一睡もできなかったんだけど、まったく眠くないぜ」

「わたしもです。アドレナリンが出まくりで、深夜テンションがずっと続いています」

「今のテンションなら、クラスの陽キャラとも打ち解けられる気がするな」

「ああ……もうすぐ真桜さんが降臨なさるんですよね……。うまく喋しやべれなかったらどうしましょう……。緊張しすぎて逃げ出したくなってきました……もう帰っていいですか？」

「何その結論!?」

「こうして真桜さんをお待ちしているだけで、心が満たされまくっているんです……」

「気持ちはわかるが、冷静になれ。もし神崎真桜さんに会わずに帰ったら、一生後悔するぞ」

　こんな感じのやり取りを延々やっていると、徐々に約束の時間が近づいてきた。心臓の高鳴りが止まらない。

「どうしよう……あと10分くらいで神崎真桜さんが到着してしまうぞ……!!」

「わたし、緊張のあまり指先の感覚がなくなってきました……」

「俺も緊張しすぎて吐きそうだ……」

「出迎えってどうしましょうか……真桜さんと過ごせる時間を１秒たりとも無駄にしたくないですよね……!?」

「そうだな。ジッとしていると落ち着かないし、ちょっと外に出て、出迎えの練習をしておくか」

　俺たちはソファから立ち上がり、タクシーの発着場へと向かった。

「まずは揃そろって頭を下げる練習をしようか」

「そうですね。お出迎えのセリフはどんなものがいいでしょうか？」

「『神崎真桜さま、お待ちしておりました』かな？」

「妥当ですね。あと『本日は全力でおもてなしさせていただきます。ここは寒いので、中へどうぞ』みたいな言葉を付け加えますか？」

「それだとホテルスタッフみたいにならないか？」

「今日のわたしたちは一流のホテルスタッフ以上の接客をしなければならないと思いませんか？」

「正論だな」

「あと、『ようこそ、わたしたちの松まつ島しまへ』も言っておきましょう」

「松島観光協会の関係者みたいな口ぶりだな」

「真ま桜おさんにとっては、わたしたちが宮みや城ぎ県の代表なわけですし」

「たしかに。そのくらいの気持ちで接していこう」

　その後、お辞儀のタイミングを完璧に合わせる練習をしていると、姉からメッセージが届いた。『もうすぐタクシーが旅館に着くよ』とのことだ。

　それから３分ほどが経たった頃、神かん崎ざき真桜さんが乗っていると思おぼしきタクシーが、旅館の敷地内に入ってきた。

　タクシーが目の前に停車し、神崎真桜さんが松島の地に降り立った瞬間、俺の脳内で快楽物質ドーパミンが湯水のごとく溢あふれ出でた。

　至近距離で見る神崎真桜さんは、あまりにも神こう々ごうしかった。ここまで近づいても、同じ次元に存在していることが信じられない。

　このまま直視していたら、目が潰れてしまうのではないだろうか。

　……ヤバい。あんなに出迎えの練習をしたのに、頭が真っ白になって、何も言葉が出てこない。

　というか、神崎真桜さんが発するオーラが凄すごすぎて、言葉を発する勇気が出ない。

　俺ごときの発声によって神崎真桜さんの鼓膜を揺らしてしまうのは申し訳ないと感じてしまっているのだ。

　もともと俺はオマケであって、神崎真桜さんが今回松島にやって来た一番の目的は、優ゆ衣い奈なと会うことなわけだし……。

　というわけで横にいる優衣奈を頼ろうと思って視線を向けたが、俺と同じく固まっていた。

「遅くなっちゃってごめんね。中で待っててくれて良かったのに」

　俺たち２人がフリーズしていると、神崎真桜さんは気をつかって謝ってくださった。なんと心優しい女神様なのだろうか。

「と、とんでもないです!!」

　優衣奈は叫ぶように言って、深々と頭を下げた。

　明らかに声のボリュームを間違えていたが、言葉を発せられて偉い。

　俺も何か言わなければ。

「えっと──」

　だが、話を切り出した直後、神かん崎ざき真ま桜おさんがこちらに視線を向け、目が合った。

　その瞬間、稲妻に撃たれたような衝撃が体を貫く。

　今、最推しが俺だけのことを見ている。その事実だけで絶頂を迎えそうだ。

　……あれ？　俺は今、何を言おうとしていたんだっけ？

「…………すみません、やっぱりいいです」

　ダメだった。最推しと目が合うと、日本語をうまく扱えないレベルのポンコツになってしまう。

　俺は無力だ……。

「大ひろ翔と、いくらなんでもオロオロしすぎでしょ」

　会計を終えてタクシーを降りた姉が、呆あきれたような声を出した。

「まぁ、推しを前にしたら緊張で言葉が出てこないのもわかるけどね」

「私なんかに緊張してくれているの？　嬉うれしいな。大翔くんって、楓かえでの弟くんなんだよね？」

「──っ!?」

　神崎真桜さんが今、俺の名前を呼んでくださった……!!

　もう死んでもいい……!!

「ほら大翔、真桜に見み蕩とれてないで、ちゃんと挨拶しなさいよ」

「ご、ごめんなさい。……えっと、不ふ破わ大翔と申します。姉がいつもお世話になっています」

「こちらこそ、楓にはいつもお世話になっています。姉弟きようだいだけあって、やっぱり雰囲気が似ているね」

「そう？　私はあんまり似てないと思っているんだけど」

「姉弟だっていう先入観があるからかもしれないけど、顔のパーツのつくりは似ていると思うよ」

「そうなのかな……あんまり納得が行かないけど……。

　それより、ここは寒いから、早く旅館に入りましょう」

　姉がそう提案し、俺たちは受付に移動して、神崎真桜さんがチェックインを済ませることになった。

　ちなみに姉も神崎真桜さんと同じ部屋に泊まるらしい。羨ましすぎる。

　宿泊者名簿を記入する神崎真桜さんの背中を眺めていると、少しだけ冷静さを取り戻せてきた。

　まだ緊張しまくってはいるのだが、せめてまともに受け答えができるようになりたい……!!

「……あの、真ま桜おさん。ちょっとよろしいでしょうか」

　チェックインを終えた神かん崎ざき真桜さんに向かって、優ゆ衣い奈ながずんだ餅と笹ささかまぼこを差し出した。

「こちら、宮みや城ぎの名物のずんだ餅と笹かまぼこです！　お納めください！」

「えっ？　もらっていいの？」

「はい！　わたしたちからのお土産みやげということで！　もし不要なら今すぐわたしたちが処理しますので、遠慮なくおっしゃってください！」

「ありがとう。すっごく嬉うれしいよ。今日の夜食にさせてもらうね」

　俺たちが選んだお土産が、神崎真桜さんのお口に入るだと……!?

　光栄すぎる……!!

　その後、いったん客室に行って荷物を置いた後、俺たち４人はレストランに移動し、会食をスタートさせる。

　４人がけのテーブルのうち、俺は出口から一番近い下座に座った。

　その後、優衣奈が右隣に座り、俺の正面に姉が、優衣奈の正面に神崎真桜さんがそれぞれ座った。

「悪いんだけど、私はちょっと片付けなきゃいけない仕事があるから、気にせず３人で話していてね」

　姉はそう断った直後にタブレットパソコンを取り出し、なにやら作業を始めた。人気声優のマネージャーは大変だな……。

「はぁ……真桜さんがわたしたちと同じテーブルに……!!　美しすぎて頭がおかしくなりそうです……!!」

　横にいる優衣奈が恍こう惚こつの表情でつぶやいた。

　俺もまったく同じ心境である。目の前の推しから一瞬たりとも目が離せない。

「真桜さん、生まれてきてくださって、本当にありがとうございます……!!」

「そんなお礼、初めて言われたよ」

「わたしも初めて言いました！　そして真桜さん以外に言うことはないと思います！」

「そっか。でも私、朝あさ日ひちゃんはすっごく可愛かわいいと思うよ」

「ありがとうございます！」

　優衣奈と神崎真桜さんは笑顔で見つめ合っている。

　いいなぁ……俺も神崎真桜さんに容姿を褒ほめられたい……。

「ところで、コース料理を注文しようと思っているんだけど、２人はアレルギーとか、苦手なものとかある？」

「ないです！」

「……俺も大丈夫です」

　すると、仕事中の姉が小首をかしげた。

「大ひろ翔とって、魚も野菜も嫌いじゃなかったっけ？」

「最近克服したんだよ」

「もし先輩が食べられないものが出てきた場合、わたしが責任を持って処理します」

　メニュー選びなんかで時間を浪費したくない俺たちは、強引にコース料理を注文した。

　給仕さんが立ち去ったところで、神かん崎ざき真ま桜おさんがこんな質問をしてくる。

「えっと、不ふ破わ大翔くんと朝あさ日ひ優ゆ衣い奈なちゃんでいいんだよね？」

「──っ!?　推しが俺という存在を認識しているだけでもこの上なく嬉うれしいのに、フルネームを覚えていただけている……!?」

「もういつ死んでも悔いはありませんね……!!」

「リアクションがいちいち大げさだなぁ……」

　神崎真桜さんが苦笑した。戸惑った表情も最高に美しい。

「それで、私は２人のことをなんて呼べばいいのかな？」

「お、俺はどんなものでも受け入れます！　『黒髪の男』でも、『男子高校生Ａ』でも、ご自由にどうぞ！」

「わたしは『優衣奈ちゃん』がいいです！」

「──なっ!?」

　ずるいぞ優衣奈……!!　本当は俺もさっきみたいに『大翔くん』って呼ばれたいけど、図ずう々ずうしいかと思って自粛したのに……!!

「わかった。それじゃあ優衣奈ちゃんと大翔くんって呼ばせてもらうね」

　神崎真桜さんは微笑ほほえみながら、俺たちの名前を呼んでくださった。

　まさかこんな日が来るとは……!!

「……あの、すみません。今から俺たちの会話を録音してもよろしいでしょうか？　今日のことを一生の思い出にしたいので……」

「それは素晴らしいアイディアですね！　わたしも録音したいです！」

「私は別にいいけど……」

「事務所的にはあんまり良くないんだけど、絶対に流出させないと誓うなら許可するわ」

　姉にも容認してもらえたので、俺たちはそれぞれのスマホでボイスレコーダーを起動させた。

　するとそこで、最初の料理が運ばれてきた。

「お待たせいたしました。前菜の牡か蠣きのエスカベッシュでございます」

　給仕さんは俺たち４人の前に手早く料理を置いた。

「美お味いしそう！　私、牡蠣に目がないんだよね。でもエスカベッシュって何なのかな？」

　給仕さんがいなくなった後、神崎真桜さんが俺たちに問いかけてきた。

「エスカベッシュというのは、マリネの一種ですよ。わかりやすく言うと、南蛮漬けのようなものですね。この牡か蠣きは油で揚げた後、酢に漬けたようです」

「へー、すごーい。優ゆ衣い奈なちゃんって、料理に詳しいの？」

「いえ、料理に関する知識は人並みで、今回はたまたま知っていただけです」

　さっそく予習の成果を発揮した優衣奈が、得意げに微笑ほほえんだ。

「そういえば、松まつ島しまの観光スポットを写真付きで教えてくれて、ありがとうね。ここに来る前に遊覧船に乗ってきたんだけど、教えてもらった通り、すごく良かったよ」

　神かん崎ざき真ま桜おさんは牡蠣を頬ほお張ばりながらお礼を言ってくださった。

「今回のためにわざわざ下見に行ってくれたんでしょう？」

「はい。先輩と話し合った結果、人に薦めるのなら事前調査が必要だという結論に達したので」

「２人は本当に優しいんだね。そこまでしてくれたんだから、なにかお礼ができたらいいんだけど……」

「とんでもないです！　こうして一緒にお食事できているだけで十分ですので！

　──あっ、でも、もしお願いを聞いていただけるのでしたら……」

　優衣奈は何か思いついたらしく、恐縮しながら提案する。

「『神かみ殺ごろしの巫み女こ』の真ま城しろユイちゃんの名ゼリフを言ってもらえませんか？　10話でみんなを説得するシーンで言った『まだ負けたわけじゃないのに、まだ誰も挑んでいないのに、なんで諦めるのよ』ってヤツです」

「それくらいなら、お安い御用だよ。──まだ負けたわけじゃないのに、まだ誰も挑んでいないのに、なんで諦めるのよ！」

「「…………」」

　あまりの迫力と感動で、俺たちはしばらく口を利くことができなかった。

「す、すごいです……!!　ありがとうございました……!!」

「俺、全身に鳥肌が立ちました」

「わたしもです。アニメの感動が走馬灯のように蘇よみがえりました」

「走馬灯って。優衣奈ちゃん、死んじゃダメだからね」

　神崎真桜さんは照れ笑いを浮かべながら言った。

「あ、あの、俺からもリクエストいいですか？」

「もちろん」

「じゃあ、『お兄にいちゃんと私の普通の日常』の伊い藤とう歩あゆ美みの口調で、『大ひろ翔とお兄ちゃん、朝だよ。早く起きないと遅刻しちゃうよ』って言ってください」

「っ!?　先輩、好きなアニメキャラに自分の名前を呼んでもらうという、全アニオタの願いを叶かなえるつもりですか……!?」

「へへへ。後でこの部分を抜き出して、目覚ましに使用させてもらうんだ」

「先輩、天才すぎます……!!」

「目覚ましに使われるのはちょっと恥ずかしいけど、いくよ？　──大ひろ翔とお兄にいちゃん、朝だよ。早く起きないと遅刻しちゃうよ」

「ありがとうございます……!!　もういつ死んでも悔いはないです……!!」

「走馬灯を見たり、人生に悔いはないって言ったり、なんで君たちはすぐに死のうとするの……？」

「真ま桜おさん！　次はわたしにお願いします！　同じく伊い藤とう歩あゆ美みちゃんの口調で、『優ゆ衣い奈なお姉ねえちゃん、大好きだよ。早く起きて一緒に学校に行こっ？』と！」

「優衣奈お姉ちゃん、大好きだよ。早く起きて一緒に学校に行こっ？」

「ふわあああっ!!　わたしに超絶かわいい妹ができました!!」

「次は俺に！　『世界一やさしい巨大兵器』の西にし野の由ゆ貴きで、『大翔くん、実は私、ずっとあなたのことが好きだったの』とお願いします！」

「それは恥ずかしいからヤダ」

　半笑いの神かん崎ざき真桜さんに拒否されてしまった。痛恨の極みである。

　その後も、神崎真桜さんがこれまでに演じたキャラクターの口調でいろいろなセリフを言ってもらい、十分すぎるお返しをいただいてしまった。
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　大満足である。

　もう今世に思い残すことはない。

「──ところで先輩。この牡か蠣きとっても美お味いしいので、先輩の分ももらっちゃっていいですか？」

　俺の食が進んでいないことに気づいた優ゆ衣い奈なが、そう提案してくれた。

「うん、もちろんいいよ」

　半分以上残っている牡蠣の皿を優衣奈に手渡すと、神かん崎ざき真ま桜おさんが微笑ほほえんだ。

「２人って仲がいいんだね。羨ましいなぁ……。

　ところでさ、これは聞いていいのかわからないんだけど、優衣奈ちゃんがイベントで言っていた先輩って……」

「はい！　横にいる不ふ破わ大ひろ翔と先輩です！」

　優衣奈は牡蠣を口に運ぶのを中断し、元気に答えた。

「実はわたしたち、真桜さんにいただいた指輪がキッカケで、お付き合いすることになったんです！」

「──えっ!?　本当に!?」

　仕事をしていたはずの姉が大声を出し、俺たちを見た。

「はい、本当です。12日のイベントから帰宅中に、そういうことになりました。なので松まつ島しまの観光スポットを調査した時は、実質デートでした」

　優衣奈はよどみなく作り話をする。

　その表情は、心なしか得意げに見えた。

「あと、クリスマスイブも先輩と２人で過ごしたんですよ。わたしの家で、手料理を振る舞わせていただきました♪」

「すごーい、ラブラブじゃん。イベントから２週間くらいしか経たっていないのに、そんなに関係が発展したんだね」

　神崎真桜さんはそう言って、俺たちを祝福するように微笑んだ。

「私の指輪が役に立ったみたいで嬉うれしいよ」

「すべて真桜さんのおかげです。本当にありがとうございます」

「ちなみに、どっちから告白したの？」

　タブレットパソコンをテーブルに置き、すっかり仕事の手を止めた姉が質問してきた。

　だが、俺たちはそんな細かい設定は考えていない。一体どう答えればいいのか──。

「先輩から告白してきてくれたんですよ♪」

　俺が戸惑っている間に、優衣奈が自信満々に即答した。

「ほら先輩、わたしになんて告白したか、真桜さんに教えてあげてください」

「えっ……」

　優ゆ衣い奈なが急にムチャ振りをしてきやがった。

　しかし、今さら嘘うそだと言うわけにはいかない。

「……えっと、シンプルですけど、優衣奈のことが好きだから付き合ってほしいって言いました」

「それだけじゃないでしょう？　告白の前に、わたしの好きなところをいっぱい挙げてくれたじゃないですか。先輩はわたしのどんなところが好きなんでしたっけ？」

　優衣奈は満面の笑みでムチャ振りを重ねてきやがった。

　こいつ、この状況を楽しんでいやがる……!!

「……俺は優衣奈の全部が好きだよ。可愛かわいいところも、優しいところも、ちょっと強引なところも」

「えへへ……ありがとうございます♪」

　優衣奈はニヤニヤ笑いを浮かべた。

　くそっ……なんで俺がこんな辱はずかしめを受けることに……。

「ですが先輩、わたしの好きなところはもっとありますよね？」

　思わず顔を伏せていると、優衣奈が信じられないことを言い出した。

「先輩が告白してくださった時は、わたしの年の数だけ好きなところを言ってくれたじゃないですか」

「そ、そうだったっけ？　15個も言った記憶がないんだけれど？」

「わたしはしっかり覚えていますよ」

「それは誰か別の男じゃないのか？」

「わたしは先輩が人生初の恋人ですから、他の人と間違うわけがありません」

「そんなことを言われても、俺は釣った魚には餌をやらないタイプだから、すでに記憶から抹消してしまったな」

「先輩はそんな酷ひどい人じゃないです。なんで嘘をつくんですか？　２人きりじゃないから遠慮しているんですか？」

「大ひろ翔とくん、本当は覚えているんでしょ？　恥ずかしがらずに言っちゃいなよ～」

　優衣奈と水面下で攻防を繰り広げている中、神かん崎ざき真ま桜おさんに煽あおられてしまった。

　推しに所望されてしまっては仕方がない。優衣奈の好きなところを15個、なんとかして捻ひねり出だそう。

「①俺と趣味が合うところ。

　②行動力があって、俺を引っ張っていってくれるところ。

　③料理が上じよう手ずなところ。

　④好き嫌いがなくて、俺が苦手なものを代わりに食べてくれるところ。

　⑤裁縫が得意で、コスプレ衣装を自作できるところ。

　⑥疲れている時にマッサージしてくれる優しさ。

　⑦猫耳が似合うところ。

　⑧犬耳はもっと似合うところ。

　⑨シンプルに顔が可愛かわいい。

　⑩俺が選んだ服を着てくれるところ。

　⑪俺の服を真剣に選んでくれるところ。

　⑫お菓子を食べる姿が小動物みたいで可愛い。

　⑬意外と食いしん坊で、焼肉定食が好きなところ。

　⑭勉強が苦手なところが逆に可愛い。

　⑮ソシャゲのガチャに熱中するところ──は別に可愛くないな。今のは忘れてくれ。

　⑮最後の１つは……俺のことを好きになってくれたところ」

　これまでに優ゆ衣い奈なとしたことを思い返しながら、なんとか15個挙げることに成功した。

「ありがとうございます。軽く重複する内容があったり、終盤に悪口っぽいものが含まれていたりしましたが、とっても嬉うれしいです」

　企たくらみが成功した優衣奈は、ニヤニヤ笑いを浮かべている。

　この屈辱は忘れないぞ……!!

　などと思っていると、神かん崎ざき真ま桜おさんが楽しげにこんなことを言い出した。

「ラブラブだね～。それじゃあ今度は、優衣奈ちゃんが大ひろ翔とくんの好きなところを15個、挙げてみよっか」

「──ええっ!?」

「優衣奈、神崎真桜さんのご希望だぞ？」

「で、でも、恥ずかしいですし……」

「それは俺も同じだったのだが？」

「……わかりました」

　優衣奈は覚悟を決めたらしく、俺の長所を列挙しはじめる。

「まずは勉強が得意で、ずっと学年１位をキープしているところです。わたしには絶対に無理なので、尊敬しています。

　休み時間に哲学書を読んでいるところも、いいと思います。難しい本を読む男性って格かつ好こいいですし、憧れます。

　先輩ってすごく頭がいいですよね。一緒にリアル攻略ゲームでシンクロゲームをした時、わたしの思考パターンをトレースして答えを合わせてくれたのが本当にすごいと思いました。

　ただ、性格がちょっと面倒で、仲良くなるまでが大変でした。でも仲良くなると、たくさん気をつかってくれるので嬉しいです。

　たとえば東京遠征に行った時、本当はいろいろなお店を巡りたかったはずなのに、一緒にいるわたしが疲れないように遠慮してくれましたよね。なるべく歩かなくて済むよう、ホテルも駅からすぐ近くのところを選んでくれましたし。

　それから、わたしが布教したアニメをすぐに観みてくれるところも好きです。ＶＲにも付き合ってくれましたし。

　先輩って、なんだかんだでわたしのワガママを叶かなえてくれますよね。クリスマスイブに着けてもらったトナカイさんの被かぶり物ものは本当に可愛かわいかったです。

　先輩とはいろいろな波長が合うと思っています。真ま桜おさんが最推しなこともそうですけど、趣しゆ味み嗜し好こうが被りまくっていて、一緒に推し活していて本当に楽しいです。

　洋服のセンスもわたしと似ていて好きです。一緒に選んだカリスマっぽい服、わたしは本気でいいと思っていますし。

　それと、先輩はわたしのことをよく見てくれていますよね。ポニーテールが一番好きだって言ってくれたのは嬉うれしかったです。

　あと、先輩は好き嫌いが多いのに、わたしの手料理を美お味いしそうに食べてくれましたよね。キュンとしました。

　先ほど先輩はわたしの好きなところで『俺が苦手なものを代わりに食べてくれる』と言ってくれましたが、わたしからしたら食べ物をもらえて嬉しいです。これからも餌付けしてください。

　猫が好きなところもいいなと思います。わたしも猫好きなので、将来一緒に暮らすことになったら、絶対に飼いましょう。

　それから、他の女子から人気があるところも自慢できます。彼女としては心配ですが、やっぱり鼻が高いです。

　……えっと、わたし、今までにいくつ好きなところを言いましたか？」

「一度に何個も言われるし、悪口も混ざっていたからカウントが難しかったが、とりあえず15個は言い終わったと思うぞ」

　聞いているこっちが恥ずかしくなる内容だったが、照れていることが顔に出ないよう、なんとか我慢しながら言った。

「いやー、いいねー。初うい々ういしいカップルを見るのって、すっごく楽しいよー」

　イチャイチャをリクエストした神かん崎ざき真桜さんは、上機嫌で感想を述べた。カップルの振りをしておもてなし作戦は、とりあえず成功したようである。

　……もっとも、俺の正面に座っている姉は、ずっと仏ぶつ頂ちよう面づらだったが……。
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　その後も俺たちカップルのことで会話が弾み、食事会が終了するまでに２時間ほどを要した。まさに夢のような時間だった。

　食事が終わった後、神かん崎ざき真ま桜おさんと姉が露天風呂に行くと言い出し、優ゆ衣い奈なも同行したいと申し出て、３人で一緒に行くことになった。

　神崎真桜さんと姉が着替えのために客室に向かったので、俺と優衣奈はラウンジで２人きりになった。

「……先輩。ついにこの時が来てしまいました」

「良かったじゃないか。俺は今、嫉妬で頭がおかしくなりそうだよ」

「すみません先輩。わたし１人だけ堪能させてもらってきます」

「くそっ……!!　なんで俺は女性に生まれなかったんだ……!!」

「もしわたしに絵の才能があったら、真桜さんの裸をスケッチして報告できるんですけどね」

「明日から絵画教室に通ってくれ。月謝はすべて俺が払うから」

「先輩、それはちょっと変態っぽくて引きます」

「優衣奈が言い出したんだろうが」

「ちなみに、わたしたちがお風呂に入っている間、先輩はどうするんですか？」

「ラウンジで適当に時間を潰しているよ」

「今日も露天風呂には行かないんですか？」

「ああ。俺は公衆浴場を使いたいと思わないからな」

「でも、男湯と女湯は隣り合っているので、入浴中の真桜さんの声が聞こえるかもしれませんよ？」

「その発想はなかった……!!」

「裸を見ることができないのなら、せめて一糸まとわぬ真桜さんが発する声を聞いて、そのお姿を妄想するというのも一興ではないでしょうか？」

「優衣奈ってものすごく変態っぽい発想をするよな。俺のことを言えないじゃないか」

「先輩が可哀かわい想そうだから、頑張って慰めようとしているんですよ」

「これって慰めになっているのか？」

「それとも、露天風呂には行かず、今日も庭園を散歩しますか？」

「いや、露天風呂が見えるかもしれないと期待して庭園を散歩するのは、人としてどうなんだろうか……」

「さすがに望遠レンズを使って撮影をするのはアウトですけど、肉眼で見るだけなら法律に違反するわけじゃないですよね？　庭園は出入り自由なわけですし」

「なんで優衣奈はそんなに俺に協力的なの？」

「先輩の立場になって考えたら可哀想だからですよ。せめて、法律で許される範囲での抵抗はしてもいいんじゃないかと思いまして」

「いい子……」

「わたしは他人の痛みがわかる人間なんです」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、得意げに大きな胸を張った。

　するとそこで、浴衣ゆかたに着替えた神かん崎ざき真ま桜おさんと姉がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

「あっ、真桜さんとお姉ねえさんが来たみたいですね」

「そうだな。浴衣姿の神崎真桜さん、美しすぎてヤバい」

「本当ですね……」

　優衣奈はウットリした表情で同意した後、俺の方を見て、なぜか口を尖とがらせた。

「……先輩は浴衣姿、好きなんですか？」

「美女の浴衣姿が嫌いな男なんてこの世に存在しないだろ」

「ふーん……そうなんですね……」

　優衣奈は意味深な視線を向けてきた。ちょっと怒っているように見えるのは気のせいだろうか？

　少し引っかかったが、今は神崎真桜さんのお姿を目に焼き付けるのに忙しいので、あまり気にしないでおく。

「お待たせ～。それじゃあ優衣奈ちゃん、行こっか」

「は、はい！　よろしくお願いいたします！」

　さっきまで神崎真桜さんの浴衣姿を舐なめ回まわすように見ていた優衣奈が、緊張の面持ちで返事をした。

　今の優衣奈は最推しの裸を見ることしか考えていない変態だと思うのだが、彼女を逮捕できないところに日本の法律の限界を感じた。

「優衣奈ちゃんは着替えは持ってきているの？」

「はい。日帰り入浴をしようと思っていたので」

「準備がいいんだねー」

　そんな会話をしながら、俺以外の３人はエレベーターに乗り込んだ。

　すぐにエレベーターのドアが閉まり、ラウンジが物悲しい静寂に支配される。

「…………よし」

　気合いを入れた後、先日と同じように旅館内にある庭園に向かうことにした。

　１人でベンチに座り、真冬の厳しい寒さに耐えながら、屋上にある露天風呂の方に視線を向け続ける。

　何かが見えるかもしれないという期待と、もしかしたら逮捕されるかもしれないという緊張で、胸が高鳴りまくっている。

　もっとも、露天風呂とは距離が離れているし、今は夜なので、まともに見えるとは思えない。優ゆ衣い奈なに言われたように、少年院に入ることを覚悟でスマホの望遠機能を使うか？

　……いや、でも、優衣奈も入っているわけだし……。

　結局、俺は自分の中の悪魔に打ち勝ち、スマホは使わないと心に決めた。

　するとそこで、露天風呂の縁ふちに上半身裸の人が現れた。

　周囲の灯あかりにぼんやりと照らされたその人は、短めの金髪だと思われた。




　……もしやアレは、神かん崎ざき真ま桜おさんなのか……!?




　その人影は５秒ほどで引っ込んでしまったし、距離がありすぎてやはり何もわからなかったが、推しの入浴姿を遠方からとはいえ目撃できたかもしれないという事実に、不謹慎ながらも感動を覚えてしまった。

　悪事に手を染めないと決めた俺に、神様がご褒美をくれたのだろうか？

　今日の思い出があれば、残りの人生ずっと不幸でもいいと思った。
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　約30分後。お風呂から上がってきた３人と合流したのだが、なぜか優衣奈が浴衣ゆかた姿になっていた。

「真桜さんが部屋にあった予備の浴衣を持ってきてくださったので、お借りしたんです。どうですか先輩？　可愛かわいいですか？」

「あ、ああ」

「えへへ、嬉うれしいです」

「神崎真桜さんの次に可愛い」

「反論の余地がない感想を言わないでください。ちゃんと自覚していますから」

　優衣奈は不満そうに頬ほおをふくらませ、浴衣の袖でペチペチと叩たたいてきた。

「そんなことより優衣奈、一緒にお風呂に入ってみて、どうだったんだ？」

　そう質問した瞬間、優衣奈は恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「真桜さんの裸、本当に美しかったです。でも体の構造は、わたしたち一般庶民と同じでした」

「生物学的にそれは当然のことなんだが、感動する気持ちはわかる」

「優衣奈ちゃんったら、私の体を舐なめ回まわすように見てきて、すっごく恥ずかしかったよ」

　神崎真桜さんが苦笑まじりに言った。

「体を洗わせてほしいって言い出して、いろんなところを触られたしね。もう、エッチなんだから」

「す、すみません」

「まぁ私もお返しに、優ゆ衣い奈なちゃんの裸を見まくって、触りまくってやったんだけどね。高校１年生とは思えない発育の良さだったよ」

「えへへ。真ま桜おさんに体を洗っていただいた際、すべてを見られてしまいました。もう真桜さんのお嫁さんになるしかありません」

「大歓迎だよ！　高校を卒業したら２人で暮らそっか♪」

　神かん崎ざき真桜さんはそう言って優衣奈に抱きついた。

「はわわわわ……!!」

　抱きつかれた優衣奈は慌てふためき、密着している神崎真桜さんを見つめている。

　……ヤバい。浴衣ゆかた姿で抱き合う優衣奈と神崎真桜さんを見ていたら、百ゆ合りに目覚めそうになってきた。

　すると、俺の不穏な視線に気づいた神崎真桜さんが小首をかしげた。

「大ひろ翔とくん、どうかしたの？」

「俺は今、人生で初めて百合の尊さを知って、悟りを開いた心境になっています」

「大翔くん。そういうことは本人たちの前では口に出さない方がいいと思うよ」

「す、すみません……」

「そもそも、自分の彼女を私に取られちゃってもいいの？」

「あっ……」

　しまった。俺と優衣奈は付き合っているという設定なのだった。

　先ほどの質問に答えるため、優衣奈の彼氏の気持ちになって想像してみる。もしも自分の恋人が、自分の最推しとイチャイチャしていたらどう思うか……。

「……優衣奈を奪われるの、控えめに言って最高かもしれないです。相手が神崎真桜さんなら大歓迎です」

「大翔くん、寝取られに目覚めないで。人間に戻れなくなるよ」

　神崎真桜さんにジト目を向けられてしまった。生きていて良かった。

「ネトラレ……って何ですか？」

　聞いたことがない単語だったのか、優衣奈が小首をかしげた。

　それに神崎真桜さんが答える。

「寝取られっていうのは、簡単に言うと『自分の好きな人が他人と性的関係になる状況に興奮を覚える人に向けたジャンル』のことだよ」

「自分の好きな人が他人と…………ええっ!?　そんなジャンルがあるんですか!?」

「うん。人間は業ごうが深い生き物だよね……」

「そして先輩も、ネトラレというものに興味があると……!?」

「その言い方は語弊があるな。俺はただ、優ゆ衣い奈なと神かん崎ざき真ま桜おさんがイチャイチャしているところを想像したらすごく楽しいと思っただけで」

「なるほど……？」

　優衣奈はチンプンカンプンと言いたげな顔をしている。

「優衣奈も、自分の彼氏である俺が神崎真桜さんとイチャイチャしていたら、嬉うれしいだろ？」

「…………」

　優衣奈は俺と神崎真桜さんの顔を交互に見つめ、３秒ほど黙考した。

　そして結論を告げる。

「わたしには理解できない感覚ですね」

「マジかよ……。でもさ、自分の恋人が有名声優さんを射止めたら、鼻が高いんじゃないか？」

「ちょっと何を言っているのかよくわからないです」

「ちなみに優衣奈ちゃん。もしも大ひろ翔とくんが浮うわ気きしたらどうする？」

「そうですね……二度と悪いことができないように、手足を縛って監禁します」

「だってさ、大翔くん」

「わかった。それじゃあもし俺が有名声優さんと浮気できる状況になったら、直前に優衣奈に連絡して、別れてから実行することにするよ」

「うわー……大翔くん、クズだね」

「前々から先輩の思考回路はおかしいと思っていましたが、そこまで最低最悪の発想ができるとは思いませんでした」

　誠意ある対応を予告したつもりだったのに、美少女２人から睨にらまれてしまった。

　なんだこの楽しすぎる状況は。

「ちなみに、私たちがお風呂に入っている間、大翔くんは何をしていたの？」

　神崎真桜さんに唐突にそう質問され、ドキッとした。

　まさか、俺が庭園にいたことがバレているのか……？

「……えっと、『ウォーキング・ドラゴン』を起動したら旅館内にレアなドラゴンがいたので、頑張って捕獲していました」

　俺は慌てて庭園にいた理由を偽装した。

『ウォーキング・ドラゴン』とは、スマートフォン向けの位置情報ゲームアプリである。現実の地図上に様々なドラゴンが出現するので、実際にそこまで移動して戦ったり捕獲したりするのだ。

「俺、割とガチ勢なんです。サービス開始当初、神崎真桜さんがドラゴンを捕まえる度にＳＮＳで報告しているのを見て、始めたんですけど」

「そうなんだ？　たしかに私、昔はハマっていたからね」

「今はやっていないんですか？」

「うーん……。最近は仕事で関わったゲームが増えすぎて、やる時間がなくてね……」

「なるほど。仕事で関係したゲームは全部やっているんですか？」

「一応、すべてのゲームをガチでやっているよ。自分が演じているキャラには思い入れがあるから、新しい衣装が出たら必ず手に入れるようにしているの。そのせいで毎月の課金額が大変なことになっているんだけどさ」

「えっ……？　自分が演じているキャラなのに、ゲーム会社からもらえないんですか？」

「もらえないよー。みんなと同じように課金して、みんなと同じようにガチャを回しまくっているよ。天井まで行くこともしょっちゅうだよ」

　神かん崎ざき真ま桜おさんはあっけらかんと言い放ったが、割と衝撃の事実だった。

　その後、俺たちはラウンジでジェラートを食べながら、神崎真桜さんのありがたいお話を聞くことになった。アニメの収録現場やラジオ収録での裏話、姉が普段マネージャーとしてどんな仕事をしているかなどである。

「……ところで、２人はそろそろ帰らないとマズいんじゃないの？」

　ラウンジで話し始めてから１時間ほどが経たった頃、姉がそんなことを言い出した。

　現在時刻は22時。たしかに長居しすぎてしまった感がある。

　俺たちは後ろ髪を引かれる思いながらも、仙せん台だいに帰るため、駅に向かうことになった。

　浴衣ゆかたのままだった優ゆ衣い奈なが着替え、帰る準備ができると、神崎真桜さんが旅館の玄関まで見送りにきてくださった。

「２人とも、今日は本当にありがとう。いろいろ話せて、とっても楽しかったよ」

「とんでもないです。俺たちの方こそ、死ぬほど楽しかったです」

「至高の時間をありがとうございました。これでいつでもあの世に行くことができます」

「だから、なんで２人はすぐに死を想定して喋しやべるの……」

　苦笑いする神崎真桜さんに見送られ、俺と優衣奈は旅館を出た。

　満天の星の下、松まつ島しまの海岸沿いを歩く。

「あっという間の４時間でしたね……本当に最高でした……」

「だな……こんなに楽しい時間は、もう一生味わえないんだろうな……」

「諦めが早い気がしますが、真理ですね……。できることなら１泊して、もっと真桜さんと一緒にいたかったです……」

「さすがに３万円の部屋には泊まれないだろ。それに神崎真桜さんはもうすぐ寝るって言っていたし、明日は午前中の新幹線で東京に帰るって言っていたから、十分一緒にいられたと考えよう」

「そうですね。ちなみに、先輩はお姉ねえさんとあんまり話していませんでしたけど、良かったんですか？」

「大丈夫。姉は明日実家に来て、そのまま年越しする予定だから」

「そうなんですか。じゃあお家うちでたくさんお話しできますね」

「俺と優ゆ衣い奈なが付き合っているって話を両親の前でしないか、今から不安で仕方ないよ。一応、口止めはしたんだけどさ」

「もし良ければ、ご両親にご挨拶しに行きますよ？」

「それは話がややこしくなるだけだ」

「でも、カップルの振りをしようと言い出したのはわたしですし、責任は取ります」

「謎の責任感……。とりあえず、もし姉が口を滑らせて、両親に『恋人に会わせろ』って言われたら連絡するよ」

「了解しました。その際は和服を着て、新年のご挨拶に伺います」

「結納みたいな雰囲気を出すのはやめて」

「先輩のお家の味み噌そ汁しるの味を勉強させていただきますね♪」

「そのまま住む気か？」

　優衣奈が言うと冗談に聞こえないから怖い。

　その後、駅に到着した俺たちは22時20分発の電車に乗り込んだ。

　興奮冷めやらぬ俺たちは、電車内でも神かん崎ざき真ま桜おさんのことを賛美し続けた。

　それから約30分後、電車が仙せん台だい駅に到着したので、改札付近まで一緒に移動する。

「暗くて危ないし、マンションの前まで送ろうか？」

「大した距離じゃないので、１人で大丈夫です。それじゃあ先輩、また連絡しますね。今年はもう会わないかもしれないので、よいお年を」

　優衣奈はあっさりそう言って、１人で改札から出ていこうとする。

「──ちょっと待ってくれ」

　離れていく優衣奈の左腕を掴つかむと、彼女は弾はじかれたようにこちらに向き直り、目を丸くしながら質問してくる。

「先輩、どうかしたんですか？」

「いや、その……だな」

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたものの、俺は覚悟を決めて、今日になってからずっと言いたかったことを切り出す。

「……あと１時間ちょっとで、優衣奈の誕生日だろ？　だから、これ……誕生日プレゼント」

　俺はバッグの中から、包装されたプレゼントを取り出した。

「──えっ!?　先輩、わたしの誕生日を覚えていてくれたんですか!?」

「ああ。お嫁さんにしたいコンテストのプロフィールに載っていたからな」

「嬉うれしいです……ありがとうございます!!」

　優ゆ衣い奈なはプレゼントを受け取って大事そうに胸に抱えた後、小首をかしげる。

「でも、なんでこのタイミングで渡してきたんですか？」

「それは……誕生日プレゼントを用意しておいたものの、自分から切り出すのが恥ずかしくてさ。それで今日、どこかのタイミングで優衣奈の誕生日の話題が出たら渡そうと思っていたんだけど、結局一度もそういう話にならなくて……」

「なるほど。先輩ってサプライズから最も距離が遠い人類なので、ビックリしました」

「悪かったな」

「でも、そんな先輩だからこそ、プレゼントを用意してくださったことが嬉しすぎます。先輩のこういう、不意打ちで優しさを見せてくるところ、好きですよ」

「えっ……？」

「──あっ、いや、違います！　好きっていうのは、先輩として尊敬しているって意味です！」

　優衣奈は慌てた様子で訂正した。

「あ、ああ。そうだよな」

　一瞬、異性として好意を寄せられているのだと勘違いしてしまった。危ない危ない。

「ところで、プレゼントって今開けてもいいですか？」

「もちろんいいぞ。でも、邪魔にならないように改札から離れようか」

「了解です」

　周囲を見回し、階段横にある人通りがなさそうな地点に移動した後、優衣奈はプレゼントの包装を開けた。

　中身はチェックの赤いマフラーである。それを確認した優衣奈はさっそく首に巻いて、その場で１回転してみせた。

「似合っていますか？」

「ああ。俺のイメージ通りだ」

「えへへ。わたし、先輩のファッションセンス、好きですよ♪」

　優衣奈はそう言って、満面の笑みを浮かべてくれた。

　ちゃんと渡せて良かった……。

「それじゃあ、呼び止めて悪かったな。優衣奈、よいお年を」

　俺はそう言って別れようとする。

　しかし、今度は優衣奈に右腕を掴つかまれた。

「ん？　どうかしたのか？」

「あの、先輩……。ちょっとワガママを言ってもいいですか？」

「優衣奈のワガママはこれまで何度も聞いてきているが？」

「そうじゃなくて……真面目まじめなお願いがあるんです。ほら、あと１時間くらいでわたしの誕生日じゃないですか？　なのでもし良かったら……わたしが16才になる瞬間を、一緒に迎えてくれませんか？」

「……へっ？」

「──なんて、急に言われても困りますよね。電車がなくなっちゃいますし」

「いや、物理的には可能だよ。０時を過ぎても終電はあるし」

「本当ですか……？」

「でも、あと１時間くらい何をしているんだ？」

「なんでもいいですよ！　先輩と一緒だったら、ベンチに座って話すだけでも楽しいですし！」

「いや、さすがに真冬のベンチは寒いのでは？」

「それなら、わたしのマフラーを半分貸してあげましょうか？　これ、すっごく暖かいんですよ♪」

　優ゆ衣い奈なはそう言って、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

　こうして俺たちは改札を出て、寒空の下で並んでベンチに腰かけ、２人で１枚のマフラーを共有することになった。

　なんというか、ものすごく緊張する。

「……こうしていると、まるで本物のカップルみたいですね」

　真横にいる優衣奈が、少し恥ずかしそうにしながら、そっとつぶやいた。

「さっき好きなところを15個言ってもらった時に思ったんですけど、先輩ってわたしのこと、けっこう好きですよね？　わざわざ誕生日プレゼントを用意してくださったわけですし」

「……誕生日プレゼントをあげたのは優衣奈との友好関係を保つためだし、好きなところ15個は真ま桜おさんの前だったから捻ひねり出だしただけだ。優衣奈も同じだろう？」

「捻り出したとはいえ15個も好きなところを言えたのは、それだけわたしのことを評価してくださっているということですよね？　先輩はわざわざプレゼントを用意してまで、わたしと友好関係を続けたいと思ってくれているわけですし」

「優衣奈ってポジティブだよな」

「先輩からの褒ほめ言葉の供給が極端に少ないので、適応したんですよ。砂漠のサボテンが少ない水分を効率よく吸収する感じです」

「たくましく生きているわけか……。

　ところで、後学のために忖そん度たくなしの気持ちを教えてほしいんだが、今回のプレゼントってどう思った？」

「このマフラーでしたら、すごく嬉うれしいですよ。他の洋服にも合わせやすい柄なので、普段使いしやすそうですし」

「そうか、よかった。身につけるものってセンスが合わなかったらゴミになるから、何をあげるか、ギリギリまで悩んだんだよ」

「たくさん考えていただき、ありがとうございます。ちなみに、他のプレゼントの候補はどんなものだったんですか？」

「ハムとか、洗剤とかだな」

「お歳せい暮ぼですか？」

「食べ物みたいな消耗品だと、もらった時に迷惑だと感じる確率を減らせるだろ？　優ゆ衣い奈なって食べるのが好きみたいだし」

「たしかにそうですけど、さすがにハムは受け取った時の喜びが小さい気がします。お歳暮にしか見えないので」

「なるほど、勉強になった」

「ちなみに、先輩はお誕生日にどんなものをもらうと嬉うれしいですか？」

「商品券だな」

「そうですか。その意見は参考にしないでおきますね」

「図書カードでもいいぞ」

「ダメです。先輩のお誕生日には、わたしが厳選した金券以外のものをプレゼントしますから」

「それでもいいけど、トナカイの被かぶり物ものみたいなのはやめてくれよ？」

「あっ、プレゼントはその方向でもいいですね。先輩は犬耳や猫耳も似合いますし、いい感じのを探しておきます」

「しまった、墓穴を掘った」

「わたしが贈ったプレゼントは、たとえどんなことがあろうとも普段使いしてくださいね？」

「俺は誰からもらったものだろうと、いらないと感じたら処分するタイプだ」

「絶対にやめてください。そういう怖いことを言うなら、もうこのマフラーを使わせませんよ？」

　優衣奈はマフラーを軽く引っ張りながら楽しげに笑った直後、なぜか上空を指差した。

「──先輩！　見てください！　雪ですよ！」

　そう言われて空を見上げると、粉雪が舞い降りてきていた。

　空中を漂う無数の雪の結晶が、電灯に照らされて美しく光っている。

　それはまるで、間近に迫った優衣奈の誕生日を祝福するかのような光景だった。
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　粉雪が舞う夜の仙せん台だい駅で優ゆ衣い奈なと一緒に12月28日を迎えた俺は、優衣奈に「誕生日おめでとう」と伝えた後、無事に終電で帰宅した。

　さらにその96時間後、年越しの瞬間に優衣奈から電話がかかってきて『わたしが一番に新年の挨拶をしたかったので……あけましておめでとうございます』と言われた。

『ちなみに、先輩は初詣に行ったりするんですか？』

「いや、俺は神の類いを信じていないから」

『そうですか……先輩らしいですね……』

　優衣奈は残念そうな声を出した後、電話を切った。

　わざわざ午前０時に電話してくるなんて、やけに懐かれているな。誕生日プレゼントを渡したから好感度が上がったのだろうか。

　その後は優衣奈から連絡がくることはなく、俺はひたすら勉強し続けるという例年通りの冬休みを過ごすことになった。

　……しかし、どうにも勉強に身が入らない。

　最推しと食事会をするという人生最大のイベントを経験した直後なので、何も起きない毎日が退屈に感じられて仕方ないのである。

　最初の１週間くらいは余韻が残っていたし、食事会で録音させてもらった音声を何度も聴き直して純粋に楽しんでいたのだが、日が経たつにつれて、虚無感に襲われるようになってしまったのだ。

　この言い表しようのない空虚さを優衣奈と共有すれば少しはマシになる気もするのだが、そんな理由で連絡するのは気が引ける。もし優衣奈がまだ食事会の余韻に浸っていたら、水を差すことになるのだし……。

　そんなこんなで灰色の毎日を送っていると、冬休みの終わりが近づいてきた。

　──だが、冬休み最後の土曜日、１月15日の昼。何の前触れもなく姉から電話がかかってきた。

『あんたって、「ウォーキング・ドラゴン」にどのくらい詳しい？』

　姉は開口一番、なぜかそんな質問をしてきた。

　意図がわからないものの、ひとまず返答する。

「イベントで毎回１００位以内に入るくらいにはガチ勢だよ」

『１００位以内って、どのくらいすごいの？』

「説明が難しいけど、とりあえず攻略サイトで評価10になっているドラゴンをすべて手に入れて最大限まで強化した上で、イベント期間中は可処分時間のほとんどを費やしてようやく食い込めるって感じかな」

『なるほど。今しかない貴重な青春の時間をそのゲームで浪費しているわけね』

「そういうことを言わないで」

『そんなあんたの腕を見込んで頼みがあるわ。今すぐ東京に来て、明日の朝までに「ウォーキング・ドラゴン」のことを、真ま桜おにレクチャーしてほしいの』

「……はっ？」

　俺が神かん崎ざき真桜さんにゲームをレクチャー？　一体なぜ？

『簡単に事情を説明するわね。うちの事務所に所属している声優がインフルエンザになっちゃったんだけど、その子は明日、「ウォーキング・ドラゴン」のイベントで司会をやる予定だったのよ。それで真桜が急きゆう遽きよ、代役をやることになったの。

　あんたも知っていると思うけど、真桜は過去にＳＮＳで「ウォーキング・ドラゴン」にハマっているって発信していたのよ。どうやら運営会社の人もそのことを知っていたみたいで、真桜を代役にすることを伝えたらすごく喜んでいたの。

　でも、真桜はかなり前に「ウォーキング・ドラゴン」をやめてしまっている。そのことを知られたら、運営会社の人だけじゃなく、イベントに来るお客さんもガッカリさせてしまうかもしれない。

　それに加えて、元々司会をやる予定だった子は「ウォーキング・ドラゴン」にすごく詳しかったから、イベントではフリートークをする時間が10分、用意されているの。けれど司会が真桜になってフリートークができないとなると、明日までに10分の間を埋める内容を考えなければならない。

　正直に言うべきか、それともごまかすべきか。どう対応するのがベストかを考えていたら、真桜が「元々は自分の責任だから、ガチ勢の演技をする」って言い出したの。「今日は夕方に仕事が終わるから、それからゲームのことを猛勉強する」って。

　真桜は一度言い出したらよっぽどのことがないと考えを変えないし、結局はそれが一番いい対応かもしれないという結論に達したの。

　それで講師を用意できないかって考えている最中に、あんたが「ウォーキング・ドラゴン」をやっていることを思い出して、連絡したのよ。すでにあんたは真桜が「ウォーキング・ドラゴン」をやめたことを知っているわけだし、もしもゲームに詳しいなら、適任だと思って』

「なるほど……」

『というわけで、急な話で悪いんだけど、引き受けてもらえる？』

「もちろん。食事会の恩返しをしたいと思っていたから、機会をもらえて感謝したいくらいだよ」

『ありがとう。当たり前だけど、交通費は会社で出すから、よろしくね。今、事務所の住所を送るから』

「あっ、ちなみに講師なんだけど、優ゆ衣い奈なの都合も聞いてみていいかな？」

『ん？　朝あさ日ひさんと２人で教えたいってこと？』

「うん。優衣奈もかなりゲームをやり込んでいるんだけど、女の子視点での感想も頭に入れておいた方がいいと思うんだ」

『……えっと、女の子視点での感想って、どういうこと？』

「ゲームをやる時、俺は効率重視で進めるから、とにかくスキルが強かったり、コンボの相性がいいドラゴンだけをパーティに編成しているんだ。でも優衣奈は見た目を重視していて、強さに関係なく、可愛かわいいドラゴンを選んで育成している。

　もし神かん崎ざき真ま桜おさんがイベントでどのドラゴンが好きかを聞かれる可能性があるなら、性能だけで推しを決めるんじゃなく、見た目やバックストーリーも知っていた方がいいかと思ってさ」

『あんたはドラゴンのバックストーリーには詳しくないの？』

「俺は弱いドラゴンには興味がないから、ストーリーは全部スキップしている」

『本当に効率重視なのね……』

　姉が電話の向こうで呆あきれたような声を出した。

『わかったわ。それじゃあ朝日さんの都合が良かったら、一緒に東京に来てもらって。新幹線の領収書をもらえれば、２人分の交通費を払うから』

「了解」

　俺は姉との電話を切り、優衣奈にこんなメッセージを送る。

『今から東京に行って神崎真桜さんと会うことになったんだが、一緒に来るか？』

　すると１秒で返信がきた。

『当然です』





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　こうして急きゆう遽きよ上京することになった俺たちは、とりあえず仙せん台だい駅で落ち合うことになった。

　時間に余裕がないので、バッグに財布とスマホだけを入れて、電車に飛び乗った。どうせ夜には帰ってくるし、なんとかなるだろうという判断だ。

　仙台駅に到着した俺は、改札付近で優衣奈を見つけた。

　合流した優衣奈はポニーテールで、俺があげたマフラーを首に巻いてくれていた。

「優ゆ衣い奈な、お待たせ。……そのマフラー、使ってくれているんだな」

「はい。ほぼ毎日巻かせていただいています♪」

　優衣奈はそう言いながら、マフラーの先端を持って頬ほおずりした。

「肌触りが好きなので、家にいる時も時々なでているんですよ」

「斬新な使い方だな」

「触っていると癒やされるんですよね。愛あい猫びようをなでる感覚に似ているかもしれません」

「マフラーをなでても無反応でつまらないんじゃないか？」

「たしかに寂しいですけど、そのかわりエサ代がかかりませんし、トイレの世話をする必要もありませんからね。猫とマフラー、どっちがペットとして有能かはわかりませんよ？」

「その対決はどう考えても猫の勝利だろ」

「でもわたしが住んでいるマンション、猫は飼えないんですよ」

「そうなのか」

「はい。なので猫を飼えない心の隙間を、このマフラーに埋めてもらいました」

「想定外の活用法だが、喜んでもらえてよかったよ」

　──などという無駄話をしている場合ではない。早く券売機で新幹線のチケットを買わなければ。

「ちなみに、姉からは『どうせ会社がお金を出すんだし、グリーン車でもいいよ』って言われたんだけど、どうする？」

「普通車で十分ですよ。元々は真ま桜おさんが稼いだお金であることを考えると、１円たりとも無駄にはしたくないですし」

「俺も同意見だ」

　というわけで、10分後に発車する新幹線のチケットを購入し、すぐさまホームに移動した。

「それにしても、まさかこんな展開になるとは思いませんでしたね」

　隣の席に着席した優衣奈が、笑いを堪こらえきれないという様子でつぶやいた。

「お姉ねえさんたちにとっては緊急事態なので、こんなことを言うと不謹慎かもしれないですが、真桜さんにお会いできるのはやっぱり嬉うれしいです」

「だな。貴重な青春の時間をゲームで浪費していて、本当に良かったぜ」

「わたしたちが『ウォーキング・ドラゴン』で得た知識のすべてを真桜さんにお伝えしましょう」

「そうだな。新幹線に乗っている間に、どんな情報をお伝えすればいいか、まとめておこう。俺は基本的なゲームの攻略法と、今の環境で流は行やっているパーティ編成、これまでに開催されたイベントの概要あたりをまとめておくよ」

「ではわたしは、可愛かわいいと思うドラゴンの推しポイントをまとめておきます」

「ああ。よろしく頼む」

　こうして俺たちは、それぞれのスマホで『ウォーキング・ドラゴン』の教科書を作りはじめた。基本的には攻略サイトの文章をコピペしていくだけなのだが、それでもけっこう大変だった。

　仙せん台だい駅を発車した約１時間後、新幹線が大おお宮みや駅に到着した。ここで新幹線を降りて、湘しよう南なん新しん宿じゆくラインで姉が勤める声優事務所に向かう。オフィスにある会議室で神かん崎ざき真ま桜おさんに『ウォーキング・ドラゴン』について教えるらしいのだ。

　姉に指定された駅で電車を降りた頃には18時近くになっていた。終電は21時半なので、あまり時間がないな……。

　そんなことを考えながら改札を出たところで、スーツ姿の姉が待っていた。

　軽く挨拶をしてオフィスに向かうことになったのだが、俺の前方で優ゆ衣い奈なと姉が横２列になって話しはじめた。

「朝あさ日ひさん、ごめんね。急に呼び出したりして」

「いえ、わたしが勝手に先輩にくっついてきただけなので、どうぞお気になさらないでください」

「ちなみにそれは、真桜に会いたかったから？　それとも弟と一緒に東京旅行がしたかったから？」

「両方です♪」

「その様子だと、２人の交際は順調みたいね」

「はい♪」

「そうだ。いい機会だし、連絡先を交換してもらってもいい？」

「もちろんです！」

　２人は赤信号で止まったタイミングでスマホを取り出し、手早く連絡先を交換した。

「──はい、ＯＫね。もし弟に何か嫌なことをされたら、気軽に相談してね」

「先輩にかぎって、そんなことはないから大丈夫ですよ♪」

「朝日さんはいい子ね。弟にはもったいないくらいよ」

「とんでもないです。先輩に見合う女性になれるよう精進しているところなので、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします」

「本当にいい子……。この子が将来義妹いもうとになるかもしれないなんて、夢みたいだわ」

「そう言っていただけると嬉うれしいです♪」

「…………」

　……優衣奈、流れるように嘘うそをついているな……。

　最初は心臓に悪いと思っていたのだが、あまりに嘘が自然すぎて、段々本当に俺たちは付き合っているのかもしれないと錯覚しはじめた。

　共犯者の俺まで騙だまされそうになるとは、優ゆ衣い奈な、恐ろしい子……。

　やがて事務所に到着した。けっこう大きいビルで、姉は守衛さんにＩＤカードを見せて、エレベーターに乗り込む。

「そういえば姉ねえさん。ここに来るまでに作ったテキストを送るから、神かん崎ざき真ま桜おさんと共有しておいて」

「了解」

　エレベーターが３階につき、しばらく進んだところにある会議室に入ると、すでに神崎真桜さんが待っていた。

　俺たちが部屋に入ると、神崎真桜さんは椅子から立ち上がり、頭を下げた。

「２人とも、急に呼びつけちゃってごめんね」

「とんでもないです。俺たちなんかで良かったら、いつでも呼びつけてください」

「真桜さん、またお目にかかれて光栄です。今日もお美しいですね」

「ありがと～。優衣奈ちゃんも可愛かわいいよ」

「はぅ……。嬉うれしすぎて心臓が止まるかと思いました……」

「ヤバい。また百ゆ合りに目覚めそうだ」

　なんていうやり取りをする時間は、今日はないのだった。

　さっそくゲームのレクチャーを開始する。

「ここに向かいながら『ウォーキング・ドラゴン』の情報をまとめてみて気づいたんですが、把握しておくべき情報はかなりあると思います。ゲーム内容は複雑ですし、登場するドラゴンの種類も多いです」

「最初に何をするべきなのかな？」

「優先度が高そうな情報から頭に入れていきましょう。まずは俺が作成した『現環境での最強ドラゴン７体』という資料を読んでください。次に優衣奈が作った『わたしの推しドラゴン20体の推しポイント』に目を通して、合計27体の中から推しドラゴンを決めましょう。その次に『ドラゴンの強化とパーティ編成のコツ』を学びます。

　それが終わったら、これまでに開催されたイベントの概要を頭にいれていきましょう。これは文章で説明してもわかりづらいと思いますので、動画サイトのリンクを用意しました。短くまとめられているプレイ動画を複数見つけておいたので、実際にイベントを周回している人たちを観みて、どんな内容だったのかだけでなく、当時のプレイヤーがどんなことを感じていたのかを勉強していくのです」

「す、すごい……!!　これだけの資料を、たった数時間で用意したの……!?」

　姉から手渡されたタブレットパソコンを見た神崎真桜さんが、目を丸くした。

「俺、必要な情報をまとめるのは得意なんです」

「先輩はテストでずっと学年１位をキープしているわけですが、一緒に資料を作っていて、出来の違いを思い知らされました。知識を頭に入れる時の効率の良さが、半端じゃないんですよ」

　優ゆ衣い奈なが興奮ぎみに語る。尊敬されているっぽいので嬉うれしい。

「とはいえ、最初にも言いましたが、このゲームは情報量がとにかく多いんです。現時点でメインストーリーが４章まで公開されているので、それに目を通すだけでもかなり時間がかかるでしょうし」

「大丈夫。徹夜してでも全部頭に入れるから」

　神かん崎ざき真ま桜おさんはあっさりそう宣言すると、さっそく俺たちが作成した資料を読み込みはじめた。

「……姉ねえさん、ちょっと」

　勉強の邪魔にならないよう、小声で姉を呼び、廊下に連れ出した。

「神崎真桜さんって、毎日仕事があるんだよね？　徹夜なんかして大丈夫なの？」

「大丈夫じゃないけど、私たちが止めても聞かないわよ」

「でも、『ウォーキング・ドラゴン』のイベントの仕事は急に決まったんだし、ゲームに詳しくなくても仕方ないんじゃないの？」

「まぁ、普通の人だったらそう考えるわよね。でも、真桜は違うの。どんな仕事だろうと、当日までにやれることはすべてやる。たとえ睡眠時間を削ったとしても、絶対に手を抜かない。それが真桜がここまで上り詰めた理由の１つだと思う。

　人気声優って聞くと、華やかなイメージが先行するでしょう？　でも、第一線で活躍している人たちはみんな、一般人には真ま似ねできないレベルの努力を毎日続けているのよ」

「……そうなのか」

　神崎真桜さんはデビュー当時、司会も歌もダンスも全部が苦手だったというのは有名な話だ。しかしスキルを求められる度、努力を重ねることによって乗り越え、徐々に活躍の場が増えていった。

　俺はそのことを知っていたのだが、一度人気声優になってしまえば、後は努力なんて必要ないんじゃないかと思っていた。

　けれど神崎真桜さんは今も、俺たちには見えないところでこんなにも頑張っているのか……。

　とはいえ、今回は時間がなさすぎる。

　できることなら、もっと神崎真桜さんの力になりたい。

「……姉さん。ふと思いついたんだけど、こういうのはどうかな？　明日のイベント、俺たちが控え室とかに待機していて、マニアックな質問をされたら無線で返答内容を指示するんだ。この方法ならゲームの知識を完璧に頭に入れなくても、十分対応できると思うんだけど」
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　俺がした提案はすぐに採用され、今日は東京で１泊することになった。

　今回は日帰りの予定だったので、ここには財布とスマホしか持ってきていない。姉の計らいで謝礼がもらえることになったので、後でコンビニに行って必要なものを買うとしよう。

　とはいえ、その前にいろいろやらなければならないことがある。まずは優ゆ衣い奈なを廊下に呼び出し、事情を説明する。

「──というわけなんだけど、優衣奈、１人で宮みや城ぎに帰れるか？」

「１人で新幹線に乗るのは無理なので、わたしもここに残ります」

「いや、帰った方がいいんじゃないか？　ご両親が心配するだろうし、明後日あさつては始業式なんだし……」

「それは先輩も同じじゃないですか。１人だけ残るなんてズルいです」

「やっぱりそう思うよなぁ……」

　俺が逆の立場だったら絶対に抵抗したと思うので、仕方ない。

　ダメ元で姉に事情を話すと、キチンと保護者の許可を取ることを条件に、俺と優衣奈が泊まるホテルを用意してもらえることになった。

　こうして終電の時間を気にする必要がなくなった俺たちは、張り切って『ウォーキング・ドラゴン』のレクチャーを再開することになった。

　神かん崎ざき真ま桜おさんが資料を読み込んでいる横で、俺は簡単なテストを作成する。

　やがて、すべてのテキストの内容が頭に入ったようなので、質疑応答の後、テストを開始する。

「問題です。ダイヤモンドバーストと呼ばれているコンボの内容を答えよ」

「えっと、ダイヤモンドドラゴンはスキルを使うと攻撃力が20秒だけ２倍になるバフが発動します。20秒以内に再度必殺技を使えば攻撃力が４倍、８倍と上書きされて大ダメージを与えることが可能なので、バーストドラゴンのスキルを使ってＳＰを高速で溜ためるコンボが有効です」

「正解です。それじゃあ次の問題──」

　こんな感じでゲームの内容を詰め込んでいったのだが、神崎真桜さんはものすごく優秀な生徒だった。

　３時間ぶっ通しで授業を続けていると、会議室にデリバリーピザが届いたので、休憩することになった。

「神崎真桜さんって、与えられた知識をスポンジみたいに次々吸収していきますね。脳みその構造はどうなっているんですか？」

　照り焼きチキンピザを食べながら質問すると、神かん崎ざき真ま桜おさんは苦笑いした。

「私、学生時代にまったく勉強しなかったから、脳の容量が余っているんだと思う」

「でも前にラジオで、暗記するのは苦手だって言っていましたよね？　声優さんになったのは台本を持った状態で演技ができるからだって」

「キャラのセリフを一言一句正確に暗記するのは苦手なんだけど、大まかな内容を把握するのは得意なんだよ。今回は自分が好きなゲームのことだしね。それに何より、大ひろ翔とくんたちが作ってくれたテキストがわかりやすいから、読んでいるとすんなり頭に入ってくるの」

「恐縮です」

「２人が作ってくれたテキストって、それぞれ個性があって面白いよね。大翔くんのテキストは最低限必要な情報が上じよう手ずにまとまっているし、優ゆ衣い奈なちゃんのテキストは推しのドラゴンへの愛が詰まっているって感じで」

「それは俺も思いました。優衣奈の文章は良くできたラブレターって感じで、記憶に残るんですよね」

「えへへ、ありがとうございます。わたしはただ、推しの魅力を伝えようとしただけなんですけどね」

「それも１つの才能だよ。優衣奈ちゃんがアニメの推薦文を書いたら、たくさんの人に魅力が伝わりそう」

「そんなこと、初めて言われました。わたしの才能を発見していただき、ありがとうございます」

　優衣奈は照れ笑いを浮かべながら、俺たちにお礼を言った。

　その後、ピザを食べ終えた俺たちは勉強会を再開し、22時を回ったところで解散することになった。

「これだけ勉強すれば、ガチ勢として振る舞うのは余裕だと思います。ただ、神崎真桜さんのアカウントはプレイヤーレベルが低すぎるので、もしも運営会社の人にアカウントのＩＤを聞かれたりしたら、俺のアカウントが自分のものであるかのように振る舞ってください」

「何から何までありがとう。明日はよろしくね」

　笑顔の神崎真桜さんに見送られ、俺と優衣奈は駅前にあるホテルに向かって歩きはじめた。

「俺は途中でコンビニに寄るけど、優衣奈はどうする？」

「わたしも買いたいものがあります」

「そうか。じゃあいったん解散して別々のコンビニに行って、ホテルで合流しよう」

「──えっ？　なんで別れる必要があるんですか？」

「いや、ほら、お互いに見られたくないものを買う必要があるかもしれないだろう？」

　少なくとも俺は、コンビニで下着を買う予定なのだ。

「なるほど。先輩は自分が買うパンツをわたしに見られたくないんですね」

「はっきり言うな」

「こういうのって普通、わたしの方が恥ずかしがるべきですよね……。先輩って女子力が高いです」

「こんなことで女子力を計測される日が来るとは思わなかったよ」

「わたしもです」

「たぶん優ゆ衣い奈なも泊まる用意はしてこなかっただろう？　俺が同じコンビニにいる状態で下着を買うのは恥ずかしくないか？」

「たしかに恥ずかしいですけど、会計の時に離れていればいいだけだと思います」

「それもそうか……」

　こうして俺たちは、一緒に駅前のコンビニに入った。

　しかし、俺は入店してすぐのところで足を止めてしまった。

　そのコンビニのレジは、若い女性が担当していたのだ。

「先輩？　どうかしたんですか？」

「優衣奈、このコンビニはダメだ」

「へっ？　なんでですか？」

「店員さんが女性だから、恥ずかしくて下着を買えない」

「先輩の中の乙女おとめが爆発していますね……」

「というわけで、俺は他のコンビニに行ってくる」

「わかりました。わたしはここで買い物をしてから追いかけますね」

　こうして俺は１人、駅前にあるもう１軒のコンビニに向かった。

　だが、そこのコンビニにも女性店員さんしかいなかった。

　スマホで他のコンビニの位置を調べてみるが、駅からけっこう離れているようだ。

　どうしよう……。いったんホテルにチェックインしてから別のコンビニに行くか、それとも我慢してここで買うか、あるいは明日は１日ノーパンで過ごすか……。

　このタイミングであのお姉ねえさんのシフトが終わって、代わりに男性店員さんが入ったりしないかな……。

　そんなことを考えながらレジを盗み見ていると、さっきのコンビニで買い物を終えた優衣奈がやって来た。

　優衣奈は俺の姿を見て、呆あきれたような顔つきになる。

「先輩、まだ買ってないんですか？」

「だって……」

「もう、世話が焼けますねぇ。仕方ないから、わたしが代わりに買ってあげますよ」

「──えっ？　何その解決法？」

「わたしに託すだけなら、恥ずかしくないでしょう？」

「たしかに店員さんとのやり取りはしなくて済むけど、俺の下着を優ゆ衣い奈なに見られることになるだろう。何の解決にもなってないよ」

「でも、購入する時点ではまだ先輩ははいていないわけですから、ただの布ですよ。恥ずかしがる必要はありません」

「理屈としてはそうだけど、俺が明日１日、どんなパンツをはくことになるのかを優衣奈に知られるわけだし……」

「『先輩は今、わたしが買ってあげたパンツをはいているのか……』なんてことを考えたりしないから安心してください」

「……いや、やっぱり無理だ。別のコンビニで買うことにする」

「そのコンビニの店員さんも女性だったらどうするんですか？」

「そ、それは……」

「今回はわたしも、先輩の気持ちがちょっとはわかるんです。もしレジが男性だったら、なんか嫌だなぁって思ったでしょうし。だから下着を買うのはわたしに任せてください」

「えー……」

「それじゃあこうしましょう。わたしが先輩のパンツを買うので、代わりに先輩はわたしのパンツを買ってください」

「状況を悪化させてどうする!?」

「嫌だと言うなら、わたしが先輩のパンツを買うだけにします。さっさとパンツを買って、ホテルに行きましょう」

「ここだけを切り取って聞くと、とんでもないセリフだな……」

「明日は大事なイベントなんですから、早くしてくださいよ。それとも、わたしが勝手に選んじゃっていいですか？」

「そんなパターンがあるの!?」

「男性の下着は洗濯の時に父親のを見たことがあるだけなので、他にどんな種類があるのか、正直興味はあります」

「すごいことを言い出したな……」

「『旅の恥はかき捨て』っていう言葉がありますからね」

「それは、知人がいない旅先ではどんなに恥ずかしいことをしてもその場限りで終わるって意味であって、今の状況には適用されないだろ」

「細かいことを気にしないでください。ほら、行きますよ」

　言うが早いか、優ゆ衣い奈なは下着コーナーへと歩を進めていった。

　仕方ないので俺も後を追う。

　売り場には、ボクサーブリーフとトランクスの２種類が並んでいた。色はどちらも黒のみである。

「へー。男性用の下着は２種類あるんですね。ここもさっきのコンビニも女性用の下着は１種類しかなかったのに、ずるいです」

「コンビニの品しな揃ぞろえは俺の責任じゃないからな」

　……ん？　ちょっと待てよ？

　１種類しかなかったということは、さっきのコンビニに戻れば、優衣奈がこれからどんなパンツをはくのか知ることができるのでは？

　ヤバい。ちょっとドキドキしてきた。

「先輩、なにか邪よこしまなことを考えていませんか？」

「今は自分がトランクス派かボクサーブリーフ派かを優衣奈に知られる瀬戸際なんだから、邪なことなんか考えているわけないだろ」

「それならいいですけど……。それで、先輩は普段、どんなパンツをはいているんですか？」

「セクハラで訴えたら勝訴確実の質問をしてくるな」

「わたしと先輩の仲なら許されるでしょ」

「俺が同じ質問をしたらどうするんだよ」

「……知りたいんですか？」

　優衣奈が値踏みするような視線を向けてきた。

「知りたいわけないだろ。今のはたとえ話だ」

　もちろん興味はあるが、即座に否定した。

「あと、俺はボクサーブリーフでもトランクスでもどっちでもいい。でも今回は肌触りが良さそうなボクサーブリーフにすることにしよう」

「わたしに真実を知られないように攪かく乱らんする作戦ですか。さすが学年１位、賢いですね」

「まさかこんなことに俺の頭脳を使う日が来るとはな」

「それじゃあ、わたしは会計してくるので、ちょっと待っていてください」

　言うが早いか、優衣奈はボクサーブリーフを手に持ってレジに向かっていった。

　考えてみると、コンビニで下着を買うのは初めての経験である。コンビニは割高なので、こういうコーナーに近づいたことすらなかった。

　優衣奈を待つ間、他にどんなものが売っているのか眺めていると、女性用のショーツが目に入った。

　……なるほど。たしかに１種類しかないな……。

　他にも靴下やストッキングなどが売られているようだ。

　しかし、ブラジャーはどこにも見当たらない。

「──あっ、そっか」

　考えてみたら、ブラジャーは必要なサイズがぜんぜん違うのだ。おそらく扱わない理由はそこにあるのではないだろうか。

　……あれ？　コンビニにブラジャーが置かれていないということは……。

　もしや優ゆ衣い奈なは、着替えを用意できなかったのではないだろうか？




　つまり明日は、ノーブラ確定……!?




　いやいや、そんなわけがない。きっと今着けているブラジャーを明日も使うのだろう。

　そんな邪推をしていると、会計を終えた優衣奈が戻ってきて、依頼の品を差し出してきた。

　心なしか、その顔は少し赤らんでいる。

「……勢いでレジに行っちゃいましたが、冷静になってみたら、男性物の下着を買うのはかなり恥ずかしかったです……」

「本当にすまなかった。優衣奈の犠牲は無駄にはしないよ」
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　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、なんとかホテルに到着した俺たちだったが、すぐに次なる問題が発生した。

　チェックイン時に予約している名前を告げたところ、渡された部屋の鍵は１つだけだったのである。

　どうやら俺たちをカップルだと思い込んでいる姉が、１部屋しか用意してくれなかったようだ。

　しかも、エレベーターに乗って部屋に行ってみると、客室はワンルームな上に、ベッドはセミダブルが１つ置かれているだけだった。

「優衣奈、本当にごめん。今すぐ姉に連絡して、もう１部屋用意してもらうから」

　俺は苦情を言うためにスマホを取り出したが、それを優衣奈に制された。

「違うんです先輩。えっとですね……」

　優衣奈は気まずそうに話を続ける。

「実はこの部屋を取る時に、お姉ねえさんから『いくら恋人でも、ホテルの部屋は別々の方がいいよね？』と質問されたんですが、わたしが『別々だと余計にお金がかかっちゃいますし、２人一緒でいいですよ』って答えちゃったんです」

「なんでそんなことを!?」

「だって、ここの宿泊費は真ま桜おさんの所属事務所が出すんですよ？　さっき仙せん台だい駅でわたしが『元々は真桜さんが稼いだお金であることを考えると、１円たりとも無駄にはしたくないです』って言ったら、先輩も同意してくれたじゃないですか」

「だとしても限度があるだろ……!!」

　そうつぶやきながら、思わずセミダブルのベッドを盗み見る。

　姉は確実に、俺たちが今夜体を重ねると考えているだろう。

　気まずすぎる。

「……とはいえ、優ゆ衣い奈なが自分から同室でいいって言ったなら、今から変更してもらうわけにはいかないよな」

「ですよね。わたしたちが本当はカップルじゃないってバレる可能性がありますし」

「なんでちょっと嬉うれしそうなんだよ。１晩俺と同じ部屋で過ごすという事実に、女子として身の危険を感じないのか？」

「コンビニでパンツを買えないような先輩に、どんな危険を感じろと？」

「正論すぎて、ぐうの音ねも出ない」

　しかし、本当に優衣奈と同室に泊まってしまっていいのだろうか……？　優衣奈がお風呂に入っている時とか、一緒に寝ている時とかに、俺の中にある雄としての本能が暴走するかもしれないのだが……。

「……とりあえず、今日はもう遅いし、風呂に入って寝るか」

　いったんは自分の理性を信用することにして、そう提案した。

「そうですね。先輩は先と後、どっちがいいですか？」

「優衣奈はシャワー派？　湯船派？」

「夏はシャワーでもいいですけど、冬は湯船に浸つかってゆっくり温まりたいです。──あっ、でも入浴剤がないですね」

「一番風呂は体に良くないって言うもんな。たぶん俺は肌が強い方だから、先に入るよ」

「いいんですか？　先輩は本当に優しいですね……」

　優衣奈がウットリした目でこちらを見てきた。

　この状況でそんな表情をされると変な気を起こしそうなので、できればやめてほしいのだが、当然口には出せない。

　ひとまずバスルームに移動し、バスタブに栓をしてお湯を溜ためはじめた。

　……この部屋はユニットバスなのだが、どちらかが入浴中にもう一方がトイレを使いたくなったらどうするのだろうか……。

　そんな一抹の不安を覚えながら寝室に戻ると、優衣奈が困り顔になっていた。

「どうしましょう先輩。今になってパジャマがないことに気がつきました」

「俺は今着ている服で寝るけど──優ゆ衣い奈なはミニスカートだな」

「そうなんです。備え付けのバスローブで寝るしかないですかね？」

「防御力が低そうだが大丈夫か？」

「見えちゃいますかね……？」

「俺はバスローブで寝て、はだけずに起きた経験がない」

「やっぱりそうですよね……わたし、あんまり寝相が良くないですし……」

「ちょっと待て。寝相が悪いことを自覚していてセミダブルベッドを希望したのか？」

「わたしは同じ部屋でいいと言っただけで、セミダブルがいいとは一言も言っていません。ベッドが２つある部屋になると思っていたんです」

「なるほど……」

「仕方ないですね……自分で蒔まいた種ですし、最悪先輩に下着を見られることを受け入れます」

「待て、受け入れるな」

「じゃあ先輩、今はいているロングパンツをわたしに貸してくれますか？」

「俺にバスローブで寝ろと？」

「先輩がわたしの下着を見るか、わたしが先輩の下着を見るか、２つに１つですね。幸い、わたしはすでに先輩がこれからどんなパンツをはくことになるのかを知っているわけですが」

「どの辺が幸いなのか理解不能なのは置いておくとして、他に何か方法はないのだろうか……」

「明日の朝、先に起きそうな方がバスローブで寝るという方法もありますよね。寝ている間にはだけたとしても、見られなければいいわけですし」

「たしかに。優衣奈っていつも何時くらいに起きているんだ？」

「７時とかですね」

「俺は６時半だ……」

「先輩、ロングパンツをお借りします」

「マジかよ……」

　もっとも、優衣奈は明日着けるブラジャーを手に入れられなかった可能性があるのだ。バスローブで寝かせるわけにはいかない。

「わかったよ。さっき代わりに下着を買ってもらった恩があるし、ロングパンツを貸してやろう」

「ありがとうございます。このご恩は一生忘れません」

「せっかく２つの恩が相そう殺さいされるんだから、すぐに忘れてくれ」
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　それから10分弱でお湯張りが終わったので、予定通り先に俺が風呂に入る。

　ドアには鍵がかかるものの、すぐ隣の部屋に優ゆ衣い奈ながいる状態で全裸になるのは、ものすごく緊張する。なるべく早く体を洗って服を着よう。

　だが、裸になって頭を洗おうと思ったところで気がついたのだが、ユニットバスには洗い場がないので、どう頑張ってもシャンプーの泡がバスタブ内に入ってしまう。

　いろいろと思案してみたが、これはお湯を張り直さないとダメそうだ。家族以外と同じ部屋に泊まるのは初めてなので、気づかなかった。

　急いで頭と体を洗った後、泡まみれになったお湯を捨てる。

　お湯が排水溝に流れていく横で、手早くバスローブ姿になった。室内は暖かいので、素肌の上にバスローブを羽織っただけで十分そうだ。

　やがて空になったバスタブをシャワーで流し、栓をして再びお湯を溜ためはじめる。

　そして事情を説明するため、髪が濡ぬれたまま寝室に戻った。

「あっ、先輩早かっ……」

　湯上がりの俺を見た優衣奈は、何かを言いかけたところで目を丸くした。

「ん？　どうかしたのか？」

「い、いえ。先輩のバスローブ姿がすごくいい感じだったので、ちょっとビックリしたんです」

「バスローブに似合うとかあるのか？」

「少なくとも先輩は似合っていると思います。あと、髪が濡れているところを見たのは初めてですし……」

　優衣奈は俺から視線を外し、恥ずかしそうにつぶやいた。

「それに今、先輩の乳首がチラ見えしました」

「だからどうした」

　俺が突き放すように言うと、優衣奈は意外そうな顔をした。

「えっ？　先輩、乳首を見られるのは恥ずかしくないんですか？」

「いや、乳首は別に……」

「なんでですか？」

「なんでと聞かれても困る。恥ずかしくないから恥ずかしくないんだ」

「でも先輩、前に水着について話していた時に『男の場合、上半身を完全に露出することになるわけだが、正気の沙汰とは思えない』って言っていましたよね？」

「たしかに言ったが、俺が上半身で見られたくない部位は腹だけだよ」

「なんで乳首は良くてお腹なかはダメなんですか？」

「腹を見られると、体を鍛えていないことが一発でバレて恥ずかしいんだよ。でも乳首を見ても生活習慣がバレるわけじゃないからな」

「なるほど……。おかげさまで、先輩の乳首とお腹に対する考えを理解できました」

「それは良かった。……どうでもいいけどさ、さっきから俺たち、『乳首』って言い過ぎじゃないか？」

「先輩がチラ見せしてきたのが悪いんじゃないですか」

　優ゆ衣い奈なはまだ少し恥ずかしそうにしながら、責任転嫁してきた。

　俺の乳首が露出していると優衣奈の心を乱してしまうようなので、バスルームに戻り、バスローブの中にＴシャツを着ることにした。

　そうこうしている内に、バスタブに再度お湯が溜たまりつつある。俺は寝室に戻り、そのことを報告した。

「それじゃあ、次はわたしがお風呂に入ってきますね」

「ああ。俺がさっきまで穿はいていたロングパンツは、バスルームに置いてあるから」

「ありがとうございます。お借りします」

　優衣奈はそう言って、バスルームに消えていった。

　それからしばらくして、優衣奈が湯船に浸つかった水音が聞こえてきた。

　……この扉の向こうには今、一糸まとわぬ姿の優衣奈がいるんだよな……。

　そう考えると、ものすごく興奮した。

　どこかに隙間があって覗のぞけたりしないかな……。

　思わずドアに近づきそうになったが、ほんの少しだけ残っている理性を働かせ、グッと堪こらえる。

　そしてベッドに腰かけ、右手でドライヤーを使いながら左手でスマホを持ち、『ウォーキング・ドラゴン』の攻略サイトを開いた。明日の予習をすることによって、邪よこしまな考えを抹殺しようと考えたのだ。

　……しかし、髪を乾かし終わって以降、バスルームから時おり聞こえてくる水音が気になって、ぜんぜん集中できなかった。

　ものすごく長い30分を過ごしていると、バスルームのドアが開き、首にバスタオルをかけた優衣奈が現われた。

　当然のことなのだが、優衣奈は下半身に俺のロングパンツを穿いていた。

　なんというか、優衣奈が自分のロングパンツを穿いているという状況は、すごく不思議な感覚だった。

　姉が家に来た時、勝手に俺のセーターやコートを着ていることがあるのだが、その時の感覚に似ているような、でも少し違うような……。

「……先輩、どうしてわたしをガン見しているんですか？　似合わないですか？」

「あっ、いや、そういうわけじゃないよ」

　俺は慌てて目を逸そらし、言い訳する。

「ただ、本当に穿はいたんだなーと思って見ていただけだよ」

「当たり前じゃないですか。でも、先輩って脚が長いですね。裾を捲まくらないと引きずっちゃいます」

「そりゃあ、身長が違うからな」

「あとこのロングパンツ、思っていた以上に硬いですね。寝づらそうなので、やっぱりバスローブで寝ようかなって思っています」

「貸した意味がないな」

「実際に穿いてみて初めてわかることもありますよ」

　優ゆ衣い奈なはごまかすように笑った後、バスルームに戻ってドアを閉じた。おそらくバスローブに着替えているのだろう。

　となると俺はバスローブを脱いで、あのロングパンツで寝られるわけか。

　……優衣奈が脱いだ直後のロングパンツを穿くって、倫理的に大丈夫なんだろうか。

　いや、自分の服なんだし、遠慮する必要はないと思うのだが……。

　などと勝手にドギマギしているとドアが開き、着替えを終えた優衣奈が戻ってきた。

　バスローブ姿の優衣奈は、ものすごくエッチだった。女性特有のふくらみの形がはっきりわかって、目の毒だ。

　というか、優衣奈はブラジャーをどうしたのだろうか？　まさか、バスローブの下には何も着けていない、なんてことはないよな……？

　などという妄想を始めてしまいそうになったが、先ほどの反省を踏まえ、不審がられる前に目を逸らす。

　すると優衣奈は、ベッドに座っている俺の真横に腰を下ろした。

「えへへ。こうしてバスローブ姿で並んでいると、２人の間に何かあったみたいで面白いですね」

「笑い事じゃないんだが」

「もしかして先輩、ドキドキしています？」

「別にドキドキはしていないが、目のやり場には困っている」

「普通に見てもらって大丈夫ですよ」

「でも、もし何かが見えたとしても、責任は取れないぞ」

「見えませんよ。バスローブの中にはＴシャツを着ていますから」

「そ、そうなのか」

「今、ちょっとガッカリしませんでした？」

「そんなわけないだろ」

　もちろんガッカリしたわけだが、そのことは表に出さない。

「それより、寝ている間にバスローブがはだけないように気をつけろよ」

「気をつけたところで、はだける時ははだける気がしています」

「……もしはだけたとしても、警察に通報するんじゃないぞ」

「通報なんかしませんよ。ただ、もしも見た場合、先輩は二度とわたしに逆らえなくなりますね」

　優ゆ衣い奈なはいたずらっ子のように笑い、近くに置いてあったドライヤーを使いはじめた。俺はそれを無言で眺める。

　ドライヤーが発する温風で優衣奈の美しい黒髪がなびく度、いい匂いが漂ってくる。俺と同じくホテルに備え付けのシャンプーを使ったはずなのに、俺とは違う高貴な香りがするから不思議だ。

　いつまでも横で匂いを嗅いでいたい気分だが、客観的に見たら変態以外の何ものでもないので、先ほど優衣奈が脱いだロングパンツに着替えることにした。

　バスルームで着替えて戻ってくると、優衣奈は髪を乾かし終えていた。

　スマホを見ると、現在時刻は23時を過ぎている。

「……そろそろ寝ましょうか」

「そうだな」

「なんだか、緊張しますね」

「今さらだけど、『俺は床で寝るからベッドは優衣奈１人で使えよ』みたいなことを言った方がいいか？」

「時間の無駄だから大丈夫です。本来床で寝なければならないのは、１部屋でいいと言ってしまったわたしですし」

「だよな。俺も床で寝るのは不衛生だから絶対に無理だ」

　こうして俺たちは、のそのそとベッドに入った。

「……電気を消してもいいか？」

「はい……」

　俺の質問に、優衣奈は今にも消え入りそうな声で答えた。

「絶対に何もしないと誓うから、不安そうな声を出さないでくれ」

「わ、わかりました」

「それじゃあ、消すぞ」

「はい……」

　手を伸ばして枕元のスイッチを捻ひねり、室内を薄暗くする。真っ暗にするとトイレに行く時に不便なので、ギリギリ室内が見える明るさに調整した。

　ちょうどいい暗さになったところで元の仰あお向むけの体勢に戻り、２人揃そろって天井を見上げる。

　ドクン、ドクンと心臓が脈打つ音がうるさい。自分の鼓動をこんなに意識したのは生まれて初めてかもしれない。

「…………」

「…………」

　暗闇の中、気まずい沈黙が流れている。

　もっとも、これから寝ようとしているところなので、会話が弾んでも困るのだが。

　それから30分ほどずっとドキドキしていたのだが、さすがにこの状況にも少しずつ慣れてきて、うるさかった心臓の鼓動が徐々に収まってきた。

　お互いの寝息だけが聞こえる中、段々と意識がぼんやりとしてくる。

　良かった、もう少しで眠れそうだ。

　緊張のあまり今夜は眠れないのではないかと思っていたので、こっそり胸をなで下ろした。
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　薄暗い部屋の中、首筋に規則正しい寝息がかかり、こそばゆくて目が覚めた。

　寝ぼけながら薄目を開けると、真横に優ゆ衣い奈なの美しい顔があって、口から心臓が飛び出るかと思った。

　あまりの衝撃で、意識が一気に明瞭になる。

　──そうだ。俺たちは昨夜、セミダブルベッドで一緒に寝たんだった。

　現実に戻ってきた直後、右腕が痺しびれていることに気がついた。

　その原因はすぐにわかった。優衣奈の体が俺の右腕にからみ付いているのである。

　俺の二の腕が豊満な胸に密着しており、優衣奈が呼吸するたび、やわらかい感触が押しつけられる。

　さらに、右手はふとももに挟まれている。どうやら、素肌に直接触れているようだ。

　視線を動かすと、布団がはだけている上、優衣奈のバスローブは前がほぼ全開になっており、下に着ているＴシャツと、白いふとももの一部が見えた。
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　冗談抜きで下着まで見えてしまいそうなので、慌てて視線を天井に向けた後、自由な左手で布団をかけた。

　とりあえず、早急に右腕を引き抜かなければ。

　とはいえ、任務を遂すい行こうするまで、絶対に優ゆ衣い奈なを起こしてはいけない。この体勢で目を覚まされたら、お互いに気まずすぎて死ねるからな。

　俺は右腕に全神経を集中させ、カタツムリが歩くような速度で引き抜こうとする。

　しかし、優衣奈は俺の腕をしっかりホールドしており、ビクともしない。

　……というか、今気づいたのだが……。




　右手が薄い布越しに、ものすごくヤバい部分に触れているような……。




　……とにかく、作業完了を急がなければならない。

　いろいろと試行錯誤しているうちに、優衣奈が息をはいたタイミングで腕を引き抜くと、少しは動くことがわかった。

　──だが、半分くらいまで引き抜いたところで、優衣奈が突然、目を開いた。

　寝たふりをすれば良かったのだろうが、バッチリ目が合ってしまった。

「……あれっ……？　なんで先輩がわたしの部屋に……？　わたしたち、結婚したんでしたっけ……？」

「…………」

　どうやら寝ぼけているようだ。

　どう対応するべきか悩んでいると、絡まっていた２本の腕から解放された。

「すみません。先輩のことを抱き枕にしちゃっていましたね……」

　優ゆ衣い奈なは照れ笑いを浮かべ、俺から少し距離を取った。

「なんだか、幸せな夢を見ていました。先輩にくっ付いていたからかもしれませんね」

「どんな夢だったんだ？」

「それは……秘密です」

　優衣奈は恥ずかしそうに言い、寝返りを打って反対側を向いてしまった。

　俺にくっ付いていたことで見た幸せな夢……一体どんな内容なんだろうか……。なぜか優衣奈は目覚めてすぐ、俺と結婚したと勘違いしていたようだが……。

　スマホで時間を見ると、まだ午前４時だったので、もう少しベッドの中でダラダラすることにした。

　……時間が経たって冷静になったことで、先ほど右腕に伝わってきていた感触が鮮明に思い出される。

　今になってみると、ものすごくいい体験をさせてもらったな……。

　なんとか二度寝しようと試みたものの、先ほどの出来事が衝撃的すぎたせいで、結局それから一睡もできなかった。

　定期的にスマホで時刻を確認し、６時になったタイミングでなるべく音を立てないようにベッドを出た。

　だが直後、優衣奈が上半身を起こし、寝癖を直しながら挨拶してきた。

「先輩、おはようございます」

「ああ、おはよう。起こしちゃったか？」

「いえ、もともと目が覚めていたので」

「そっか……。それじゃあ、朝食バイキングに行くか？　姉が予約したのは朝食付きのプランみたいだから」

「そうですね。先輩、今トイレに行きたかったりしますか？」

「いや、大丈夫だけど」

「それならわたし、バスルームで着替えてきますね」

　バスローブ姿の優衣奈はそう言ってベッドを抜け出し、バスルームに入ってドアに鍵をかけた。

　やがて私服に着替えた優衣奈が出てきたので、俺たちはホテルの１階にあるレストランに向かった。
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　朝食後、俺たちはホテルをチェックアウトし、電車で『ウォーキング・ドラゴン』のイベントが行われる会場に移動した。

　本日のイベントは、キャパシティが１０００人ほどの会場で行われる。ゲームの宣伝イベントということで入場無料なのだが、神かん崎ざき真ま桜おさん効果もあるのか観覧希望者が殺到しており、入場制限がかかっているようだ。

　会場に着いた俺と優ゆ衣い奈なは、姉から『関係者・招待者』と書かれたパスを受け取り、首から下げる。そして行列を横目に、関係者入口から会場入りした。

　姉に先導され、まだお客さんが入っていないステージを見せてもらった。イベントは生配信されるので、ステージ付近には複数のカメラがある。

　今日のフリートークは、配信中に視聴者から寄せられるコメントに答える形で行われる。司会進行を務める神崎真桜さんは、ゲームのプロデューサーと２人でステージに立つことになっているのだが、もしプロデューサーが都合が悪いコメントを拾ってしまった場合、俺と優衣奈の出番というわけだ。

　イベント中、俺たちはステージ袖にいて良いらしい。ヘッドセットを装着しておいて、必要な時だけスイッチを入れて神崎真桜さんにアドバイスする計画だ。

　俺たちが助言役として待機していることはイベント関係者にも内緒なので、ドキドキする。

　もっとも、姉が言うには、イベント当日はたくさんのスタッフが走り回っているから、この関係者パスを着けて堂々としていれば、たとえ高校生が紛まぎれ込んでいても不審には思われないそうだ。

「せっかくだし、ステージに上がってみる？」

　会場を案内してくれている姉が、そう提案してきた。

「えっ？　いいの？」

「うん。控え室に行くには、いったんステージに上がって、ステージ袖を通った方が早いし」

　こうしてステージに上らせてもらったのだが、目の前には約１０００人を収容できる客席が広がっており、壮観だった。

　この席がすべて埋まった状態でイベントの進行をするのは、さぞ緊張することだろう。俺には絶対無理だ。

「ふわぁ……。これだけ多くのお客さんがいる状態でステージに立ったら、とっても気持ちがいいでしょうね」

　俺の横に立って会場を見回した優ゆ衣い奈ながそんなことを言った。俺と違って物の見方がポジティブだ。

　ステージ袖を通って、神かん崎ざき真ま桜おさんの控え室の前に移動した。室内では最終打ち合わせが行われているようなので、しばらくここで待つ。

　すると、近くにある長テーブルでノートパソコンを操作している男性スタッフ３人が、こんなやり取りをしているのが聞こえてきた。

「急いでください！　あと20分でお客さんが入ってくるんですよ！」

「うおー！　間に合う気がしねぇ！」

「間に合わせろ！　お前ならできる！」

「うるせぇ！　あんたが急に演出変えたいって言い出すからこんなことになったんだろうが！」

「反省はしている。超がんばって」

「絶対反省してないだろ！」

　……なんというか、社会人とは到底思えないような会話内容だった。

　このイベントは大丈夫なのだろうかと不安になっていると、控え室のドアが開いて、神崎真桜さんとプロデューサーが外に出てきた。

　このプロデューサーは『ウォーキング・ドラゴン』の生放送イベントに必ず出てくるので、ユーザーの間ではちょっとした有名人である。

　役職はプロデューサーなのだが、見た目が工事現場の監督っぽいので、あだ名は〝現場監督〟だ。

「あっ、２人とも、おはよう」

　神崎真桜さんが俺たちに挨拶してくださった。すでに衣装に身を包んでおり、メイクもバッチリで、昨日事務所で会った時よりもキラキラしている。

「現場監督、この２人は私の知り合いなんです。『ウォーキング・ドラゴン』のガチ勢で、ぜひこのイベントを見たいって言われたので、連れてきちゃいました」

「そうなのか。いつも遊んでくれてありがとう」

　プロデューサーは一般人である俺たちに向かって柔和な笑みを浮かべた。

　その表情を見ただけで、このプロデューサーは裏表がない善人なのだとわかる。

　するとプロデューサーは、近くで騒いでいる３人の男性スタッフを見て苦笑した。

「うちのスタッフが恥ずかしいところを見せちゃったね。でも、イベントの裏側はいつもこんな感じなんだよ。社会人とは思えないだろう？」

「いえ……そんなことは……あるかもしれませんね」

　ごまかしきれないと思ったので、正直に肯定することにした。

「なんというか、こういうイベントって、もっとちゃんとした大人おとなが運営しているものだと思っていました」

「ははは。うちのスタッフはみんな、大人おとなになりきれないヤツばかりだよ。僕たちはこういうイベントを、デッカい文化祭だと思っている。高校の文化祭が好きで、あの青春を何度も味わいたいからこの仕事を選んだのさ。イベント当日はいつもトラブルだらけで大変なんだけど、そのぶん終わった後の打ち上げは最高に楽しいんだ」

「なるほど……」

　俺は文化祭が面倒で毎年サボっているので共感できないし、トラブルだらけなのはプロとしてどうなんだろうと思ったが、文化祭感覚で仕事ができるなら楽しいだろうな。

　その後、イベント開始の時刻が迫ってきたので、俺たちはステージ袖に移動した。

　会場の様子を盗み見ると、入場が始まった直後らしく、たくさんのお客さんが席を前の方から順番に埋めていっている。

　俺たちの背後では、さっきまで騒いでいた男性スタッフたちの顔つきが変わり、イベントの開始を静かに待っている。どうやら、演出の変更作業は間に合ったようだ。

　俺と優ゆ衣い奈なは、それぞれのスマホで今回のイベントを配信する動画サイトを開いた。

　画面には『ただいま準備中です』という文字が表示されているだけだが、『今日はどんな発表があるか楽しみー』とか『真ま桜お様目的で来ました』など、すでに複数のコメントが書き込まれている。

「もしも都合が悪いコメントが書き込まれたら、神かん崎ざき真桜さんを褒ほめ称たたえるコメントを投稿しまくって、目立たなくしよう」

「了解です。……なんだか、緊張してきましたね」

「だな。問題なく終わればいいんだけど……」

　俺たちが身構えている中、イベント開始を知らせるアナウンスが流れ始めた。舞台裏にいるスタッフ全員に緊張が走る。

「それじゃあ２人とも、行ってくるね」

　神崎真桜さんは俺たちに向かって笑顔で言って、ステージに飛び出していった。
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　俺の授業に不備があったせいでボロが出ないか心配だったものの、始まってみればイベントは最初から最後まで大盛り上がりだった。

　フリートークでは神崎真桜さんがガチ勢として完璧な受け答えをし、会場を大いに沸かせた。

　おそらく神崎真桜さんは、１００種類近くいるドラゴンをすべて暗記してきたのだろう。それくらい話の引き出しが多かった。

　明らかにやり過ぎで、もはやガチ勢を自称する俺よりも詳しくなっている可能性すらある。

　生配信を観みている人たちも含め、神かん崎ざき真ま桜おさんが実は『ウォーキング・ドラゴン』をすでにやめているのではないかと疑う人は１人もいなかったはずだ。

　また、途中で機材に不調が生じ、予定していたＶＴＲが流れないトラブルがあったのだが、神崎真桜さんは慌てずに「機材が直るまでの間、私の推しドラゴンについて語らせてください」と言い出し、見事に場を繋つないでいた。

　こういうアドリブ力が神崎真桜さんの最高なところなんだよなぁと、見ていて胸が熱くなった。

　結局、今日の神崎真桜さんにサポートの必要はなく、俺たちの出番は一度もなかった。

『それじゃあ、今回のイベントはこの辺でおしまいです！　お相手は神崎真桜でした！　またね～！　バイバ～イ！』

　神崎真桜さんは観客に大きく両手を振りながら、プロデューサーと一緒に、俺たちがいるステージ袖に戻ってきた。

　直後にステージ上を照らしていたライトが消え、舞台裏の張り詰めた空気が一気に緩んだのを感じた。

　イベントの様子を固唾かたずを呑のんで見守っていたスタッフたちが、笑顔と拍手で神崎真桜さんを出迎える。

「お疲れ様でしたー、お疲れ様でしたー」

　神崎真桜さんはスタッフに向かって何度も会釈しながら、小走りで控え室に入っていった。すぐ次の現場に向かう必要があるので、急いで着替えるそうだ。

　それから５分ほどで外に出てきた神崎真桜さんは、スタッフに付き添われ、会場の裏口に移動する。こういうイベント会場には関係者だけが出入りできる裏口があり、そこからタクシーに乗るそうだ。

　裏口に到着すると、姉を含む俺たち４人は１台のタクシーに乗りこむことになった。後部座席の奥から優ゆ衣い奈な・俺・神崎真桜さんの順で座っていく。

　あれだけ大勢のお客さんを沸かせていた神崎真桜さんが、今は自分の真横に座っているという事実に緊張し、思わず全身を硬直させる。

　一方、助手席に乗った姉は、運転手さんに最寄り駅に行くようお願いする。仙せん台だいに帰る俺と優衣奈を降ろすためだ。

「はー……無事に終わったー……緊張したー……」

　タクシーが走り出し、見送りをしてくれたイベントスタッフの姿が見えなくなったところで、神崎真桜さんは気の抜けた声を出した。

「真桜、お疲れ様。よくやりきったわね」

「本当に疲れたよー。私、ミスしてないよね？」

「完璧だったと思います。どこに出しても恥ずかしくないガチ勢でした」

　俺が太鼓判を捺おすと、神かん崎ざき真ま桜おさんは安心したように微笑ほほえんだ。

　今の俺だけに向けられた笑顔を見て、死ぬまで神崎真桜さんを推すことをあらためて心に誓った。

「……先輩。いくら真桜さんが相手だからって、彼女が真横にいる状況でデレデレしないでください」

　右横に座っている優ゆ衣い奈なが口を尖とがらせ、そんな苦情を言ってきた。位置的に俺の表情は見えないはずなのに、なぜデレデレしているとわかったのか。

「今すぐ席を替わりましょう。ここからはわたしが真ん中に座ります」

　タクシーが赤信号で停車したタイミングで優衣奈はそんなことを言い出し、中腰になって、俺の方におしりを向けてきた。

　ミニスカートなので、目のやり場に困る。

　神崎真桜さんの真横に座りたい気持ちはわかるが、普通ここまでするか……？

　仕方なく席替えに応じることにしたが、入れ替わる際に優衣奈のおしりが膝に当たり、やわらかい感触と程よい弾力が伝わってきた。

　女の子のおしりって、男とは比べものにならないレベルでやわらかいんだな……。

「優衣奈ちゃんはヤキモチ焼きなんだね～。可愛かわいい♪」

　真横に移動してきた優衣奈を見て、神崎真桜さんは苦笑している。たしかに今の優衣奈は、本当に俺と付き合っていて、彼氏の浮うわ気き心ごころに嫉妬しているっぽかったな。

　それからしばらく今日のイベントについて語っていると、俺たちが降りる駅が見えてきた。

　できることなら、このまま次の仕事場にも付いていきたい……。

「２人とも、今回は急な話だったのに、来てくれてありがとうね」

　タクシーが駅の敷地内に入ったところで神崎真桜さんはそう言い、丁寧に頭を下げてくださった。

「とんでもないです。俺たちの方こそ、ステージ袖からイベントを観みるという貴重すぎる体験をさせていただき、本当に最高でした」

「ご用があれば、またいつでも呼んでください。わたしたち２人セットで、すぐに駆けつけますから」

「うん、頼りにさせてもらうね。──それから、今日の23時から私のウェブラジオのオンエアーがあるんだけど、もし良かったら２人で一緒に聴いてね」

「えっ？　何かあるんですか？」

「ふふふ。秘密♪」

　小首をかしげた優ゆ衣い奈なに向かって神かん崎ざき真ま桜おさんが意味深な笑みを浮かべたところで、タクシーが停車した。そして俺たちが降車すると、答えを教えてくれないまま、タクシーは走り去ってしまった。

　残された俺たちは、すぐさま今後について話し合う。

「２人で聴くという言いつけを守るのは確定事項だとして、問題はいつ聴くかだな。今夜か、それとも明日か」

「もちろん今夜ですよ。内容が気になって眠れません」

「俺も同意見だ。でも、放送終了してから帰るとなると、けっこう遅くなるぞ？」

「親に連絡します」

「明日も学校なわけだが」

「たとえ学校に遅刻したとしても、リアルタイム視聴するべきだと思います」

「紛まぎれもない真理だな。ただ、今は13時だから、新幹線で帰る時間を考慮しても、８時間くらいどこかで時間を潰す必要があるな」

「せっかく東京にいるわけですし、アニメグッズを買いに行ったりしますか？　今回は荷物が少なくて身軽ですし」

「そうだな。でもその前にどこかで昼食をとろうか」

「了解です」
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　その後、東京にあるアニメ関連商品を扱うお店を巡りまくった俺たちは、少し余裕を持って、22時20分に仙せん台だいに戻ってきた。

　大量の戦利品を駅のロッカーに預けた後、ウェブラジオを安心して聴けるお店を探す。

　最初は駅前のファミレスに向かったのだが、店内にうるさそうなグループがいたのでやめて、代わりに駅から少し離れたところにある、24時まで営業している雰囲気のいい喫茶店に入った。

　お客さんがほとんどいないことに加えて店内ＢＧＭが控えめで、ウェブラジオを聴くのには最適な環境だ。

　コーラとコーヒーを注文し、優衣奈と向かい合って席に座った。

　スマホを取り出し、いつでもラジオを聴けるようにスタンバイする。

「──あっ。そういえば俺、今日はイヤホンを持ってきてないんだった」

「わたしのを半分貸しますよ。有線ですけど」

「ありがとう」

　スマホに端子を差し込み、有線イヤホンを共有した状態で待機する。

　……優ゆ衣い奈なの顔がすぐ近くにあって照れるな……。

　やがて23時になり、ラジオの放送が開始された。

　胸を高鳴らせながらイヤホンを耳に押しつけ、神経を研ぎ澄ます。

『皆さん、こんばんは～。声優の神かん崎ざき真ま桜おです。１月16日、日曜日の23時、真桜ラジのお時間です。

　今日は微笑ほほえましい報告をさせてください。先月私の誕生日記念イベントが行われたんですけど、その中でプレゼント企画があったんです。そしたら当選者の中に片かた想おもい中の可愛かわいい女子高生がいたから、恋が成就するように願って、私物の指輪をプレゼントしたんですよ』

　その瞬間、俺たちは顔を見合わせた。

　神崎真桜さんが、俺たちの話をしているだと!?

　いや、正直２人で聴くように言われた時点で少し予想はしていたのだが、まさか本当に話していただけるとは……!!

『それでね、偶然その子が知り合いの知り合いで後日談が聞けたんだけど、どうやらその女子高生は、好きな男の子と一緒にイベントに来ていたみたいなの。それで私の指輪がキッカケで、イベント帰りに告白されたんだって！　すごくない？』

　ついに優衣奈だけでなく、俺の話も出てきた……!!
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　いつも聴いているラジオで自分の話をしてもらえるというのは、神かん崎ざき真ま桜おさんと直接お話しするのとはまた違った感動があった。

『その高校生カップルは、本当にお似合いだったの。できればそのまま結婚してほしい。日本の少子化を食い止めて！

　たぶんその２人はこのラジオを聴いていると思うので、ちょっとプレッシャーをかけてみました。ケンカして別れそうになった時には、この放送を思い出して仲直りしてください』

　神崎真桜さんは笑いながらそう言ったかと思うと、少し真面目まじめなトーンになって話を続ける。

『ちなみにそのカップル、彼氏くんは付き合っていることを周囲に隠したいみたいで、学校帰りとかに一緒に歩いてくれないことを彼女ちゃんが嘆いていたの。

　思春期に周りの目を気にする気持ちはすっごくわかるけど、２人はお似合いのカップルだから、堂々としていこう！　彼女ちゃんと一緒に登下校してあげて！』

　神崎真桜さんはラジオを使って、俺たちだけに呼びかけてきた。

　なるほど、これが２人で一緒に聴くように言われた理由か……。

『というわけで、私の力によって一組の高校生カップルが誕生したという、嬉うれしい報告でした。真桜ラジ、本日もスタートです！』

　この後すぐにジングルが入り、ＣＭが流れ始めたので、優ゆ衣い奈なに問いかける。

「なんでそんなマイナスの相談をしたんだ？　普通に、完璧な彼氏ですって言っておけば良かったのでは？」

「いえ、違うんです。先輩が彼氏になることをリアルに想像してみた結果、たぶん一緒に歩いてくれないだろうなーと思いまして……。

　それにほら、ノロケ話ばっかりでもつまらないじゃないですか？　だから温泉に入っている時に、ちょっと恋愛相談っぽいことをしてみたんですよ」

　優衣奈は何かをごまかすように言った。

　もう少し追及したかったのだが、ＣＭが終わって最初のコーナーが始まったので、この話はここで終わりになった。





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　やがてラジオを聴き終わり、自分たちの話が出た喜びを分かち合っていると、あっという間に終電の時間になってしまった。

　仙せん台だい駅前で優衣奈と別れた俺は１人で電車に乗り、物思いにふける。

　神崎真桜さんは俺たちのことを本物のカップルだと思い込んでいるわけだが、優衣奈はこれからどうするつもりなんだろう……。まさか、本当に俺と結婚する覚悟があったりするのだろうか……。

　──いやいや、優ゆ衣い奈なはお嫁さんにしたいコンテストで１位に選ばれるような美少女だ。いくらでもハイスペックな男と付き合えるのに、俺なんかと結婚するはずがない。

　……でも優衣奈って、人間の価値を年収で判断しなさそうだよな。それよりも人柄とか、趣味が合うかとかを優先しそうというか……。

　電車に揺られながら、優衣奈と知り合ってからのことを思い返していく。

　そして不意に、こんな疑問を抱いた。




　……もしかして優衣奈って、俺のことが好きだったりしないか……？




　あらためて過去を振り返ってみると、思い当たる節ふしがけっこうあったのだ。

　コラボカフェで一緒に写真を撮らされたし。

　無理やり家に連行されて、マッサージを受けながらアニメを布教されたし。

　ＶＲをしに行ったショッピングモールで、ロングパンツを選ばされたし。

　神かん崎ざき真ま桜おさんから指輪をもらった日、帰りの新幹線で「わたし以外の人と付き合っちゃダメですからね？」と言われたし。

　俺の部屋に来た時、枕の匂いを嗅いでいたし。

　レストランで俺の食べかけの料理を気にせず食べていたし。

　クリスマスイブという大切な日を一緒に過ごしたし。

　俺をイケメンだと言ってくれたし。

　ミネストローネを食べさせてくれたし。

　俺があげたマフラーを、想像以上に大事にしてくれているし。

　昨日は同じベッドで一緒に寝てしまったし。

　……もっとも、どれも『異性として好意を持たれている』という確証を得られるレベルの事象ではない。

　優衣奈からの好感度が高いのは間違いないだろうが、単に『推しが被かぶっている扱いやすい先輩』として認識されている可能性はある。

　となると、俺から優衣奈に告白することはできない。もし俺の勘違いだったら、格かつ好こ悪いだけじゃなく、今の関係が壊れてしまうからな。

　……でも、優衣奈は食事会の時、「どっちから告白したの？」と聞かれて「先輩から告白してきてくれたんですよ♪」と即答したんだよな。

　もしや優衣奈は、告白されたいのだろうか？

　やっぱり、告白は男からするべきなのか？

　──いやいや、今は男女平等の社会なのだから、そんな考えは古い。性別に関係なく、告白したい方がするべきなのである。

　……もし本当に優ゆ衣い奈なが俺のことを好きなら、一刻も早く告白してきてほしい。そうしたらすぐにＯＫするのに。




　──あれっ？　俺って優衣奈のことが好きなのか？




　自分が優衣奈に告白されるところをシミュレーションしてみたところ、すんなり受け入れられることに気づき、驚いた。

　最初は弱みを握られて付きまとわれて迷惑だと思っていた相手を、いつの間にか好きになっていただと……!?

　……まぁ、優衣奈はお嫁さんにしたいコンテスト１位になるような美少女なのだ。これだけずっと一緒にいたら、好きにならない方がおかしいだろう。

　だからこれは、俺が悪いのではない。しつこく付きまとってきた優衣奈が悪いのだ。





[image: ]




　翌朝。仙せん台だい駅で電車を降り、通学路を歩いていると、前方に優衣奈を発見した。

　周囲には同じ高校に通う生徒がたくさんいる。俺と優衣奈が話しているところを見られたら、面倒なことになりそうだ。

　──なんてことを、昨日までの俺だったら考えていただろう。

　裏を返せば、俺が優衣奈と仲良さげに話しているところを見せつけてやれば、他の男を牽けん制せいすることができるわけだ。

　これまでは他人から嫉妬されることをリスクだと捉えていたが、今後は優衣奈に想おもいを寄せるヤツは全員ライバルだと考える必要があるわけで、それならここで話しかけない理由はない。

　これは理屈として正しいはずだ。あとは俺が勇気を出し、行動に移せるかどうかだが……。

「──よし、行くぞ」

　小声で自分に活を入れた後、小走りで優ゆ衣い奈なの背中を追いかけ、声をかける。

「……優衣奈、おはよう」

「──えっ!?　どうしたんですか先輩!?」

　優衣奈は相当に驚いたらしく、目を丸くしている。

「わたしと一緒にいるところを見られたくないって言っていたのに、よりによって登校中に……!?」

「それは……アレだ。昨日のラジオで神かん崎ざき真ま桜おさんから、一緒に登下校するように言われたからな」

　話しかけた本当の理由を知られるのは恥ずかしいので、適当にごまかしてみる。

「いや、もちろん、俺たちが付き合っているっていうのは作り話なんだが、将来恋人ができた時の予行演習をしておくのもいいかと思った、というか……」

「なるほど。いい心がけだと思います」

「……ちなみに、優衣奈は俺と登校しているところを他の人に見られてもいいのか？」

「当たり前じゃないですか！　いっそ明日から駅で待ち合わせて、一緒に登校することにしましょうよ！」

「えっ……」

「嫌なんですか？」

「嫌……ではないよ。ちょっと驚いただけだ」

　少し照れくさかったが、正直に自分の気持ちを伝えた。

　すると優衣奈は満面の笑みを浮かべる。

「じゃあ決まりですね。もっとも、もし先輩が拒否したとしても、今の時間から逆算して先輩が普段乗っている電車を割り出して、待ち伏せするつもりだったんですが」

「恐怖」

　優衣奈はそこまでして俺と一緒に登校したいのだろうか。それとも、俺を困らせるための冗談なのだろうか。

　その真意は不明だが、とにかく俺たちは今日から、一緒に登校する仲になったのだった。





あとがき




　前巻のあとがきに『２巻を出せるかどうかは１巻の売り上げ次第』と書いたのですが、おかげさまで２巻を出版することができました。特に電子書籍の売れ行きが好調のようです。本当にありがとうございます。

　こんにちは、文章担当の岩いわ波なみ零りようです。今回は大ひろ翔とたちが最推しの女性声優さんと対面する話でしたが、楽しんでいただけましたでしょうか？

　私はゲームのシナリオも書いている関係で、新型コロナウイルスが猛威を振るう前は、声優さんの収録に立ち会う機会がありました。

　２巻はその時のことを思い出しながら書こうと思ったのですが、推しと直接話した時の記憶って、ほとんど残っていないんですよね……。緊張と興奮のあまり、脳の処理能力が限界を迎えてしまうからなのでしょうか……？

　ともあれ、あの時の私が覚えた感動が、本作を通して皆様に伝わっていれば幸いです。

　ちなみに、１巻を読んだ友人から指摘されたのですが、大翔の趣しゆ味み嗜し好こうは、高校時代の私にかなり近いです。なので『主人公が面倒くさい性格で面白かった』という感想を見かけた時は、ちょっと複雑な気持ちになりました。

　とはいえ、現在はだいぶまともな人間になりました。たとえば昔は大の野菜嫌いだったのですが、ある日ものすごく美お味いしいミネストローネに出会い、今では無類の野菜好きを自称しています。……もっとも、未だに試着が苦手だったり、温泉に入ることに抵抗があったりして、生きるのが大変なのですが。

　それから、作中に出てきた施設にはすべてモデルがあります。小説を書く時はなるべく取材をしたいと考えていて、今回の場合は松まつ島しまで大型船と小型船の両方に乗ってみたり、高級旅館に泊まって財布に大ダメージを受けてみたりしました。でも不純な動機で庭園を歩いてはいません。本当です、信じてください。

　謝辞です。イラストを担当していただいている阿あ月づき唯ゆい様には、今回も魅力的なイラストをたくさん描いていただきました。本当に感謝しております。

　また、２巻までお付き合いいただいたすべての読者様に最大限の感謝を申し上げます。ツイッターでつぶやかれている感想や、通販サイトに書かれている評価にはできるだけ目を通しているのですが、好意的な意見が非常に多くて、嬉うれしい限りです。

　皆様の感想を拝読できることはこの上ない喜びなので、２巻の感想も発信していただければ幸いです。ツイッターでつぶやく際は、どこかに『お嫁さんにしたいコンテスト１位の後輩に弱みを握られた』と入れていただけると、私が発見しやすいので助かります。……タイトルが長くて申し訳ありません。

　それでは、またお会いできることを全力で願っております！


２０２１年６月　岩波零







電子書籍特典　書き下ろし短編

『お嫁さんにしたいコンテスト１位の後輩と一緒に歩くことについて話す』





「ふと思ったんですけど、先輩って、わたし以外の女の子と一緒に歩くことにも抵抗を覚えるんですか？」

　俺が優衣奈のことを呼び捨てにするようになってから数日が経った頃、放課後の空き教室で話していると、唐突にそんな質問をされた。

「わたしがお嫁さんにしたいコンテスト１位だから、一緒にいるところを知り合いに見られたくないんですよね？　ということは、もしもわたしがコンテストに出ていなかったら、普通に一緒に歩いてくれるんですか？」

「そうだな……少なくとも拒否することはなかったと思うぞ。ていうか、『２人で歩いているところを知り合いに見られたくない』って断るのは失礼すぎないか？」

「わたし、これまでに何度も先輩に拒否されたんですが？」

「それは仕方ないことだ」

「わけがわかりません」

「逆の立場になって考えてみろよ。もし俺がお婿さんにしたいコンテスト１位だったとして、優衣奈は俺と２人で歩きたいと思うか？」

「はい、思います」

「なんでだよ」

「だって、コンテストで１位になったところで、先輩が先輩であることに変わりはないですから」

　優衣奈は自信満々に言って、俺のことをまっすぐに見すえた。

「……優衣奈って変わっているよな」

「先輩の方がおかしいんですって」

「そうか……？」

　悪目立ちしたくないと考えるのは普通だと思うんだが……。

「とはいえ、俺は高校に入って以降、異性と２人きりで歩く機会なんて一度もなかったんだけどな」

「中学時代はどうだったんですか？」

「中学１年の頃は、同じクラスに仲がいい女子がいたから、登下校のタイミングが合えば２人きりでも普通に雑談しながら歩いていたよ」

「ふーん……そうなんですか……」

　なぜか優衣奈は不満そうに頬を膨らませた。

　かと思うと、咎めるような口調で質問してくる。

「その女性はどんな人だったんですか？」

「同じクラスで、席が隣になったことで話すようになったんだけど、誰とでも仲良くなる陽キャラだった」

「可愛かったんですか？」

「顔は普通だよ」

「２人で歩いている時、どんな話をしたんですか？」

「質問が止まらないな」

「いいから教えてください」

「取り留めがない話だよ。教師の悪口とか、普段読んでいるマンガの話とか……。あと、帰り道にあるコンビニに寄ったこともあったかな」

「むぅ……。わたしとは学校帰りにコンビニに行ってくれないのに……」

「一緒に行く必要性がないだろ。買い物は各々すればいいだけの話だ」

「その女性と行った時は、絶対に２人揃ってコンビニに行く必要があったんですか？」

「そういうわけじゃないけど……」

「決めました！　今から２人で最寄りのコンビニに行きましょう！」

「断る。行くなら１人で行ってくれ」

「ぐぬぬぬぬ……。先輩がそこまで嫌がるなら、お嫁さんにしたいコンテスト１位という称号は返上します！」

「いや、そんなシステムはないだろ」

「返上する仕組みを作ってもらいます！　わたしがコンテスト１位じゃなくなれば、放課後に２人でコンビニに行ってくれるんですよね!?」

「その質問に答える前に確認しておきたいんだが、称号を返上するってことは、優勝賞品の『食堂のタダ券１週間分』も返却するのか？」

「それは無理です！　焼肉定食を美味しくいただいてしまったので！」

「だったら諦めろ。称号だけを返上するなんて、虫が良すぎる」

「た、たしかに……」

　優衣奈は敗北を認めたらしく、ガックリと肩を落としたのだった。
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